
NY生活プレス社  NO. 734（週刊）2019年7月27日土曜日
■
新
聞
と
同
じ
レ
イ
ア
ウ
ト
で
読
め
る
デ
ジ
タ
ル
版
　w

w
w
.n
y
se
ik
a
tsu
.c
o
m

世
界
の
ど
こ
に
い
て
も
Ｎ
Ｙ
の
今
が
わ
か
る
日
本
語
新
聞
（
フ
リ
ー
）
　©

A
ll c

o
p
y
rig

h
ts

 re
s
e
rv

e
d

 to
 N

e
w

 Y
o
rk

 S
e
ik

a
ts

u
 P

re
s
s
,

ENGLISH PAGE THE JAPAN VOICE  PAGE7

週刊ＮＹ生活
・NEW YORK SEIKATSU PRESS, INC.  ☎ (212) 213-6069

・71 WEST 47TH STREET, SUITE 307, NEW YORK, NY 10036

SHUKAN

NEW YORK

SEIKATSU

Japanese  Weekly Newspaper  (Free)

www.nyseikatsu.com

Printed in U.S.A.

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
Ｔ
Ｖ

21面

デ
ジ
タ
ル
版
で
こ
こ
を
ク
リ
ッ
ク
！

▲

米
国
東
海
岸
一
帯
は
20
、
21

日
の
週
末
、
体
感
温
度
華
氏
１

０
７
度
（
摂
氏
42
度
）
と
い
う

記
録
的
な
猛
暑
に
見
舞
わ
れ

た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
ク
イ

ー
ン
ズ
と
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
広

域
で
電
力
会
社
の
判
断
で
５
万

世
帯
で
停
電
と
な
っ
た
。
予
定

さ
れ
て
い
た
各
ス
ポ
ー
ツ
競
技

な
ど
も
中
止
と
な
っ
た
。

ビ
ル
・
デ
ブ
ラ
シ
オ
・
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
市
長
は
17
日
記
者
会

見
を
開
き
、
プ
ー
ル
時
間
の
延

長
を
含
む
今
夏
の
猛
暑
対
策
を

発
表
し
た
。

今
年
は
、
エ
ア
コ
ン
が
完
備

さ
れ
た
誰
で
も
利
用
で
き
る
公

共
施
設
が
約
５
０
０
か
所
オ
ー

プ
ン
し
、
最
寄
り
駅
や
営
業
時

間
はm

aps.n
y
c.gov

で
確
認

で
き
る
。
同
市
営
プ
ー
ル
に
関

マンハッタンの
市営プール

■Hamilton Fish Park
場所: Pitt and Houston Sts.
1936年6月24日にオープン
した歴史あるロウワー・イ
ーストサイドのプール。52
年に開催されたヘルシンキ
オリンピックの前にはアメ
リカのオリンピックチーム
が練習のためにここを使っ
たという。
■John Jay Pool
場所：77th St. & Cherokee
Place (East of York Ave.)
■Lasker Skating Rink/Pool
場所：セントラルパーク内
110th St. & Lenox Ave. 地
下鉄２番または３番の110
丁目駅近く。公園の入口か
ら入り、水辺の遊歩道を歩
くと、緑に囲まれた巨大な
円形のスイミングプールが
現れる。水遊びにはしゃぐ
子供たちや、日光浴をする
若者などでいつも混雑して
いる。＝写真＝
■Tony Dapolito
Recreation Center
場所：1 Clarkson St. (7th
Ave. South & Hudson St.)
屋外プールは無料。キー
ス・へリングが壁画を描い
たことでも有名。

オープン時間など詳細はウ
ェブサイトを参照。
www.nycgovparks.org/parks/

し
て
は
、
金
曜
か
ら
日
曜
に

限
り
利
用
時
間
を
午
前
11
時

か
ら
午
後
８
時
に
延
長
。
ま

た
同
市
環
境
保
護
局
は
、
主

に
歩
行
者
が
多
い
地
域
に
水

飲
み
場
を
増
設
す
る
こ
と
を

計
画
し
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
猛
暑
時
の
注
意

点
は
次
の
通
り
。
急
激
な
体

温
変
化
で
身
体
に
シ
ョ
ッ
ク

を
与
え
な
い
よ
う
氷
の
よ
う

に
冷
た
い
シ
ャ
ワ
ー
は
な
る

べ
く
さ
け
る
。
道
路
の
消
火

栓
を
開
け
て
水
浴
び
を
す
る

場
合
は
最
寄
り
の
消
防
署
で

消
火
栓
蓋
を
調
達
し
い
ざ
と

い
う
時
に
水
圧
を
保
て
る
よ

う
使
用
す
る
水
量
を
制
限
す

る
。
充
分
な
水
分
補
給
は
必

須
だ
が
、
カ
フ
ェ
イ
ン
入
り

や
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
は
脱
水

症
状
を
引
き
起
こ
す
た
め
避

け
る
。
熱
中
症
の
疑
い
や
水

分
補
給
や
日
陰
で
体
調
が
改

善
し
な
い
場
合
は
、
直
ち
に

９
１
１
に
連
絡
す
る
。
　
　
　

（
関
連
記
事
４
面
に
）

猛
暑
の
夏
到
来

プールで泳ぐ市民（21日正午、セントラルパークの市営プールで、写真・本紙　三浦良一）

◇
本
紙
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
発
行
の
フ
リ
ー
紙
で
Ｎ
Ｙ
地
区
で

「
日
本
経
済
新
聞
」
と
と
も
に
折
り
込
ま
れ
て
配
達
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
日
本
国
内
で
は
青
山
学
院
大
学
図
書
館
（
青
山

キ
ャ
ン
パ
ス
）
に
常
備
、
東
京
大
学
本
郷
・
駒
場
両
図
書
館

で
閲
覧
で
き
ま
す
。

18
日
に
発
生
し
34
人
の
死
者

を
出
し
た
京
都
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ

ン
（
京
ア
ニ
）
の
放
火
事
件
は

海
外
で
も
大
き
く
取
り
上
げ
ら

れ
た
。
米
国
で
は
Ａ
Ｐ
通
信
社

は
じ
め
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ

ム
ズ
、
ワ
シ
ン
ト
ン
ポ
ス
ト
な

ど
の
主
要
紙
、
Ｃ
Ｂ
Ｓ
な
ど
の

全
米
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
Ｃ
Ｎ
Ｎ

な
ど
ケ
ー
ブ
ル
局
、
チ
ャ
ン
ネ

ル
12
ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
な

ど
地
方
局
で
も
速
報
さ
れ
た
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
は
17

日
に
続
報
も
掲
載
し
「
涼
宮
ハ

ル
ヒ
の
憂
鬱
」
「
聲
の
形
」
な

ど
京
ア
ニ
が
手
が
け
た
作
品
を

紹
介
、
「
優
れ
た
ス
タ
ジ
オ
」

と
評
し
た
。

事
件
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

通
じ
、
世
界
中
の
ア
ニ
メ
フ
ァ

ン
に
衝
撃
を
与
え
た
。
カ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ア
州
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
で

は
18
日
か
ら
20
日
ま
で
第
50
回

コ
ミ
コ
ン
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
が
開
催
さ
れ
て
い
た
。
米

国
で
京
ア
ニ
は
ス
タ
ジ
オ
・
ジ

ブ
リ
ほ
ど
有
名
で
は
な
い
が

「
フ
リ
ー
！
」
「
け
い
お
ん
！
」

な
ど
の
熱
心
な
フ
ァ
ン
が
い

る
。
「
聲
の
形
」
が
こ
れ
ま
で

見
た
ア
ニ
メ
で
一
番
だ
と
語
る

男
性
は
「
本
当
に
ひ
ど
い
こ
と

が
起
き
た
」
と
語
っ
た
。
ス
タ

ジ
オ
ジ
ブ
リ
の
元
社
員
で
現
在

は
怪
談
作
家
と
し
て
活
躍
す
る

木
原
浩
勝
さ
ん
は
イ
ベ
ン
ト
で

「
京
ア
ニ
頑
張
れ
」
と
フ
ァ
ン

ら
と
と
も
に
声
援
を
送
っ
た
。

テ
キ
サ
ス
州
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン

に
本
部
を
置
き
、
「
け
い
お

ん
！
」
の
ブ
ル
ー
レ
イ
デ
ィ
ス

ク
な
ど
を
販
売
す
る
ア
ニ
メ
配

給
会
社
セ
ン
タ
イ
・
フ
ィ
ル
ム

ワ
ー
ク
ス
は
事
件
後
た
た
ち
に

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で

京
ア
ニ
へ
の
募
金
を
開
始
。
同

日
当
初
の
目
標
額
50
万
ド
ル

（
約
５
４
０
０
万
円
）
を
超
え
、

22
日
現
在
５
万
６
０
０
０
人
以

上
が
参
加
し
、
約
１
９
６
万
ド

ル
（
約
２
億
２
千
万
円
）
を
集

め
た
。
（
４
面
に
関
連
記
事
）

京
都
ア
ニ
メ
放
火
事
件
に
衝
撃

米
国
か
ら
支
援
続
々

https://nipponexpressusa.com/
https://www.restaurantnippon.com/
https://www.amnet.jp/
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来
春
の
展
示
会
は
、
大
石
さ

ん
が
イ
ン
テ
リ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
と
し
て
講
座
を
持
つ
日

本
ク
ラ
ブ
で
開
催
を
予
定
し
て

い
る
。
大
石
さ
ん
と
中
里
さ
ん

の
共
通
の
知
人
の
引
き
合
わ
せ

で
実
現
す
る
和
食
器
の
伝
統
と

洋
食
テ
ー
ブ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ

ト
と
の
ク
ロ
ス
オ
ー
バ
ー
の
世

界
が
表
現
さ
れ
る
と
い
う
。

博
恒
「
今
回
こ
う
い
う
ご
縁
を

い
た
だ
き
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に

導
い
て
い
た
だ
い
て
期
待
に
胸

が
膨
ら
ん
で
い
ま
す
」

大
石
「
実
は
い
ろ
い
ろ
無
理
難

題
な
注
文
を

私
が
つ
け
て

る
ん
で
す
よ

（
笑
）
。
テ
ー

ブ
ル
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
立
場
と

器
作
り
の
立
ち
位
置
は
、
当
然

ち
ょ
っ
と
異
な
っ
て
い
て
、
伝

統
４
０
０
年
の
中
で
作
り
出
さ

れ
て
き
た
造
形
美
と
私
が
ア
メ

リ
カ
の
生
活
の
中
で
見
て
い
る

も
の
と
の
カ
ル
チ
ャ
ー
の
融
合

と
衝
突
を
実
感
し
な
が
ら
、
こ

う
い
う
の
が
欲
し
い
っ
て
い
う

も
の
を
ど
ん
ど
ん
と
お
願
い
し

て
る
ん
で
す
」

博
恒
「
た
と
え
ば
、
ゴ
ブ
レ
ッ

ト
。
冷
酒
を
飲
む
ぐ
い
飲
み
な

ん
か
は
よ
く
作
る
ん
で
す
が
、

脚
の
つ
い
た
も
の
は
難
し
く
て

今
回
初
め
て
作
り
ま
し
た
。
焼

き
物
は
、
窯
に
入
れ
て
焼
い
て

み
な
い
と
分
か
ら
な
い
の
で
大

き
い
と
ス
テ
ム
が
曲
っ
た
り
倒

れ
た
り
リ
ス
ク
が
あ
る
ん
で

す
。
リ
ム
の
広
い
皿
も
手
作
り

で
す
か
ら
磁
器
で
和
の
形
を
洋

の
器
に
落
と
し
込
む
の
に
本
当

に
技
術
を
必
要
と
し
ま
す
」

大
石
「
テ
ー
ブ
ル
セ
ッ
ト
で
も
、

日
本
で
は
た
ぶ
ん
そ
う
い
う
使

い
方
は
し
な
い
で
し
ょ
う
と
い

う
の
を
結
構
提
案
し
た
り
し
て

ま
す
。
た
と
え
ば
小
皿
を
コ
ー

ス
タ
ー
と
し
て
使
っ
た
り
、
お

皿
を
ト
レ
イ
の
よ
う
に
使
っ
た

り
、
大
き
な
お
皿
に
小
石
を
敷

い
た
り
な
ど
、
和
洋
折
衷
を
ク

ロ
ス
オ
ー
バ
ー
と
言
い
ま
す

が
、
日
本
人
の
そ
れ
を
は
る
か

に
超
え
て
い
て
、
私
に
し
か
で

き
な
い
ら
し
く
、
よ
く
「
黒
船

和
モ
ダ
ン
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
（
笑
）
。
先
日
、
九
州
に
も

お
訪
ね
し
て
お
兄
様
に
も
お
目

に
か
か
っ
て
、
お
二
人
の
作
品

作
り
に
込
め
る
情
熱
に
触
れ
た

ん
で
す
。
九
州
は
外
来
の
文
化

が
古
く
か
ら
入
っ
て
い
る
場
所

な
の
で
、
純
和
風
か
ら
モ
ダ
ン

な
テ
イ
ス
ト
に
も
寄
せ
て
い
き

や
す
い
と
い
う
印
象
を
持
ち
ま

し
た
。
日
本
の
テ
ー
ブ
ル
セ
ッ

テ
ィ
ン
グ
は
ど
ち
ら
か
と
い
う

と
フ
ラ
ッ
ト
、
平
面
的
で
す
が
、

こ
ち
ら
は
、
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
テ

ィ
ー
の
お
皿
の
よ
う
に
立
体

的
。
日
本
で
見
つ
け
た
お
一
人

様
用
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
テ
ィ
ー
の

よ
う
な
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
も
可
愛

い
ら
し
く
て
ア
メ
リ
カ
で
は
新

鮮
で
す
」

博
恒
「
来
年
春
の
展
示
会
は
、

テ
ー
ブ
ル
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ

ョ
ン
な
の
で
大
石
先
生
と
ご
相

談
し
な
が
ら
作
品
の
方
を
ブ
ラ

ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
せ
っ
か

く
世
界
の
文
化
の
中
心
で
あ
る

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
や
る
の
で
す

か
ら
、
新
し
い
釉
薬
を
使
っ
た

オ
ブ
ジ
ェ
や
ア
ー
ト
的
な
も
の

や
、
絵
柄
が
分
か
り
や
す
い
全

体
的
に
柄
の
入
っ
て
い
る
も
の

や
メ
タ
リ
ッ
ク
な
黒
を
基
調
と

し
た
も
の
な
ど
新
し
い
も
の
に

も
挑
戦
し
て
み
た
い
で
す
」

大
石
「
日
本
の
展
示
会
な
ど
よ

く
リ
サ
ー
チ
し
ま
す
が
、
今
は

黒
い
食
器
が
と
て
も
多
い
で
す

ね
。
陶
器
で
黒
っ
ぽ
い
も
の
は

よ
く
見
か
け
ま
す
が
磁
器
で
黒

と
い
う
の
は
な
か
な
か
な
い
で

す
。
中
里
さ
ん
の
作
品
は
、
炭

っ
ぽ
い
感
じ
が
と
て
も
素
敵
で

す
ね
。
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
や
紅

茶
の
カ
ッ
プ
な
ど
。
紅
茶
は
色

が
大
切
な
の
で
内
側
は
白
く
し

て
く
だ
さ
い
と
か
、
黒
い
器
で

も
裏
側
は
白
く
し
て
リ
バ
ー
シ

ブ
ル
で
使
え
ま
せ
ん
か
と
か
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
限
定
の
も
の
も

ぜ
ひ
作
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

か
注
文
は
盛
り
沢
山
（
笑
）
」

博
恒
「
今
回
、
打
ち
合
わ
せ
に

来
て
と
て
も
刺
激
に
な
り
ま
し

た
。
兄
も
私
も
日
本
の
文
化
を

学
ん
で
き
た
訳
で
す
が
、
ア
メ

リ
カ
の
文
化
に
触
れ
、
日
本
人

の
感
覚
も
お
持
ち
の
大
石
先
生

の
お
人
柄
に
も
触
れ
ら
れ
て
と

て
も
ラ
ッ
キ
ー
で
す
」
　

大
石
「
日
本
ク
ラ
ブ
は
、
米
国

人
の
陶
芸
マ
ニ
ア
の
人
た
ち
が

足
を
運
ぶ
場
所
で
も
あ
り
、
今

回
は
作
品
性
の
高
い
も
の
も
発

信
で
き
る
よ
い
チ
ャ
ン
ス
だ
と

思
い
ま
す
。
展
示
会
は
も
ち
ろ

ん
『
器
フ
ァ
ー
ス
ト
』
で
す
が
、

テ
ー
ブ
ル
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
方

も
、
少
し
大
き
い
テ
ー
ブ
ル
な

ど
を
使
っ
た
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
性

の
高
い
コ
ー
デ
イ
ネ
ー
ト
に
し

て
私
も
ア
ー
ト
に
寄
せ
て
み
よ

う
か
と
思
い
始
め
て
、
来
春
が

今
か
ら
と
て
も
楽
し
み
で
す
」

本
紙
「
今
日
は
ど
う
も
あ
り
が

と
ご
ざ
い
ま
し
た
」

（
対
談
場
所
・
Ｎ
Ｙ
・
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
）

日
本
で
双
子
の
陶
芸
家
と
し
て
人
気
の
中
里
博
彦
さ
ん
と
中
里
博
恒
さ
ん
。
兄
の
博

彦
さ
ん
が
染
付
け
を
し
て
弟
の
博
恒
さ
ん
が
器
を
作
る
。
現
在
有
田
に
工
房
を
構
え
、

陶
房
心
和
庵
（
こ
よ
り
あ
ん
）
で
三
川
内
焼
の
作
品
づ
く
り
に
専
念
す
る
。
２
人
の
作

品
は
、
日
本
各
地
の
百
貨
店
で
展
示
さ
れ
、
さ
き
ご
ろ
銀
座
Ｓ
Ｉ
Ｘ
の
Ｆ
Ｅ
Ｎ
Ｄ
Ｉ
の

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
や
服
飾
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
丸
山
敬
太
氏
と
の
コ
ラ
ボ
で
も
話
題
と
な
っ

た
。
来
春
、
中
里
兄
弟
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
イ
ン
テ
リ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て

活
動
す
る
大
石
育
子
さ
ん
が
、
日
本
ク
ラ
ブ
で
「
器
と
テ
ー
ブ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
コ
ラ
ボ
展
を
開
催
す
る
。
２
人
に
展
示
会
に
向
け
た
抱
負
を
語
っ
て

も
ら
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
聞
き
手
、
本
紙
・
三
浦
良
一
、
写
真
も
）

中
里
博
恒
×
大
石
育
子

対
談：

陶
芸
と
テ
ー
ブ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

Ｎ
Ｙ
で
来
春
コ
ラ
ボ
展
示
会

和モダンの融合表現

中里博恒（なかざと・ひろつね）1975年、長崎県佐世保市
の三川内焼窯元「松雲窯」の双子の次男として誕生。高校
卒業後、中里廣松、田沢大助氏に師事。三川内焼の伝統的
な風合いも継承しながら、現代人の生活スタイルに合わせ
た器づくりを目指す。koyorian@me.com

大石育子（おおいし・いくこ）インテリアコーディネーター、
食空間プランナー、英国式紅茶インストラクター。食空間プ
ロジェクト(FSPJ）認定サロン、初級ディプロマ発行校Atelier
de Ikuko New York主宰。「東京ドームテーブルウエア・フェス
ティバル2019」特別審査部門入選。日本クラブ・カルチャー
講座講師。マンハッタン在住。
https://atelierdeikukony.amebaownd.com/

対談を終え国連ビル前で大石さん（左）と中里さん

©Atelier de Ikuko New York

©Atelier de Ikuko New York
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暑中お見舞い申し上げます

■タングルウッド音楽祭バスツアー　ヨーヨー・マ「バッハ無伴奏

チェロ組曲」＝世界36か所で「無伴奏チェロ組曲」を演奏するマ

氏の「バッハプロジェクト」。その目的は音楽を通じて異なる文

化の人々がつながり、理解し合い、より良い世界をめざすきっか

けになること。ツアーには指揮者・伊藤玲阿奈氏が同行し、車中

でミニレクチャーを行う。8/11（日）13：45日本クラブ前集合。

解散は深夜３時前後にヒルトン・ミッドタウン近辺。参加費：一

般＄195、会員＄175（シェッド席代を含む）

■夏季休業のお知らせ＝8/10（土）から25（日）まで全館休業。休

業中は下記部活動も休会。ダイニングルームは8/26（月）ディナ

ーから、バー＆グリルは9/3（火）ディナーから営業再開。

■各種部活動＝日本クラブは以下の部活動を行っています。お気軽

に参加ください。★ブリッジ部＝毎週水曜日10：30〜13：30

参加費＄５。＊8/14・21は休会。★女声コーラス部＝毎週木曜

日10：00〜12：30　＊8/15・22は休会。★囲碁部・将棋部＝毎

週金曜日18：00〜21：00。参加費＄５。★男声コーラス部＝毎

週金曜日19：00〜21：00　参加費＄５。＊8/16・23は休会。

問い合わせ：harry.h.nishitani@gmail.com（西谷さん）まで。

＜９月のイベント予告＞

■年金セミナー「日米年金・国籍・老後の日本帰国・マイナンバ

ー」＝9/12（木）19：00〜21：00。若い人からシニアまでの疑

問点に、海外年金相談センターのベテラン講師、市川俊治さんが

丁寧に答える。参加費：一般＄20、日本クラブ・JCCI会員＄10

■近藤朱鳳書作展＝9/12（木）〜18（水）７階ギャラリーにて。

■麻雀９月親睦大会＝9/20（金）17：00夕食、18：00ゲーム開始。

半荘４回の総合得点で優勝を競う。参加費：一般＄60、会員

＄50（お弁当込み）。優勝者には＄100の食事券を贈呈。

■日本クラブゴルフ部委員長杯オープン親睦大会＝9/28（土）ティ

ーオフ12：57　場所：ハワース・カントリークラブ。参加資

格：日本クラブ登録会員とファミリー会員及び、日本クラブ債保

有会社の社員とそのゲスト。男女出場可。参加費：＄150（ハワ

ース会員＄80）グリーン/カートフィー、食事代＋1ドリンク込み。

申し込み締め切り：9/20（金）。

The Nippon Club, Inc.
145 W. 57th St.,   New York, NY 10019

Tel: 212-581-2223 info@nipponclub.org 
www.nipponclub.org 

８月 日本クラブの行事

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

（
Ｊ
Ｓ
）
主
催
の
日
本
映
画
祭

「
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
ツ
」
が
今
年

も
19
日
か
ら
始
ま
り
、
28
日

（
日
）
ま
で
長
編
26
本
と
短
編

16
本
が
全
作
英
語
字
幕
付
き
で

上
映
さ
れ
て
い
る
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
作
品
は
、
米

国
初
公
開
の
矢
口
史
靖
監
督
に

よ
る
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
コ
メ
デ
ィ

ー
「
ダ
ン
ス
ウ
ィ
ズ
ミ
ー
」
。

上
映
後
は
日
本
か
ら
駆
け
つ
け

た
矢
口
監
督
と
主
演
女
優
の
三

吉
彩
花
さ
ん
を
迎
え
て
質
疑
応

答
が
行
わ
れ
た
。

三
吉
さ
ん
は
、
撮
影
の
始
ま

る
２
か
月
前
か
ら
の
歌
と
ダ
ン

ス
の
猛
練
習
の
た
め
に
入
院
し

た
と
い
う
。
「
主
人
公
の
し
ず

か
と
私
で
は
共
通
点
が
ほ
と
ん

ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
監

督
に
従
っ
て
何
も
考
え
ず
に
役

を
演
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
」
と
語
っ
た
。
矢
口
監
督
は
、

「
社
会
批
判
の
映
画
で
は
な
く
、

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
稼
ぎ
を
し
て

い
る
女
性
が
、
本
当
の
自
分
の

幸
せ
を
発
見
し
て
い
く
映
画
」

と
話
し
、
ト
ロ
ン
ト
と
上
海
で

も
試
写
会
を
し
た
が
今
回
特
に

後
方
の
席
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

観
客
の
爆
笑
と
反
応
を
肌
で
感

じ
て
１
か
月
後
に
控
え
た
日
本

で
の
公
開
に
自
信
を
得
た
と
結

ん
だ
。

上
演
後
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

パ
ー
テ
ィ
ー
が
あ
り
、
観
客
ら

の
間
で
は
同
映
画
の
話
題
も
含

め
て
賑
や
か
な
会
話
が
交
わ
さ

れ
た
。
映
画
配
給
会
社
に
勤
め

る
ウ
ィ
ル
・
チ
ャ
オ
さ
ん
は
、

「
キ
ュ
ー
ト
で
人
を
笑
わ
せ
る

セ
リ
フ
が
多
く
、
米
国
で
も
受

け
る
映
画
だ
と
思
う
」
と
、
ま

た
観
客
の
一
人
で
あ
る
ケ
イ
テ

ィ
ー
さ
ん
は
、
「
と
て
も
面
白

く
て
最
初
か
ら
最
後
ま
で
笑
い

が
止
ま
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
ま

で
ア
ジ
ア
映
画
祭
に
は
行
っ
た

け
ど
『
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
ツ
』
は

初
め
て
。
こ
れ
か
ら
も
見
に
来

た
い
」
と
話
し
た
。
（
ワ
イ
ン

ス
タ
イ
ン
今
井
絹
江
、
写
真
も
）

20
日
午
後
に
上
映
さ
れ
た

「W
H
O
L
E

」
は
海
外
初
公
開

で
、
川
添
ビ
イ
ラ
ル
監
督
、
俳

優
の
海
・
星
野
・
サ
ン
デ
ィ
ー

と
川
添
ウ
ス
マ
ン
が
登
壇
し

た
＝
写
真
＝
。
同
映
画
は
川
添

監
督
の
長
編
デ
ビ
ュ
ー
作
で
、

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
探
し

求
め
る
青
年
の
物
語
。
日
本
在

住
の
ト
ル
コ
系
ク
ル
ド
人
を
追

っ
た
「
東
京
ク
ル
ド
」
が
同
時

上
映
さ
れ
、
「W

H
O
L
E

」
と

併
せ
て
民
族
多
様
化
が
進
む
日

本
現
状
が
映
画
を
通
じ
て
観
客

に
伝
え
ら
れ
た
。

同
祭
は
、
監
督
や
俳
優
な
ど

が
数
多
く
質
疑
応
答
に
応
じ
る

こ
と
で
知
ら
れ
、
25
日
（
木
）

に
は
塚
本
晋
也
監
督
、
日
比
遊

一
監
督
、
26
日
（
金
）
に
は
奥

山
大
史
監
督
、
田
利
晃
監
督
、

27
日
（
土
）
は
女
優
の
シ
ム
・

ウ
ン
ギ
ョ
ン
、
手
塚
眞
監
督
が

登
壇
予
定
。
28
日
（
日
）
午
後

８
時
か
ら
の
ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
上

映
「
ブ
ル
ー
ア
ワ
ー
に
ぶ
っ
飛

ば
す
」
に
は
、
箱
田
優
子
監
督

と
女
優
の
夏
帆
と
シ
ム
・
ウ
ン

ギ
ョ
ン
に
よ
る
質
疑
応
答
が
あ

る
（
完
売
）
。

ま
た
26
日
（
金
）
午
後
４
時

30
分
に
は
、
パ
ネ
ル
討
論
会

「
日
本
の
映
画
修
復
業
界
の
現

状
」
と
題
し
た
パ
ネ
ル
討
論
会

が
あ
る
。
溝
口
健
二
監
督
「
雨

月
物
語
」
（
１
９
５
３
年
）
か

ら
修
復
場
面
の
事
前
・
事
後
処

理
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

映
像
を
上
映
。
無
料
、
先
着
順
。

（
同
祭
の
詳
細
は
21
面
参
照
）

日
本
映
画
祭
「
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
ツ
」
開
幕

ダ
ン
ス
ウ
ィ
ズ
ミ
ー
上
映
後

矢
口
監
督
と
三
吉
が
登
壇

（向かって左から）司会者、主演女優の三吉彩花さん、通訳、矢口史靖監督

海外初公開「WHOLE 」

関係者が来米挨拶

Photo: Mike Nogami

http://jmart-usa.com/en/
http://www.omen-azen.com
https://dpnewyork.com/nykyotoclub/manhattancruise2019/
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「
認
知
症
は
悪
。
最
大
限
認

知
症
に
だ
け
は
な
ら
な
い
よ
う

に
予
防
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
、
煽
る
テ
レ
ビ
・
雑

誌
の
コ
ラ
ム
や
特
集
に
そ
そ
の

か
さ
れ
て
、
書
店
や
コ
ン
ビ
ニ

で
も
た
く
さ
ん
の
書
籍
が
並
ん

で
い
ま
す
。
ま
た
、
認
知
症
予

防
体
操
や
認
知
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

か
ら
ゲ
ー
ム
等
ビ
ジ
ネ
ス
が
活

発
化
し
て
い
ま
す
。
有
望
な
商

品
・
サ
ー
ビ
ス
に
は
、
モ
デ
ル

ケ
ー
ス
と
し
て
国
の
お
墨
付
き

を
与
え
、
「
認
知
症
予
防
関
連

産
業
」
を
有
力
な
産
業
に
育
て

よ
う
と
い
う
成
長
戦
略
の
側
面

も
あ
り
ま
す
。
そ
の
需
要
は
生

活
の
中
で
触
れ
る
頻
度
が
高
ま

る
量
に
比
例
し
て
い
ま
す
。

そ
の
風
潮
に
同
調
す
る
よ
う

に
政
府
も
新
た
な
議
員
立
法
で

上
申
さ
れ
た
「
認
知
症
対
策
大

綱
」
で
は
、
「
認
知
症
の
人
と

の
共
生
」
と
い
う
従
来
方
針
に

加
え
「
認
知
症
の
予
防
」
を
重

視
し
た
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
に
あ
る
「
数
値
目
標
が
問

題
！
」
と
は
な
か
な
か
気
づ
か

な
い
う
ち
に
、
私
た
ち
も
一
見
、

「
こ
の
目
標
の
ど
こ
が
問
題
な

の
？
」
と
思
っ
て
し
ま
う
ほ
ど

私
た
ち
は
世
論
に
操
作
さ
れ
て

い
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
そ

れ
だ
け
認
知
症
が
身
近
で
な
い

人
に
と
っ
て
「
認
知
症
は
こ
う

あ
る
も
の
だ
」
と
慣
れ
て
し
ま

っ
て
い
る
の
で
す
。

政
府
の
打
ち
出
し
た
数
値
目

標
は
「
70
代
の
人
の
有
病
率
を

６
年
で
６
％
、
10
年
で
１
割
程

度
減
ら
す
」
。
介
護
の
現
実
と

し
て
は
、
「
数
字
を
目
指
す
」

と
い
う
の
は
誰
で
も
で
き
る
の

で
す
が
、
そ
れ
が
認
知
症
の
人

や
介
護
を
す
る
家
族
を
追
い
詰

め
て
い
る
現
場
の
こ
と
が
分
か

っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
と
言

い
た
い
で
す
。
「
認
知
症
に
な

っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
」
を
議
員
立
法
や
雑

誌
や
ま
し
て
や
医
者
が
言
っ
て

も
、
や
っ
て
い
る
本
人
や
家
族

た
ち
は
た
ま
っ
た
も
ん
じ
ゃ
な

い
。
「
共
生
」
の
理
念
を
揺
る

が
し
か
ね
な
い
と
思
い
ま
す
。

ま
る
で
、
認
知
症
に
な
っ
た
ら

目
標
不
達
で
あ
り
、
認
知
症
と

診
断
さ
れ
た
ら
人
生
の
落
伍
者

か
、
死
ぬ
ま
で
そ
の
「
私
は
認

知
症
で
す
」
と
い
う
レ
ッ
テ
ル

を
貼
ら
れ
て
余
生
を
過
ご
す
が

如
く
辛
い
目
標
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

こ
こ
ま
で
書
け
ば
、
読
者
の

皆
様
も
「
や
は
り
国
の
や
ろ
う

と
す
る
こ
と
と
市
民
・
国
民
の

現
実
は
違
う
ん
だ
な
あ
」
と
ご

理
解
で
き
る
は
ず
で
す
。
実
は
、

本
当
の
話
は
こ
こ
か
ら
な
の
で

す
。
東
京
都
内
の
認
知
症
専
門

医
は
「
予
防
に
ば
か
り
関
心
が

向
き
、
『
認
知
症
患
者
は
家
族

と
社
会
の
お
荷
物
』
と
い
う
風

潮
に
な
っ
て
し
ま
う
」
と
指
摘
。

そ
し
て
、
認
知
症
の
当
事
者
ら

を
支
援
す
る
団
体
「
認
知
症
の

人
と
家
族
の
会
」
の
鈴
木
森

夫
・
代
表
理
事
は
「
『
認
知
症

に
な
る
の
は
本
人
の
努
力
が
足

り
な
い
か
ら
だ
』
と
捉
え
ら
れ

か
ね
な
い
」
と
し
て
、
全
国
か

ら
当
事
者
や
家
族
ら
約
２
８
０

名
を
集
め
、
新
大
綱
の
素
案
に

関
し
「
予
防
重
視
が
強
調
さ
れ
、

偏
見
を
助
長
す
る
。
自
己
責
任

論
に
結
び
付
き
か
ね
な
い
」

「
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
」
と

い
う
共
生
の
理
念
に
逆
行
す

る
」
と
、
ま
さ
に
意
を
得
た
現

場
の
意
見
と
し
て
改
め
て
声
明

し
た
の
で
す
。

こ
と
の
ほ
か
、
議
員
立
法
を

上
申
し
た
政
府
は
す
ぐ
さ
ま
新

大
綱
へ
新
た
に
「
予
防
と
は

『
認
知
症
に
な
る
の
を
遅
ら
せ

る
』
『
認
知
症
に
な
っ
て
も
進

行
を
緩
や
か
に
す
る
』
と
い
う

意
味
」
と
わ
ざ
わ
ざ
加
筆
し
、

こ
う
し
た
こ
と
を
受
け
、
数
値

目
標
を
参
考
値
へ
と
変
更
し
ま

し
た
。
「
撤
回
」
ま
で
は
至
ら

な
か
っ
た
こ
と
は
残
念
で
す

が
、
世
界
に
先
駆
け
た
高
齢
者

大
国
「
日
本
」
の
取
り
組
み
と

し
て
は
実
に
素
晴
ら
し
い
判
断

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
政
府
に

と
っ
て
も
、
私
た
ち
の
将
来
と

し
て
も
「
生
涯
現
役
社
会
の
実

現
」
「
人
生
１
０
０
年
時
代
」

「
２
０
４
０
年
人
口
１
億
人
キ

ー
プ
」
を
目
指
す
た
め
に
「
認

知
症
予
防
対
策
」
は
避
け
ら
れ

な
い
事
実
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

目
く
じ
ら
を
立
て
て
「
認
知

症
は
予
防
で
き
な
い
ん
で
す
。

受
け
入
れ
方
を
議
論
す
べ
き
で

す
」
と
諦
観
か
ら
声
高
に
叫
ん

で
も
無
策
の
言
い
訳
に
し
か
聞

こ
え
ま
せ
ん
。
国
の
人
口
の
半

分
が
認
知
症
に
な
っ
た
と
し
て

も
、
社
会
保
障
費
の
膨
ら
み
を

適
度
に
抑
え
て
「
安
心
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
」
が
大
事
だ
と
言

え
ま
す
。
た
だ
、
い
た
ず
ら
に

認
知
症
に
「
な
ら
な
い
、
な
り

た
く
な
い
」
で
遠
ざ
け
る
の
で

は
な
く
、
「
ど
う
関
わ
っ
て
い

く
か
」
こ
こ
に
ど
う
お
金
（
歳

費
）
を
使
っ
て
い
く
か
。
エ
ネ

ル
ギ
ー
問
題
や
防
衛
の
問
題
、

さ
ら
に
経
済
問
題
と
同
じ
よ
う

に
認
知
症
対
策
に
は
国
も
私
た

ち
も
対
岸
で
は
な
く
人
肌
に
接

し
て
、
自
分
ご
と
と
し
て
関
心

持
っ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

西
村
栄
一
／
株
式
会
社
ヘ
ル
プ

ズ
・
ア
ン
ド
・
カ
ン
パ
ニ
ー
代

表
取
締
役
、
一
般
社
団
法
人
日

本
介
護
協
会
（
介
護
甲
子
園
）

理
事

＊
同
社
で
は
専
門
家
と
連
携
し

て
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ

て
い
る
。
疑
問
、
悩
み
、
日
本

の
社
会
保
障
（
介
護
・
医
療
・

年
金
・
雇
用
等
）
制
度
に
関
す

る
質
問
や
相
談
を
受
け
付
け
て

い
る
。info@

helpz.jp

認
知
症
予
防
対
策
に
直
面
す
る
日
本

85

ビ
ル
・
デ
ブ
ラ
シ
オ
市
長
が

緊
急
猛
暑
事
態
宣
言
を
し
た

20
、
21
日
の
週
末
、
複
数
の
恒

例
イ
ベ
ン
ト
主
催
者
は
中
止
の

選
択
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

べ
ラ
イ
ゾ
ン
Ｎ
Ｙ
Ｃ
ト
ラ
イ

ア
ス
ロ
ン
主
催
者
は
18
日
、
予

定
し
て
い
た
21
日
の
レ
ー
ス
を

中
止
す
る
こ
と
を
発
表
し
た
。

２
０
０
１
年
に
始
ま
っ
た
毎
年

恒
例
の
同
レ
ー
ス
は
、
こ
れ
ま

で
約
４
０
０
０
人
が
参
加
、
中

止
は
今
回
が
初
め
て
。

ま
た
Ｎ
Ｙ
レ
ー
シ
ン
グ
協
会

も
同
日
、
暑
気
管
理
協
約
に
従

い
、
20
日
の
サ
ラ
ト
ガ
競
馬
場

で
の
レ
ー
ス
の
中
止
を
決
定
し

た
。
サ
ラ
ト
ガ
は
温
泉
が
あ
り

ス
パ
・
シ
テ
ィ
ー
と
し
て
知
ら

れ
、
夏
の
行
楽
地
と
し
て
人
気

が
高
い
。
同
地
で
競
馬
が
中
止

に
な
る
の
は
、
過
去
13
年
間
で

初
め
て
だ
っ
た
。

土
・
日
曜
に
セ
ン
ト
ラ
ル
パ

ー
ク
で
予
定
さ
れ
て
い
た
、
各

界
の
著
名
人
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン

サ
ー
ら
が
公
演
を
行
い
、
全
国

か
ら
参
加
者
が
集
う
Ｏ
Ｚ
Ｙ
フ

ェ
ス
ト
も
、
直
前
の
19
日
に
中

止
が
決
定
し
た
。
主
催
者
側
は

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
平
和
フ
ァ
ン

デ
ー
シ
ョ
ン
（
中
垣
顕
實
代
表
）

は
８
月
５
日
（
月
）
午
後
６
時
、

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

（
Ｊ
Ｓ
＝
東
47
丁
目
３
３
３
番

地
）
で
広
島
・
長
崎
の
原
爆
式

典
「
平
和
の
集
い
」
を
開
催
す

る
。
日
本
の
原
爆
投
下
時
間
の

８
月
６
日
午
前
８
時
15
分
は
米

東
部
時
間
８
月
５
日
午
後
７
時

15
分
に
な
り
、
そ
の
時
間
に
平

和
の
鐘
を
鳴
ら
す
。

こ
の
集
会
は
さ
ま
ざ
ま
な
宗

教
の
壁
を
超
え
、
米
国
人
と
日

本
人
が
共
に
集
ま
り
、
広
島
・

長
崎
の
悲
劇
を
繰
り
返
さ
な
い

よ
う
に
、
平
和
を
共
に
祈
念
す

る
こ
と
が
目
的
。
中
垣
法
師
が

主
宰
・
実
施
、
今
回
で
26
回
目

と
な
る
。

当
日
は
被
爆
者
の
ウ
エ
ス
ト

森
本
富
子
氏
の
証
言
、
基
調
講

演
は
グ
ロ
ー
バ
ル
・
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ー
・
イ
ン
ス
テ
ィ
チ

ュ
ー
ト
会
長
の
ジ
ョ
ナ
サ

ン
・
グ
ラ
ノ
フ
氏
。
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
か
ら
は
ジ
ャ
ズ
ピ
ア

ニ
ス
ト
の
秋
吉
敏
子
、
サ
ッ

ク
ス
奏
者
の
ル
ー
・
タ
バ
キ

ン
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
・
イ
ン
タ

ー
デ
ノ
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
ク

ア
イ
ア
、
風
の
輪

少
年
少
女

合
唱
団
、
天
理
雅
楽
、
日
本
か

ら
は
、
や
ま
と
舞
の
や
ま
と
ふ

み
こ
、
ダ
ン
サ
ー
の
那
須
シ
ズ

ノ
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
松
尾
泰
伸
、

伝
動
詩
人
の
え
い
た
　(

瀬
川

映
太
）
、
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の

D
A
I

が
参
加
す
る
（
敬
称
略
）
。

ま
た
当
日
は
、
Ｊ
Ｓ
の
入
口

付
近
で
原
爆
の
パ
ネ
ル
展
も
同

時
に
開
催
、
午
後
３
時
30
分
か

ら
観
覧
で
き
る
。
Ｊ
Ｓ
で
の
式

典
に
先
立
っ
て
午
後
１
時
か
ら

２
時
30
分
ま
で
国
連
本
部
で
の

証
言
と
平
和
祈
念
（
７
月
30
日

ま
で
に
名
前
が
必
要
）
、
午
後

３
時
か
ら
４
時
30
分
ま
で
Ｊ
Ｓ

前
の
ダ
グ
ハ
マ
ー
シ
ョ
ル
ド
広

場
で
「
平
和
の
メ
デ
ィ
テ
ー
シ

ョ
ン
プ
レ
イ
ヤ
ー
」
を
行
う
。

Ｊ
Ｓ
で
の
式
典
へ
の
出
席
は

入
場
無
料
だ
が
予
約
が
必
要

で
、
ま
た
任
意
寄
付
（
20
ド
ル
）

を
す
る
か
し
な
い
か
を
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
か
ら
登
録
す
る
。
50
ド

ル
以
上
寄
付
者
は
主
催
者
に
よ

る
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
招
待
参
加

で
き
る
。
な
お
当
日
の
会
場
で

の
寄
付
は
受
け
付
け
な
い
。

式
典
参
加
へ
の
申
し
込
み
は

Ｅ

メ

ー

ル

H
eiw

aFoundationN
Y
@

gm
ail.com

に
「Y

es
for

P
eace

」

と
書
い
て
予
約
す

る
。
　
寄
付
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト：
http://heiw

afoundation
.org/A

ctivities/U
pcom

ing
か

ら
。
問
い
合
わ
せ
は
電
話
６
４

６
・
７
９
７
・
７
９
８
２
ま
で

（
中
垣
さ
ん
）
。

広
島
・
長
崎
の
原
爆
式
典

８
月
５
日
ジ
ャ
パ
ン
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
で

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
ク
オ
モ

州
知
事
は
16
日
、
喫
煙
年
齢
を

こ
れ
ま
で
の
18
歳
か
ら
21
歳
に

引
き
上
げ
る
法
案
に
署
名
し

た
。
11
月
13
日
か
ら
施
行
さ
れ

る
。
こ
れ
に
よ
り
21
歳
未
満
の

人
に
タ
バ
コ
製
品
を
販
売
す
る

こ
と
が
禁
止
さ
れ
る
。
タ
バ
コ

に
は
電
子
タ
バ
コ
や
蒸
気
発
生

装
置
も
含
ま
れ
る
が
、
日
本
の

よ
う
に
喫
煙
自
体
が
禁
止
さ
れ

る
わ
け
で
は
な
い
。

州
の
公
衆
衛
生
局
に
よ
る
と

成
人
喫
煙
者
の
88
％
が
18
歳
以

前
に
喫
煙
を
始
め
る
が
、
18
歳

以
下
の
未
成
年
者
の
た
め
に
タ

バ
コ
を
買
う
人
の
90
％
を
18
歳

か
ら
20
歳
の
人
が
占
め
る
。

喫
煙
年
齢
を
上
げ
る
動
き
は

全
米
的
な
傾
向
で
、
16
の
州
で

喫
煙
年
齢
を
21
歳
に
上
げ
る
法

案
が
議
会
で
承
認
さ
れ
て
お
り

今
年
末
か
ら
来
年
に
か
け
て
施

行
さ
れ
る
見
込
み
だ
。
ニ
ュ
ー

ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
は
２
０
１
７
年

に
21
歳
に
引
き
上
げ
た
。
コ
ネ

テ
ィ
カ
ッ
ト
州
は
今
年
10
月
１

日
か
ら
21
歳
に
引
き
上
げ
ら
れ

る
。
テ
キ
サ
ス
州
の
よ
う
に
喫

煙
自
体
を
禁
止
し
て
い
る
州
も

あ
る
が
、
Ｎ
Ｊ
、
Ｃ
Ｔ
両
州
と

も
Ｎ
Ｙ
州
同
様
、
喫
煙
自
体
は

禁
止
さ
れ
な
い
。

自
治
体
レ
ベ
ル
で
は
す
で
に

全
米
の
数
百
と
い
う
市
町
村
が

21
歳
に
引
き
上
げ
て
い
る
。
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
で
も
す
で
に
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
、
ロ
ン
グ
ア
イ

ラ
ン
ド
、
オ
ー
ル
バ
ニ
の
ほ
か

10
を
超
え
る
郡
が
21
歳
に
し
て

い
る
。

「
喫
煙
年
齢
を
18
歳
か
ら
21

歳
に
引
き
上
げ
る
こ
と
で
、
タ

バ
コ
や
電
子
タ
バ
コ
が
若
者
の

手
に
渡
る
の
を
防
ぎ
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
カ
ー
全
員
が
高
価
で
潜
在

的
に
致
命
的
な
依
存
症
を
引
き

起
こ
す
こ
と
を
防
ぐ
こ
と
が
で

き
る
」
と
ク
オ
モ
州
知
事
は
述

べ
て
い
る
。

喫
煙
年
齢
21
歳
に

Ｎ
Ｙ
州
知
事
が
署
名

猛
暑
で
キ
ャ
ン
セ
ル

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
や
競
馬

京
都
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
事
件

で
セ
ン
タ
イ
・
フ
ィ
ル
ム
ワ
ー

ク
ス
が
集
め
た
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
ド
の
募
金
に
は
イ
ラ
ス
ト
レ

ー
タ
ー
や
フ
ォ
ト
シ
ョ
ッ
プ
な

ど
の
ソ
フ
ト
で
知
ら
れ
る
ア
ド

ビ
シ
ス
テ
ム
ズ
の
５
万
ド
ル
な

ど
も
含
ま
れ
て
い
る
。

ア
ッ
プ
ル
の
テ
ィ
ム
・
ク
ッ

ク
Ｃ
Ｅ
Ｏ
は
「
京
ア
ニ
の
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
た
ち
は
作
品
を
通
し

て
世
代
を
超
え
て
世
界
中
に
喜

び
を
与
え
ま
し
た
」
と
ツ
イ
ー

ト
、
最
後
は
「
心
よ
り
ご
冥
福

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
」
と

い
う
日
本
語
で
締
め
く
く
っ
て

い
る
。
個
人
で
は
こ
の
ほ
か
ス

ー
パ
ー
マ
リ
オ
の
声
優
の
チ
ャ

ー
ル
ズ
・
マ
ー
テ
ィ
ネ
ー
シ
さ

ん
、
ア
ニ
メ
紹
介
サ
イ
ト
「
ア

ニ
メ
・
ニ
ュ
ー
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
」
の
マ
イ
ク
・
ツ
ー
ル
編

集
長
、
元
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー

ト
選
手
の
ジ
ョ
ニ
ー
・
ウ
ィ
ア

ー
さ
ん
な
ど
が
追
悼
す
る
と
と

も
に
応
援
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ツ

イ
ー
ト
し
た
。

ア
ニ
メ
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
組

織
で
は，

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
最
大

の
ア
ニ
メ
Ｎ
Ｙ
Ｃ
、
北
米
最
大

の
オ
タ
コ
ン
な
ど
も
ツ
イ
ッ
タ

ー
で
犠
牲
者
を
悼
む
と
と
も
に

応
援
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ

た
。
ア
ニ
メ
な
ど
の
動
画
配
信

サ
イ
ト
の
ク
ラ
ン
チ
ロ
ー
ル
、

ア
ニ
メ
専
門
チ
ャ
ン
ネ
ル
「
カ

ー
ト
ゥ
ー
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

の
ア
ニ
メ
枠
「
ト
ゥ
ー
ン
ナ
ミ
」

の
フ
ァ
ン
サ
イ
ト
、
ジ
ブ
リ
映

画
の
上
映
な
ど
で
知
ら
れ
る
映

画
配
給
会
社
Ｇ
Ｋ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
な
ど

も
同
様
の
声
明
を
出
し
た
。

参
加
は
予
約
必
要 森本氏

グラノフ氏

米
ア
ニ
メ
業
界
が
追
悼
声
明

ア
ッ
プ
ル
社
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
も
お
く
や
み

最
高
３
９
９
ド
ル
の
チ
ケ
ッ

ト
代
は
全
額
返
金
す
る
と
話

し
て
い
る
が
、
遠
方
か
ら
の

参
加
者
の
宿
泊
費
用
な
ど
は

保
証
さ
れ
な
い
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
総
領
事

館
は
22
日
、
プ
エ
ル
ト
リ
コ
で

知
事
辞
任
を
求
め
る
デ
モ
活
動

が
７
月
中
旬
か
ら
活
発
化
し
、

同
日
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
・
セ
ン
タ

ー
や
高
速
道
路
を
封
鎖
し
て
デ

モ
行
進
が
行
わ
れ，

全
島
で
ス

ト
ラ
イ
キ
の
実
施
を
呼
び
か
け

る
声
が
高
ま
る
な
ど
規
模
が
拡

大
し
て
い
る
と
注
意
を
促
し
た
。

一
部
で
は
州
知
事
公
邸
の
警
官

隊
と
の
間
で
催
涙
ガ
ス
が
使
用

さ
れ
る
な
ど
の
事
案
も
発
生
し
、

現
時
点
で
問
題
の
解
決
に
つ
い

て
は
見
通
し
が
つ
か
な
い
状
況

が
続
く
と
し
て
い
る
。
同
館
で

は
プ
エ
ル
ト
リ
コ
へ
の
渡
航
・

滞
在
を
予
定
し
て
い
る
人
は
最

新
の
情
報
を
入
手
し
、
安
全
確

保
に
努
め
る
よ
う
呼
び
か
け
た
。

プ
エ
ル
ト
リ
コ

渡
航
注
意
喚
起

Ｎ
Ｙ
総
領
事
館

http://www.sakuraradio.com
https://ibec-usa.com/
https://mikoto-inc.com/nys


人
類
初
の
月
面
着
陸
か
ら
50

年
を
迎
え
た
20
日
、
全
米
各
地

で
記
念
行
事
が
行
わ
れ
た
。
米

航
空
宇
宙
局
（
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
）
は

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
、
当
時
世
界

中
で
視
聴
さ
れ
た
Ｃ
Ｂ
Ｓ
の
中

継
映
像
を
掲
載
し
た
。
ニ
ー

ル
・
ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
船
長

（
２
０
１
２
年
死
去
）
は
米
東

部
時
間
午
後
10
時
56
分
に
左
足

を
月
面
に
踏
み
下
ろ
し
た
際
に

「
一
人
の
人
間
に
と
っ
て
は
小

さ
な
一
歩
だ
が
、
人
類
に
と
っ

て
は
大
い
な
る
飛
躍
で
あ
る
」

と
い
う
有
名
な
言
葉
を
発
し

た
。

フ
ロ
リ
ダ
州
の
ケ
ネ
デ
ィ
宇

宙
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ア
ポ
ロ
11

号
で
ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
船
長

と
と
も
に
月
面
へ
降
り
立
っ
た

バ
ズ
・
オ
ル
ド
リ
ン
元
宇
宙
飛

行
士
（
89
）
が
顔
を
見
せ
た
。

ペ
ン
ス
副
大
統
領
は
「
30
世
紀

に
な
っ
て
も
多
く
の
人
々
の
記

憶
に
残
る
だ
ろ
う
20
世
紀
の
出

来
事
は
、
こ
れ
だ
け
だ
」
と
讃

え
、
「
米
国
は
５
年
以
内
に
月

へ
戻
る
。
月
に
到
達
す
る
次
の

男
性
、
そ
し
て
初
め
て
の
女
性

は
米
国
人
だ
」
と
述
べ
た
。

ア
ポ
ロ
11
号
の
司
令
船
で
着

陸
を
見
守
っ
た
マ
イ
ケ
ル
・
コ

リ
ン
ズ
氏
（
88
）
は
連
日
、
米

国
各
地
で
の
記
念
行
事
に
参
加

し
た
。

テ
キ
サ
ス
州
の
ス
ペ
ー
ス
セ

ン
タ
ー
・
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
で
は

50
周
年
を
記
念
す
る
カ
ウ
ン
ト

ダ
ウ
ン
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
行
わ

れ
、
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
で
は
ワ

シ
ン
ト
ン
記
念
塔
に
ア
ポ
ロ
11

号
を
打
ち
上
げ
た
サ
タ
ー
ン
Ｖ

型
ロ
ケ
ッ
ト
や
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の

映
像
が
投
影
さ
れ
た
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
イ
ン
ト

レ
ピ
ッ
ド
海
上
航
空
宇
宙
博
物

館
で
映
画
「
フ
ァ
ー
ス
ト
マ
ン
」

上
映
や
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
の
月
偵
察
オ

ー
ビ
タ
ー
か
ら
の
画
像
上
映
、

ノ
ア
・
ペ
テ
ロ
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
研
究

員
に
よ
る
ア
ポ
ロ
計
画
に
つ
い

て
の
講
演
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

シ
ョ
ー
な
ど
が
行
わ
れ
た
。
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ホ
ー
ル
・
オ

ブ
・
サ
イ
エ
ン
ス
で
は
「
ア
ポ

ロ
・
パ
ー
テ
ィ
ー
」
が
催
さ
れ
、

ア
メ
リ
カ
自
然
史
博
物
館
は

「
ス
ペ
ー
ス
フ
ェ
ス
ト
」
を
開

催
。
そ
れ
ぞ
れ
ア
ポ
ロ
11
号
に

関
連
す
る
映
像
や
資
料
展
示
な

ど
を
行
っ
た
。
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ

ン
美
術
館
は
展
覧
会
「
写
真
の

夜
明
け
か
ら
現
在
ま
で
の
月
の

視
覚
的
表
現
」
を
９
月
22
日

（
日
）
ま
で
開
催
中
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
競
売
大
手

ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ズ
で
は
18
日
、

実
際
に
使
わ
れ
た
着
陸
手
順
の

マ
ニ
ュ
ア
ル
が
競
売
に
掛
け
ら

れ
た
が
予
想
落
札
額
７
０
０
万

ド
ル
（
約
７
億
５
千
万
円
）
に

届
か
ず
、
落
札
さ
れ
な
か
っ
た
。

月
面
着
陸
を
記
録
し
た
ビ
デ

オ
テ
ー
プ
原
本
３
本
は
20
日
、

競
売
大
手
サ
サ
ビ
ー
ズ
で
競
売

に
か
け
ら
れ
、
こ
ち
ら
は
１
８

２
万
ド
ル
（
お
よ
そ
２
億
円)

で
落
札
さ
れ
た
。
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
で

イ
ン
タ
ー
ン
と
し
て
働
い
て
い

た
大
学
生
が
１
９
７
６
年
に
政

府
関
係
の
放
出
品
テ
ー
プ
約
１

１
５
０
本
を
２
１
７
ド
ル
77
セ

ン
ト
で
購
入
、
そ
の
な
か
に
含

ま
れ
て
い
た
。

（5）　［社　会］ 週刊NY生活　SHUKANNEWYORKSEIKATSU 2019年（令和元年）7月27日（土）

●北海道ゆかりの会「ジンギスカン大会」＝7/27（土）11:00〜
16:00　プロスペクトパーク　西側ピクニックハウス前BBQエリア　参
加費:$20（会員、学生、シニア)、$25（ゲスト）飲み物、ゴミ袋、敷
物、おにぎり持参。参加希望はＥメールsuzuki.hkybnk@gmail.com

（鈴木さん）、またはtakedakatsuo1@gmail.com（竹田さん）。●ＮＹ
日系ライオンズクラブ「盲導犬トレーニング施設とリンドハースト・
マンション見学ツアー」＝８/３（土）11:00〜
17:00　参加費：＄10＋実費（交通費・リンドハー
スト城見学料）。電車参加の場合はグランドセント
ラル駅に集合（9:45に乗車）定員30人。問い合わ
せ・申し込みは電話914-707-3011、Ｅメール
nobuomiki@nyjalc.org（三木さん）まで。●キモノハウス割引セー
ル＝〜８/３（土）Kimono House（131 Thompson St.）Tel: 212-
505-0232 着物、帯、和装小物などの10％から20％割引のセール。日
本の呉服問屋より届いた多くの製品を手にとって試着も可能。●NY-
TKOダブルライフ実現セミナー第６期生募集説明会＝8/4（土）13:00
〜15:00　Villagewell Japan マンハッタンオフィス（228 East 45th

St, 7Fl）参加費：$40（1週間前までの申し込みで早期割引$20）講師
はVillagewell Japan代表取締役、NYビジネスコンサルタントの村井
功さん。問い合わせ・申し込みはＥメールinfo@villagewelljapan.com
まで。詳細はwww.villagewelljapan.comを参照。●「立教会・夏の
会」＝8/11（日）19:00〜21:30  かおる（306 E 46th St.)  参加費：
＄90　総長と校友会長の訪米に合わせての特別会。問い合わせはEメ

ールrikkyokai.ny@gmail.com（ニューヨーク立
教会幹事）まで。●ＮＹ京都倶楽部「浴衣で愛ま
しょ！浴衣で夕暮れのマンハッタンクルーズ」＝
８/24（土）18:00〜21:00　集合は15:00 にタイ
ムズスクエアまたは17:30にEmpire Cruise (2430

FDR Dr.)  参加費（食事付）：＄105（大人）、＄50（子供）7/31まで
の早割は$85（大人）、＄40（子供）定員300人、申し込み締め切りは
8/21（定員になり次第締切）　船内では浴衣コンテスト、飴細工、風
船アートなど。ドリンクはキャッシュバー。誰でも参加可。ウェブサ
イトhttps://dpnewyork.com/nykyotoclub/manhattancruise2019/
問い合わせはＥメールnykyotoclub@gmail.com まで。

www.nyseikatsu.comで詳報

■在NY日本国総領事館=旅券申請や在外選挙
登録(212)371-8222■邦人安否確認システム
(866)903-2674■NY日本商工会議所＝対米
進出日系企業団体(212)246-8001■日本クラ
ブ＝親睦団体(212)581-2223■NY日系人

会＝親睦と無料相談(212)840-6942■ジャパ
ン・ソサエティー＝日米間の文化交流事業
(212)832-1155■日米ソーシャル・サービス
(JASSI)=無料生活相談(212)442-1541■日米
カウンセリングセンター＝専門家による心の
相談室(212)720-4560■教育文化交流センタ
ー教育相談室＝邦人子弟教育相談(914)305-
2411■ウーマンカインド＝DV日本語ホットラ

イン(888)888-7702■APICHA＝HIVエイズ相談
(866)274-2429■乳がん相談 ：BCネットワーク
無 料 ホ ッ ト ラ イ ン info@
bcnetwork.org■AARS＝アルコール・ド
ラッグ問題相談と治療(212)720-4531■NY
日本人学校(203)629-9039■NJ日本人学校
(201)405-0888■NY補習授業校(914)636-
3770■NJ補習授業校(201)585-0555。

公共サービス電話番号

月面着陸から50年

ア
ポ
ロ
11
号

全
米
で
記
念
行
事
開
催

通
常
の
ビ
ザ
申
請
が
難
し

い
、
そ
し
て
準
備
に
時
間
が
か

か
る
。
早
く
渡
米
し
た
い
が
ビ

ザ
無
し
観
光
の
３
か
月
よ
り
も

長
期
で
滞
在
し
た
い
と
い
う
こ

と
で
、
Ｂ-

１
ビ
ザ
申
請
の
ご

質
問
が
こ
の
と
こ
ろ
多
い
で

す
。
Ｂ-

１
ビ
ザ
は
短
期
商
用

ビ
ザ
と
呼
ば
れ
、
ア
メ
リ
カ
で

報
酬
を
受
け
な
い
こ
と
が
条
件

で
、
次
に
挙
げ
る
目
的
に
該
当

す
れ
ば
申
請
は
可
能
で
す
。

■
商
品
の
展
示
や
受
注

│

ア

メ
リ
カ
で
催
さ
れ
る
展
示
会
や

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
に
出
席
し
展

示
ブ
ー
ス
の
設
立
、
サ
ン
プ
ル

の
陳
列
、
販
売
契
約
の
締
結
、

日
本
で
製
作
・
搬
送
さ
れ
る
製

品
の
受
注
な
ど
を
行
う
。

■
修
理
技
術

│

技
術
者
が
日

本
の
企
業
で
販
売
さ
れ
て
い
る

商
工
業
用
機
械
、
機
器
の
設
置
、

サ
ー
ビ
ス
、
ま
た
は
修
理
な
ど

を
行
う
目
的
で
渡
米
す
る
場

合
。
ま
た
は
、
商
工
業
設
備
お

よ
び
機
器
の
設
営
、
修
理
の
た

め
に
ア
メ
リ
カ
で
研
修
を
受
け

る
。

■
講
演

│

講
演
の
目
的
で
渡

米
す
る
。

■
会
議

│

科
学
、
教
育
、
専

門
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
会
議
お
よ
び

セ
ミ
ナ
ー
に
出
席
す
る
た
め
に

渡
米
す
る
。

■
研
究

│

個
人
で
の
研
究
が

目
的
で
渡
米
す
る
。
た
だ
し
、

ア
メ
リ
カ
の
研
究
機
関
や
大
学

な
ど
か
ら
の
依
頼
で
研
究
を
す

る
場
合
は
不
可
。

■
市
場
や
物
件
の
調
査

│

ビ

ジ
ネ
ス
開
拓
が
目
的
で
の
市
場

調
査
や
、
法
人
や
駐
在
員
事
務

所
設
立
の
た
め
に
事
業
候
補
地

や
賃
貸
物
件
な
ど
の
調
査
で
渡

米
す
る
。

■
医
学
研
修

│

ア
メ
リ
カ
の

メ
デ
ィ
カ
ル
ス
ク
ー
ル
管
轄
の

病
院
で
医
師
の
監
督
、
指
導
の

下
に
医
学
実
習
を
行
う
目
的
で

の
渡
米
。

■
ゴ
ル
フ
、
テ
ニ
ス
、
サ
ッ
カ

ー
な
ど
各
種
ス
ポ
ー
ツ
の
試
合

に
参
加
す
る
。
ま
た
は
選
手
の

コ
ー
チ
や
ト
レ
ー
ナ
ー
と
し
て

付
き
添
う
。
た
だ
し
、
試
合
で

勝
利
し
た
と
し
て
も
報
奨
金
は

受
け
取
れ
な
い
。

Ｂ-

１
ビ
ザ
は
在
日
ア
メ
リ

カ
大
使
館
ま
た
は
領
事
館
で
申

請
し
ま
す
。
申
請
時
に
注
意
し

て
い
た
だ
き
た
い
の
は
、
あ
く

ま
で
も
日
本
に
確
固
と
し
た
繋

が
り
が
あ
り
、
十
分
な
経
済
的

な
蓄
え
が
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
で

就
労
す
る
必
要
が
な
い
こ
と
を

証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
で
す
。
申
請
時
に
日
本
の
会

社
の
社
員
で
あ
る
こ
と
を
証
明

す
る
た
め
給
与
明
細
を
出
し
た

り
、
銀
行
残
高
を
提
出
し
た
り

し
ま
す
。
ま
た
、
ご
夫
婦
で
申

請
し
た
り
す
る
と
、
日
本
と
の

繋
が
り
が
な
く
、
今
後
永
住
権

を
申
請
す
る
の
で
は
な
い
か
と

疑
わ
れ
て
、
申
請
を
却
下
さ
れ

た
り
し
ま
す
。

ビ
ザ
の
有
効
期
限
自
体
は
10

年
の
も
の
を
発
行
さ
れ
た
り
し

ま
す
が
、
こ
の
ビ
ザ
で
10
年
間

ア
メ
リ
カ
に
滞
在
す
る
こ
と
は

許
可
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
ア
メ

リ
カ
入
国
時
に
６
か
月
間
の
み

滞
在
を
許
可
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

就
労
を
許
可
さ
れ
て
い
る
ビ
ザ

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
ビ
ザ

を
使
用
し
て
ア
メ
リ
カ
で
就
労

す
る
こ
と
は
違
法
に
な
り
ま

す
。
６
か
月
ご
と
の
出
入
り
を

続
け
て
２
、
３
回
し
て
い
る
と

ア
メ
リ
カ
で
就
労
を
疑
わ
れ

て
、
ア
メ
リ
カ
入
国
を
拒
否
さ

れ
る
リ
ス
ク
も
あ
り
ま
す
の
で

お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い
。

（
か
と
う
・
け
い
こ
／
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
州
弁
護
士
）

Ｂ-

１
は
就
労
ビ
ザ
で
は
な
い

加
藤
恵
子

Ｂ
１
ビ
ザ

Ｑ
＆
Ａ

月面でポーズをとるエドウィン・オルドリン。顔面を覆うバイザーに、写真を撮

影したニール・アームストロングが映っている                      。Photo: NASA

アポロ11号の乗組員。左からアームストロング船長、コ

リンズ操縦士、オルドリン操縦士            Photo: NASA

https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
http://www.abps-us.org/


消
費
者
金
融
サ
イ
ト
の
ウ
ォ

レ
ッ
ト
ハ
ブ
は
こ
の
ほ
ど
、
米

国
内
47
州
の
自
動
車
保
険
に
関

す
る
最
新
の
調
査
結
果
を
公
表

し
、
最
も
車
両
保
険
料
が
高
い

の
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
だ
っ

た
。自

動
車
保
険
の
加
入
率
は
地

域
性
に
よ
っ
て
異
な
る
。
同
サ

イ
ト
に
よ
る
と
、
都
市
部
に
人

口
が
集
中
し
て
い
る
土
地
ほ
ど

加
入
率
が
高
い
と
い
う
。
ま
た

平
均
収
入
が
高
い
地
域
ほ
ど
、

事
故
で
損
傷
を
負
っ
た
場
合
の

損
害
補
償
に
対
す
る
意
識
が
高

い
た
め
加
入
率
が
上
が
り
、
加

入
率
が
高
い
北
東
部
は
保
険
料

も
高
く
な
る
。

米
自
動
車
協
会
（
Ａ
Ａ
Ａ
）

の
調
査
に
よ
る
と
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
州
の
自
動
車
保
険
料
は
ひ

と
り
当
た
り
年
間
平
均
１
２
０

０
ド
ル
で
、
南
部
ほ
ど
高
く
、

北
部
ほ
ど
安
い
。
一
方
、
最
も

保
険
料
が
低
い
の
は
ア
イ
オ
ワ

州
で
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州

は
45
位
、
コ
ネ
テ
ィ
カ
ッ
ト
州

は
38
位
だ
っ
た
。
同
サ
イ
ト
は
、

自
動
車
保
険
料
の
節
約
に
は
、

で
き
る
だ
け
多
く
の
企
業
を
比

較
し
、
ま
た
新
し
い
保
険
会
社

の
料
金
を
頻
繁
に
チ
ェ
ッ
ク
す

る
こ
と
が
カ
ギ
と
な
る
、
と
伝

え
て
い
る
。

日
米
ソ
ー
シ
ャ
ル
サ
ー
ビ
ス

（
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
）
は
８
月
２
日

（
金
）
午
前
10
時
か
ら
正
午
ま

で
、
非
営
利
団
体
Ｍ
ｉ
ｎ
Ｋ
ｗ

ｏ
ｎ
セ
ン
タ
ー
の
協
力
の
も
と

移
民
弁
護
士
に
よ
る
日
本
語
で

の
「
無
料
移
民
法
相
談
室
」
を

開
催
す
る
。

現
在
の
移
民
ス
テ
イ
タ
ス
な

ど
の
質
問
や
、
市
民
権
へ
の
申

請
・
永
住
権
の
更
新
に
つ
い
て

の
相
談
を
受
け
付
け
る
。
各
40

分
。
会
場
は
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
・

ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
（
詳
細
は
予
約

時
に
通
知
さ
れ
る
）
。
同
相
談

室
は
連
邦
貧
困
レ
ベ
ル
２
０

０
％
以
下
（
１
人
世
帯
／
家
族

で
年
収
２
万
４
９
８
０
ド
ル
、

ま
た
は
２
人
世
帯
／
家
族
で
年

収
３
万
３
８
２
０
以
下
の
人
が

目
安
）
が
優
先
さ
れ
る
。

相
談
は
無
料
。
申
し
込
み
は

電
話
２
１
２
・
４
４
２
・
１
５

４
１
（
内
線
１
番
）
、
ま
た
は

氏
名
、
電
話
番
号
、
家
族
構
成
、

年
収
、
現
在
の
移
民
ス
テ
イ
タ

ス
、
簡
単
な
相
談
内
容
、
郵
便

番
号
（ZIP

C
O

D
E

）
を
明
記

し
Ｅ
メ
ー
ルinfo@

jassi.org

ま
で
。

ジ
ェ
ト
ロ
・
ア
ト
ラ
ン
タ
事

務
所
は
日
系
自
動
車
産
業
の
米

国
南
東
部
に
お
け
る
ビ
ジ
ネ
ス

拡
大
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
べ
く
、

今
年
も
９
月
25
日
（
水
）
か
ら

27
日
（
金
）
ま
で
テ
ネ
シ
ー
州

ナ
ッ
シ
ュ
ビ
ル
で
開
催
さ
れ
る

S
ou

th
ern

A
u

tom
otiv

e
C

onference

（
Ｓ
Ａ
Ｃ
）
会

場
内
に
ジ
ャ
パ
ン
ブ
ー
ス
を
設

置
し
、
「
米
国
自
動
車
産
業
商

談
会
」
を
実
施
す
る
。

米
国
市
場
へ
の
参
入
や
南
東

部
へ
の
販
路
開
拓
・
拡
大
、
進

出
、
企
業
提
携
な
ど
を
検
討
す

る
自
動
車
産
業
関
連
企
業
を
対

象
に
20
社
程
度
の
参
加
を
募
集

す
る
。
製
品
展
示
、
Ｖ
Ｉ
Ｐ
レ

セ
プ
シ
ョ
ン
へ
の
参
加
、
ジ
ャ

パ
ン
ブ
ー
ス
来
場
者
や
他
出
展

者
と
の
自
由
商
談
な
ど
が
可

能
。
Ｓ
Ａ
Ｃ
会
場
は
ミ
ュ
ー
ジ

ッ
ク
シ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（201

F
ifth

A
v

en
u

e
S

ou
th

,
N

ashville, T
N

37203

）
。

参
加
無
料
。
詳
細
・
申
し
込

み
は
８
月
16
日
（
金
）
ま
で
に

オ

ン

ラ

イ

ン

w
w

w
.jetro.go.jp/events/
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Ｅ
ビ
ザ
は
、
米
国
と
通
商
条

約
を
締
結
し
て
い
る
国
の
国
民

に
発
給
さ
れ
る
就
労
ビ
ザ
で
す
。

管
理
職
ま
た
は
特
殊
技
能
職
を

対
象
と
す
る
Ｅ-

１
ビ
ザ
と
、
投

資
家
を
対
象
と
す
る
Ｅ-

２
ビ
ザ

が
あ
り
ま
す
。
Ｅ-

１
ビ
ザ
を
申

請
す
る
企
業
は
、
日
本
の
親
会

社
が
50
％
以
上
の
持
ち
株
比
率

の
現
地
法
人
子
会
社
で
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
Ｅ-

２
ビ
ザ
を

申
請
す
る
企
業
は
、
親
会
社
と

な
る
べ
き
日
本
の
会
社
を
必
ず

し
も
必
要
と
せ
ず
、
業
種
に
も

よ
り
ま
す
が
現
地
雇
用
の
促
進

を
優
先
す
る
、
日
本
人
投
資
家

に
よ
る
多
額
投
資
の
持
ち
株
比

率
50
％
以
上
の
米
国
法
人
で
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
株
や
不

動
産
等
の
多
額
投
資
だ
け
で
、

現
地
雇
用
を
創
設
し
な
い
場
合

は
、
ビ
ザ
申
請
は
認
可
さ
れ
ま

せ
ん
。
ビ
ザ
の
有
効
期
限
は
基

本
的
に
は
５
年
間
で
す
が
、
米

国
法
人
が
存
続
す
る
限
り
無
期

限
に
ビ
ザ
の
延
長
が
可
能
で
す
。

Ｅ
ビ
ザ
は
、
永
住
権
の
優
先
就

業
者
と
み
な
さ
れ
、
永
住
権
へ

の
切
り
替
え
が
比
較
的
簡
単
で

す
。
Ｅ
ビ
ザ
保
持
者
の
配
偶
者

に
は
、
就
労
許
可
が
お
り
ま
す
。

配
偶
者
の
就
労
先
に
制
限
は
な

く
、
ど
こ
の
会
社
で
も
働
く
こ

と
も
認
め
ら
れ
ま
す
。

Ｅ
ビ
ザ
保
持
者
は
、
「
実
質
的

滞
在
条
件
」

と
呼
ば
れ
る
１
８

３
日
を
基
準
と
し
た
滞
在
日
数

よ
り
も
長
い
か
短
い
か
に
よ
っ

て
居
住
外
国
人
あ
る
い
は
非
居

住
外
国
人
に
な
り
ま
す
。
米
国

へ
の
赴
任
年
度
と
米
国
か
ら
の

離
任
年
度
に
は
、
滞
在
日
数
が

少
な
い
た
め
非
居
住
外
国
人
に

な
る
場
合
が
あ
る
以
外
、
居
住

外
国
人
と
さ
れ
て
米
国
市
民
同

様
、
全
世
界
所
得
を
申
告
し
て

納
税
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

社
会
保
障
税
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
税
と
メ
デ
ィ
ケ

ア
税
）
に
関
し
て
は
、
日
本
か

ら
の
滞
在
年
数
が
５
年
未
満
の

場
合
、
日
米
社
会
保
障
協
定
に

基
づ
い
て
日
本
の
社
会
保
障
税

に
継
続
加
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、

米
国
の
社
会
保
障
税
が
免
除
さ

れ
ま
す
。
Ｅ
ビ
ザ
保
持
者
は
、

連
邦
贈
与
税
お
よ
び
遺
産
税
法

上
は
、D

om
icile

が
米
国
に
な

い
た
め
絶
え
ず
非
居
住
外
国
人

と
な
り
ま
す
。

（
大
島
襄
／
米
国
公
認
会
計
士
）

管
理
職
・
投
資
家
ビ
ザ
と
税
金 726

アメリカ人との会話によく出てくる言葉、Body-shaming、
人の体について悪口を言ったり、貶（おとし）めたりすること
です。Shameは名詞で恥、動詞では恥をかかせること。現実的

にアメリカでは肥満の人が多いのでいろいろな場面で、太りすぎ
に関するコメント（特にFat-shamingと言う）を耳にします。　

悪口だけではなく、アドバイスにも注意が必要です。「体重を少し減らすと健康にいい
と思うよ」と親切に言うのもBody-shamingとして受け取られかねません。いかなる差別
的な発言に対しても敏感な社会ですので、気をつけましょう。

一方、Body-shamingに対してBody-positive Movementという運動が、台頭していま
す。自分の体について自信を持ちましょうという運動です。体は個性であり、それを誇る
ことが、精神的な安定と自信に繋がるというのです。個人の特性を尊重するアメリカ社会
らしい考え方です。（この運動のせいで、 肥満の人が体重を減らす努力をしないのは、医
学的に問題という意見も、もちろんあるでしょうが・・・）

（旦 英夫／ニューヨーク州弁護士）

Body-shaming
他人の体の悪口を言ったり、辱めること

【161】

米語
Watch

米
語
ウ
ォ
ッ
チ
が
単
行
本
に
＝
旦
英
夫
氏
著
『
米
語
で
ウ
ォ
ッ

チ：
日
本
か
ら
は
見
え
な
い
ア
メ
リ
カ
の
真
実
』
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

刊
は
、
ア
マ
ゾ
ン
及
び
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
紀
伊
國
屋
で
好
評
販
売
中
。

自
動
車
保
険
料

最
も
高
い
の
は
Ｎ
Ｙ

無
料
移
民
法
相
談

Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
が
８
月
２
日

自
動
車
産
業
商
談
会

ジ
ェ
ト
ロ
が
参
加
者
募
集

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
天
理
文
化
協

会
日
本
語
学
校
（
西
13
丁
目
43

Ａ
番
地
）
は
８
月
19
日
（
月
）

か
ら
29
日
（
木
）
ま
で
日
本
語

教
師
養
成
講
座
を
開
講
す
る
。
　

教
授
法
や
日
本
語
文
法
、
模

擬
授
業
な
ど
、
短
期
間
で
基
礎

知
識
を
身
に
つ
け
、
そ
の
知
識

を
活
か
し
て
実
践
に
移
す
こ
と

が
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
日
本

語
を
教
え
た
経
験
の
有
無
に
か

か
わ
ら
ず
誰
で
も
歓
迎
す
る
。

時
間
は
午
後
１
時
か
ら
３
時
、

ま
た
は
午
後
６
時
か
ら
８
時
ま

で
、
25
日
（
日
）
は
休
講
。

授
業
料
は
３
０
０
ド
ル
。
問

い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
は
電
話

２
１
２
・
６
４
５
・
２
８
０

０

、

ま

た

は

Ｅ

メ

ー

ル

tci@
tenri.org

ま
で
。

日
本
語
教
師
養
成

天
理
で
８
月
に
講
座

https://michaeldunnlaw.com
http://www.dipaolafinancial.com/
http://www.terailaw.com
https://hls-global.com
http://hinomaru-limo.com
http://www.rostamilaw.com
http://www.nikkeius.com
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Yayoi Kusama, famed
Japanese contemporary artist best
known for her sculptures, installations
and use of brightly colored polka dots,
will take over the New York Botanical
Gardens in 2020 with whimsical new
works.

The “unprecedented land-
mark” presentation will remain at the
Garden from May to November 2020 so
that visitors can experience her major
new works and her iconic mirrored
environments, larger-than-life polka-
dotted flowers and pumpkins, paintings
and her first-ever participatory green-
house installation across the seasons,
according to the Garden.

A selection of her works will
be mounted outdoors and inside the
Enid A. Haupt Conservatory, where a
special horticultural showcase will fea-
ture her large-scale paintings. At the
Luesther T. Mertz Library building,
there will be several immersive experi-
ences, as well as her earlier, intimate
works, including botanical sketches,
works on paper, nature-inspired col-

lages, soft sculptures and more.
“We are thrilled to present

this unprecedented installation of Yayoi
Kusama’s work, including new sculp-
tures made especially for our site,” said
Dr. Carrie Rebora Barratt, CEO and
President of the New York Botanical
Garden. “In her lifetime of finding
inspiration in nature and pushing
against boundaries and biases, she has
developed a unique lexicon for artistic
expression. While these works appear
as mostly abstract forms to viewers,
they are manifestations of how she sees
the universe, specifically the natural
world. We are grateful to her for shar-
ing her vision, and helping us realize
this once-in-a-lifetime display at the
Garden for our visitors.” (Tiff Ferentini)

Photo: Yayoi Kusama (2010), Courtesy
of Ota Fine Arts, Tokyo/Singapore

FAMED JAPANESE CONTEMPORARY ARTIST

YAYOI KUSAMA
COMES TO THE NEW YORK BOTANICAL GARDENS

2020 Exhibition to Feature Mirrored Environments, 
Large Sculptures, Sketches and More

The Permanent Mission
of Japan to the United Nations held a
networking event with Junior
Professional Officers (JPO) on the
afternoon of July 11. The main pur-
pose of this event was to recruit
Japanese staff to the United Nations.
Former JPOs talked to current JPOs
about how they got their positions
with their experience and shared tips
on getting the positions.

The main objective of the
United Nations JPO Programme is to
provide young professionals with the
opportunity to gain hands-on experi-
ence in the field of multilateral inter-
national cooperation through a learn-
ing experience under the supervision
of specialists. The Japanese
Government covers the fee for this
program because they want these
Japanese young professionals to
become permanent staff at the United

Nations.
On the day of the event,

they talked about 1), how to apply,
including the best timing, how many
people apply and vacancies; 2), how
they managed to maintain a good bal-
ance with their main job and this pro-
gram; 3), how they prepared their
resume and for the interview; 4) net-
working; and 5), tips on getting the
position.

The panelists were Naomi
Ichikawa, Executive Manager
(Partnerships) Office of Executive
Director at UNICEF; Ganji Maeno,
Finance and Budget Officer, Office
of Programme Planning, Finance and
Budget (OPPFB) Management

Strategy, Policy and Compliance at
the United Nations; Ken Okamoto-
Kaminski, HR Specialist, Integrated
Solutions, Office of Human
Resources, Bureau for Management
Services at the United Nations
Development Program; Naoko
Kuramochi (Ujihashi), Political
Affairs Officer, Policy, Knowledge
Management and Cooridnation
Division (PKCD), United Nations
Office of Counter-Terrorism; and
Norihito Yamabe, Associate Political
Affairs Officer, United Nations
Security Council, Counter-Terrorism
Committee Executive Directorate
(CTED).

Ichikawa of UNICEF said,
“You have to work for other depart-
ments, not only for the department
you belong to. Doing so will earn you
a good reputation.”

Maeno said, “You have to
appeal yourself. Your application
form should be checked by a native
speaker. If you can write good docu-
ments, you will be needed.”

Okamoto in human
resources said, “Make the application
form simple. Your work experience
and performance should match what
they want.”

Kuramochi said, “To form
a good relationship with your boss is
important. Also, your career has to
have a story.”  

Yamabe who used to work
for a trading company said, “Don’t be
lazy when you do your routine work.
Always be polite to others.”

The participants asked sev-
eral questions to the panelists, such as,
“When is the right timing to make a
move and apply? Can I talk about this
with my boss?”  The panelists

responded, “During your first year,
work as hard and as much as you can.
Then the results will follow.”

H.E. (Excellency)
Ambassador Yasuhisa Kawamura,
Deputy Permanent Representative of
Japan to the United Nations, encouraged
the participants, saying, “We want to
gain Japanese staff in the United
Nations so we will have more presence
and a stronger voice. We are hoping that
you can help us do that. Please do your
best.”(Ryoichi Miura/Translated by
Chikako Iwasaki)

Naomi Ichikawa
Executive Manager

(Partnerships), Office of
Executive Director, UNICEF

Ganji Maeno
Finance and Budget Officer, Office of
Programme Planning, Finance and

Budget (OPPFB) Management Strategy,
Policy and Compliance, United Nations

Ken Okamoto-Kaminski
HR Specialist, Integrated Solutions

Office of Human Resources Bureau for
Management Services, United Nations

Development Programm

Naoko Kuramochi
(Ujihashi) Political Affairs Officer

Policy, Knowledge Management and
Cooridnation Division (PKCD), United
Nations Office of Counter-Terrorism

Norihito Yamabe
Associate Political Affairs Officer
United Nations Security Council
Counter-Terrorism Committee
Executive Directorate (CTED)

HOW WE GOT THE POSITION
Former JPOs Share Experiences With

Current JPOs at The United Nations

You can read the whole layout of the newspaper

on the website!

www.nyseikatsu.com

And the back numbers, too!!

New York Seikatsu Press, Inc.
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ク
イ
ー
ン
ズ
の
北
東
、
半
島
の
よ
う
に
海
に
突
き

出
た
辺
り
に
ベ
イ
テ
ラ
ス
と
い
う
緑
の
多
い
、
閑
静

で
美
し
い
住
宅
街
が
あ
る
。
ス
ロ
ッ
グ
ネ
ッ
ク
ブ
リ

ッ
ジ
の
入
口
近
く
の
水
際
に
位
置
し
、
二
つ
の
高
速

道
路
に
挟
ま
れ
た
便
利
な
街
は
、
車
や
バ
ス
、
電
車

で
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
や
ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
へ
の
通

勤
圏
内
で
あ
る
こ
と
は
意
外
と
知
ら
れ
て
い
な
い
。

街
は
南
北
に
リ
ト
ル
ネ
ッ
ク
ベ
イ
の
水
際
を
走
る

高
速
道
路
と
西
側
を
走
る
高
速
に
近
く
、
イ
ー
ス
ト

リ
バ
ー
に
か
か
る
二
つ
の
橋
が
間
近
で
ブ
ロ
ン
ク

ス
、
ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
へ
あ
っ
と
い
う
間
に
到

着
す
る
。

ラ
ガ
ー
デ
ィ
ア
と
ジ
ョ
ン
・
Ｆ
・
ケ
ネ
デ
ィ
国
際

空
港
（
Ｊ
Ｆ
Ｋ
）
に
は
高
速
で
約
20
分
。

周
辺
に
は
ベ
イ
テ
ラ
ス
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

と
い
う
60
店
舗
近
く
の
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー

ル
、
補
習
校
も
あ
り
、
車
や
バ
ス
で
南
へ
10
分
位
下

る
と
ベ
ル
ブ
ル
バ
ー
ド
沿
い
に
数
多
く
の
ト
レ
ン
デ

ィ
ー
な
レ
ス
ト
ラ
ン
、
ワ
イ
ン
バ
ー
、
ベ
ー
カ
リ
ー

カ
フ
ェ
が
並
ぶ
ベ
イ
サ
イ
ド
と
い
う
街
が
あ
る
。

今
回
紹
介
し
た
い
の
は
、
ノ
ー
ス
ク
イ
ー
ン
ズ
で

有
名
な
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
の
一

つ
、
ベ
イ
ク
ラ
ブ
と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
。
築
１

９
８
３
年
、
21
階
建
て
１
０
３
４
ユ
ニ
ッ
ト
を
含
む

２
つ
の
タ
ワ
ー
は
ゲ
ー
ト
ハ
ウ
ス
を
通
過
す
る
と
庭

園
の
よ
う
な
13
エ
ー
カ
ー
の
敷
地
内
に
あ
る
。
24
時

間
ド
ア
マ
ン
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
、
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ

ェ
、
バ
レ
ー
パ
ー
ク
、
３
階
建
て
２
万
５
０
０
０
平

方
フ
ィ
ー
ト
の
フ
ィ
ト
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
、
プ
ー
ル
、

ジ
ム
、
ス
パ
、
サ
ウ
ナ
、
パ
ー
テ
ィ
ー
ル
ー
ム
、
テ

ニ
ス
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
ラ
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、

ア
ー
ケ
ー
ド
に
は
レ
ス
ト
ラ
ン
、
美
容
室
、
ド
ラ
イ

ク
リ
ー
ナ
ー
、
コ
ン
ビ
ニ
も
あ
る
。
Ｑ
Ｍ
２
と
い
う

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
行
き
の
エ
ク
ス
プ
レ
ス
バ
ス
停
が
目

の
前
の
通
り
に
あ
り
、
57
丁
目
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
ま
で

は
約
１
時
間
。
車
、
バ
ス
で
10
分
以
内
に
は
ポ
ー
ト

ワ
シ
ン
ト
ン
ラ
イ
ン
の
ベ
ル
ブ
ル
バ
ー
ド
駅
が
あ

る
。購

入
の
場
合
、
１
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
で
40
万
ド
ル
か

ら
、
２
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
で
60
万
ド
ル
か
ら
ら
、
３
ベ

ッ
ド
ル
ー
ム
は
80
万
ド
ル
か
ら
。
固
定
資
産
税
は1

ベ
ッ
ド
だ
と
年
間
平
均
で
４
５
０
０
ド
ル
以
下
、
２

〜
３
ベ
ッ
ド
で
４
０
０
０
〜
１
万
７
０
０
０
ド
ル
、

管
理
費
は
１
ベ
ッ
ド
で
９
０
０
ド
ル
以
下
、
２
〜
３

ベ
ッ
ド
だ
と
７
０
０
〜
１
３
０
０
ド
ル
位
。

価
格
、
維
持
費
と
も
ク
イ
ー
ン
ズ
の
ニ
ュ
ー
デ
ベ

ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
よ
り
低
め
な
た
め
賃
貸
用
の
投
資
、

リ
タ
イ
ア
ー
後
の
住
ま
い
と
し
て
も
魅
力
が
あ
る
。

常
に
セ
ー
ル
、
レ
ン
タ
ル
の
動
き
が
多
く
、
現
在
30

以
上
の
売
り
物
件
、
15
の
賃
貸
物
件
が
あ
る
。
特
に

高
層
階
か
ら
の
ウ
オ
ー
タ
ー
ビ
ュ
ー
、
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
ビ
ュ
ー
は
素
晴
ら
し
い
。

問
合
せ
は
、
電
話
９
１
７
・
９
２
３
・
４
３
２
６
、

Ｅ
メ
ー
ルh

irok
o.ak

u
tsu
lee@

ellim
an
.com

阿
久
津
さ
ん
。

（
写
真
提
供
・
ダ
グ
ラ
ス
エ
リ
マ
ン
）

マンハッタンに出るのに便利な郊外の高級集合住宅暮らし。しかも生活環境重視型のライフスタイル。

ベ
イ
テ
ラ
ス
に
住
む

お
し
ゃ
れ
な
雑
貨
や
家
具
を
取
り
扱
う
大

手
チ
ェ
ー
ン
家
具
店
の
ポ
ッ
タ
リ
ー
・
バ
ー

ン
は
今
月
末
、
90
年
代
に
人
気
を
博
し
た
テ

レ
ビ
・
ド
ラ
マ
「
フ
レ
ン
ズ
」
を
テ
ー
マ
に

し
た
商
品
シ
リ
ー
ズ
を
発
売
す
る
。

同
シ
リ
ー
ズ
は
、
６
人
の
主
人
公
た
ち
が

集
っ
て
い
た
カ
フ
ェ
「
セ
ン
ト
ラ
ル
・
パ
ー

ク
」
の
マ
グ
や
「
ウ
ェ
ル
カ
ム
・
フ
レ
ン
ズ
」

と
記
さ
れ
た
枕
な
ど
全
14
種
類
が
揃
い
、
値

段
は
13
ド
ル
か
ら
１
０
９
９
ド
ル
。
一
押
し

商
品
は
、
２
０
０
０
年
放
映
の
第
６
シ
ー
ズ

ン
に
登
場
し
た
、
女
優
ジ
ェ
ニ
フ
ァ
ー
・
ア

ニ
ス
ト
ン
演
じ
る
レ
イ
チ
ェ
ル
が
、
同
店
ポ

ッ
タ
リ
ー
・
バ
ー
ン
の
カ
タ
ロ
グ
を
見
な
が

ら
購
入
を
戸
惑
う
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
調
の
コ
ー

ヒ
ー
・
テ
ー
ブ
ル
だ
と
い
う
。

90年代の人気テレビドラマ

「フレンズ」をテーマにした商品

ポタリー・バーンで発売

https://interiordesigncrafted.com/
http://precious-piece.com
http://kiku-ny.com
https://www.mtckitchen.com
http://op-ed.jp
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http://www.sumitomo-ny.com
http://www.startsnewyork.com
http://www.taichirealty.com
http://brooklyntime.net
https://www.redacinc.com/
http://newyork-apartment-realestate.com
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
京
都
倶
楽
部

が
主
催
す
る
浴
衣
ク
ル
ー
ズ
の

早
割
申
し
込
み
期
限
が
31
日

（
水
）
に
迫
っ
て
い
る
。
イ
ベ

ン
ト
は
８
月
24
日
（
土
）
開
催
。

「
浴
衣
で
愛
ま
し
ょ
！
　
浴
衣

で
夕
暮
れ
の
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
ク

ル
ー
ズ
」
が
合
言
葉
。
定
員
は

３
０
０
人
。
ク
ル
ー
ズ
船
一
隻

ま
る
ご
と
借
り
切
っ
て
の
ナ
イ

ト
ク
ル
ー
ズ
。
誰
で
も
参
加
で

き
る
。
参
加
費
は
７
月
31
日
ま

で
の
早
割
は
大
人
85
ド
ル
。
子

供
40 
ド
ル(

12
〜
4
歳
、
3
歳

以
下
無
料)

。
８
月
１
日
以
降

に
申
し
込
む
と
通
常
価
格
の
大

人
１
０
５
ド
ル
、
子
供
50
ド
ル

(

12
〜
4
歳
、
3
歳
以
下
無
料)

。

８
月
24
日
当
日
料
金
は
大
人
１

２
０
ド
ル
、
子
供
60
ド
ル(

12

〜
4
歳
、
3
歳
以
下
無
料)

。

浴
衣
レ
ン
タ
ル
＝
レ
ン
タ
ル
先

を
紹
介
。(
レ
ン
タ
ル
料:

は
10

ド
ル
〜)

。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は

nykyotoclub@
gm

ail.com

ア
メ
リ
カ
で
は
ど
う
な
ん
で

し
ょ
う
か
。
日
本
で
は
、
今
、

高
齢
者
の
運
転
免
許
が
よ
く
話

題
に
な
っ
て
い
る
。
理
由
は
、

高
齢
者
の
運
転
す
る
自
動
車
事

故
の
増
加
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、

何
人
も
の
人
が
亡
く
な
る
事
故

も
あ
っ
た
。
そ
の
た
び
に
、

「
高
齢
者
に
車
を
運
転
さ
せ
る

な
」
「
高
齢
者
か
ら
免
許
を
と

り
あ
げ
ろ
」
と
い
う
話
題
に
な

る
。
わ
た
し
の
母
も
80
歳
を
超

え
て
い
る
。
で
も
奈
良
に
住
ん

で
い
る
と
、
ど
う
し
て
も
自
動

車
を
手
放
せ
な
い
。
夫
の
両
親

は
埼
玉
で
農
業
を
し
て
い
る
。

や
っ
ぱ
り
、
80
歳
を
超
え
て
い

る
け
れ
ど
、
自
動
車
も
免
許
も

手
放
せ
な
い
。
わ
た
し
た
ち
は
、

事
故
の
無
い
こ
と
を
祈
る
し
か

な
い
。

実
際
、
わ
た
し
の
父
は
、
事

故
が
原
因
で
要
介
護
５
に
な
っ

て
、
そ
の
ま
ま
亡
く
な
っ
た
。

事
故
の
前
に
自
動
車
を
壁
に
ぶ

つ
け
る
な
ど
嫌
な
予
感
が
あ
っ

た
。
そ
し
て
、
母
と
弟
た
ち
は
、

父
が
運
転
す
る
こ
と
に
反
対
し

て
い
た
。
で
も
、
か
つ
て
Ａ
級

ラ
イ
セ
ン
ス
ま
で
持
っ
て
い
た

父
は
、
母
た
ち
の
言
う
こ
と
な

ん
て
聞
か
な
か
っ
た
。
結
果
、

飛
び
出
て
き
た
子
供
を
避
け
て

電
柱
に
ぶ
つ
か
っ
て
要
介
護
と

な
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
子
供
を

巻
き
込
ま
な
く
て
良
か
っ
た
と

思
っ
て
い
る
。

だ
か
ら
、
事
故
の
怖
さ
は
分

か
っ
て
い
る
。
で
も
、
田
舎
に

行
け
ば
行
く
ほ
ど
自
動
車
を
手

放
せ
な
い
高
齢
者
の
気
持
ち
も

分
か
る
。
バ
ス
も
無
け
れ
ば
電

車
も
無
い
。
あ
っ
て
も
、
本
数

が
少
な
い
。
タ
ク
シ
ー
も
な
か

な
か
来
な
い
し
、
値
段
も
高
い
。

し
か
も
、
足
が
悪
か
っ
た
り
す

る
。け

れ
ど
、
高
齢
者
が
、
高
速

道
路
を
逆
走
す
る
な
ど
あ
り
え

な
い
こ
と
も
起
こ
る
。
判
断
能

力
が
無
く
な
る
と
、
入
っ
て
き

た
方
向
か
ら
出
て
行
く
ら
し

い
。
ま
た
、
認
知
症
の
人
は
、

免
許
を
返
納
し
た
こ
と
を
忘
れ

る
ら
し
い
。
か
と
い
っ
て
、
家

族
も
24
時
間
見
張
る
わ
け
に
い

か
な
い
。
こ
う
な
れ
ば
、
１
日

も
早
く
自
動
運
転
の
自
動
車
が

普
及
し
て
ほ
し
い
。
自
動
車
事

故
の
加
害
者
も
被
害
者
も
無
い

世
界
に
な
っ
て
ほ
し
い
。
そ
ん

な
こ
と
を
日
々
願
っ
て
い
る
。

大
谷
由
里
子：

１
９
６
３
年
、

奈
良
県
生
ま
れ
。
吉
本
興
業
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
経
て
、
人
材
活

性
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
。
「
笑
い
」

を
取
り
入
れ
た
人
材
育
成
が
話

題
に
。
著
書
に
「
元
気
セ
ラ
ピ

ー
（
Ｋ
Ｋ
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
ズ
）
」

「
は
じ
め
て
講
師
を
頼
ま
れ
た

ら
読
む
本
（
中
経
出
版
）
」
な

ど
多
数
。

早
割
申
し
込
み
日
迫
る

浴
衣
ク
ル
ー
ズ
参
加
者
受
け
付
け
中

高
齢
者
の
運
転

231

Ｋ
Ｊ
国
際
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
協

会
（
梶
木
敏
巳
代
表
）
が
主
催

す
る
Ｋ
Ｊ
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
・
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
・
シ
ョ
ー
の
カ
ー

ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
公
演
に
ゲ
ス
ト

出
演
す
る
音
楽
家
の
三
原
綱
木

さ
ん
が
24
日
午
前
、
梶
木
代
表

と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
総
領
事
の
山

野
内
大
使
を
表
敬
訪
問
し
た
。

三
原
さ
ん
は
、
ビ
ー
ト
ル
ズ

が
初
来
日
し
た
時
に
共
演
し
、

日
本
人
で
初
め
て
エ
ド
サ
リ
バ

ン
シ
ョ
ー
に
出
演
し
た
日
本
の

グ
ル
ー
プ
サ
ウ
ン
ズ
「
ブ
ル
ー

コ
メ
ッ
ツ
」
の
元
メ
ン
バ
ー
。

そ
の
後
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
紅
白
歌
合
戦

の
指
揮
者
を
34
年
間
務
め
、
現

在
は
全
国
で
ラ
イ
ブ
活
動
を
続

け
て
い
る
。

ロ
ッ
ク
音
楽
の
大
フ
ァ
ン
で

自
ら
も
エ
レ
キ
ギ
タ
ー
を
演
奏

す
る
山
野
内
大
使
が
、
感
激
ぎ

み
に
執
務
室
で
三
原
さ
ん
一
行

を
迎
え
た
。
デ
ビ
ュ
ー
当
時
は

ま
だ
小
学
生
だ
っ
た
と
い
う
大

使
、
「
ブ
ル
ー
シ
ャ
ト
ー
」
の

音
楽
を
携
帯
か
ら
す
か
さ
ず
か

け
る
歓
迎
ぶ
り
だ
っ
た
。
エ
リ

ッ
ク
・
ク
ラ
プ
ト
ン
、
ビ
ー
ト

ト
ル
ズ
な
ど
60
年
代
の
英
国
ロ

ッ
ク
談
議
に
花
を
咲
か
せ
た
。

三
原
綱
木
さ
ん

山
野
内
大
使
を
表
敬
訪
問山野内大使を表敬訪問する三原さん（中央）と梶木さん（左）

https://sapporobeer.com/age-gate/
https://www.hondag.com
https://www.iace-usa.com
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先
日
、
大
阪
の
あ
べ
の
ハ
ル

カ
ス
美
術
館
で
「
く
ま
の
プ
ー

さ
ん
展
」
を
見
て
き
ま
し
た
。

東
京
のB

unkam
ura

ザ
・

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
２
か
所
で
の

開
催
で
し
た
が
、
な
か
な
か
見

応
え
が
あ
り
ま
し
た
。
今
回
の

展
覧
会
は
、
２
０
１
７
年
12
月

に
イ
ギ
リ
ス
の
ヴ
ィ
ク
ト
リ

ア
・
ア
ン
ド
・
ア
ル
バ
ー
ト
博

物
館
（
Ｖ
＆
Ａ
）
で
開
催
さ
れ

た
「
ク
マ
の
プ
ー
さ
ん
展

（

W
in
n
ie-th

e-P
ooh
：

E
xploring

a
C
lassic

）
」
が

ベ
ー
ス
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

言
う
ま
で
も
な
く
「
く
ま
の

プ
ー
さ
ん
」
は
、
１
９
２
６
年

に
著
者
の
Ａ
・
Ａ
・
ミ
ル
ン
と

挿
絵
を
担
当
し
た
Ｅ
・
Ｈ
・
シ

ェ
パ
ー
ド
に
よ
っ
て
イ
ギ
リ
ス

で
出
版
さ
れ
た
有
名
な
児
童
文

学
作
品
で
、
こ
れ
ま
で
50
以
上

の
言
語
に
翻
訳
さ
れ
、
全
世
界

５
０
０
０
万
部
以
上
の
シ
リ
ー

ズ
本
が
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
正
直
な
と
こ
ろ

デ
ィ
ズ
ニ
ー
映
画
等
で
プ
ー
さ

ん
と
い
う
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
知

っ
て
い
て
も
、
そ
の
ス
ト
ー
リ

ー
は
知
ら
な
い
方
が
結
構
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

実
は
私
も
そ
の
一
人
で
、
今
回

初
め
て
石
井
桃
子
訳
『
く
ま
の

プ
ー
さ
ん
』（
岩
波
少
年
文
庫
）

を
読
み
、
そ
の
ス
ト
ー
リ
ー
を

知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ク
マ
の
ぬ
い
ぐ
る
み
で
ハ
チ

ミ
ツ
好
き
の
「
プ
ー
」
と
、
森

の
仲
間
た
ち
と
の
日
常
が
10
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
に
よ
っ
て
描
か
れ

て
い
ま
す
。
１
９
２
８
年
に
は

同
様
の
構
成
を
も
つ
続
編
『
プ

ー
横
丁
に
た
っ
た
家
』
も
発
表

さ
れ
、
『
く
ま
の
プ
ー
さ
ん
』

シ
リ
ー
ズ
は
こ
の
２
つ
の
物
語

集
と
、
そ
の
前
後
に
発
表
さ
れ

た
２
つ
の
童
謡
集
『
ぼ
く
た
ち

が
と
て
も
ち
い
さ
か
っ
た
こ

ろ
』
『
ぼ
く
た
ち
は
六
歳
』
の

計
４
冊
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。
　

Ａ
・
Ａ
・
ミ
ル
ン
は
こ
の
作

品
を
自
身
の
一
人
息
子
で
あ
る

ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ロ
ビ
ン
・

ミ
ル
ン
が
持
っ
て
い
た
テ
デ

ィ
・
ベ
ア
か
ら
着
想
し
、
こ
の

児
童
小
説
と
そ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
は
発
表
当
時
か
ら
広
く
人
気

を
集
め
ま
す
が
、
原
作
の
知
名

度
に
大
き
く
貢
献
し
た
の
は
１

９
６
０
年
代
に
作
ら
れ
た
デ
ィ

ズ
ニ
ー
の
く
ま
の
プ
ー
さ
ん
シ

リ
ー
ズ
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
で

し
た
。
デ
ィ
ズ
ニ
ー
版
で
は

『W
innie

the
Pooh

』
と
ハ
イ

フ
ン
が
落
ち
た
表
記
が
使
わ
れ

て
お
り
、
日
本
で
は
『
く
ま
の

プ
ー
さ
ん
』
が
定
着
し
て
い
ま

す
。
ち
な
み
に
「W

in
n
ie

」

は
、
当
時
ロ
ン
ド
ン
動
物
園
で

公
開
さ
れ
人
気
を
集
め
て
い
た

カ
ナ
ダ
の
マ
ニ
ト
バ
州
ウ
ィ
ニ

ペ
グ
か
ら
来
た
雌
の
ク
ロ
ク
マ

の
名
前
で
、
「Pooh

」
の
ほ
う

は
、
も
と
も
と
は
ミ
ル
ン
親
子

の
近
所
の
池
の
白
鳥
に
つ
け
ら

れ
て
い
た
名
前
で
し
た
。

の
ち
に
「
プ
ー
」
と
な
る
テ

デ
ィ
・
ベ
ア
は
フ
ァ
ー
ネ
ル
社

製
で
、
１
９
２
１
年
に
ク
リ
ス

ト
フ
ァ
ー
が
１
歳
の
時
に
誕
生

日
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し
て
ハ
ロ
ッ

ズ
で
購
入
さ
れ
た
も
の
で
、
ミ

ル
ン
に
よ
る
「
出
生
証
明
書
」

付
き
で
、
ア
メ
リ
カ
で
長
年
に

わ
た
っ
て
巡
回
展
示
さ
れ
た

後
、
１
９
８
７
年
よ
り
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
公
共
図
書
館
で
保
存
・

展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
同
展
で
は
シ
ェ
パ
ー

ド
の
鉛
筆
素
描
画
な
ど
２
０
０

点
以
上
の
作
品
を
は
じ
め
、
制

作
資
料
や
写
真
、
手
紙
な
ど
、

作
品
に
ま
つ
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な

資
料
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
ア
ニ
メ
化
や
商
品
開
発
な

ど
に
よ
る
関
連
グ
ッ
ズ
も
多
数

展
示
さ
れ
て
お
り
、
ぬ
い
ぐ
る

み
を
は
じ
め
、
プ
ー
さ
ん
の
図

柄
が
付
い
た
料
理
本
や
テ
ィ
ー

セ
ッ
ト
な
ど
も
あ
り
、
フ
ァ
ン

に
は
た
ま
ら
な
い
内
容
だ
っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
栗
原
祐
司
／
京
都
国
立
博
物

館
副
館
長
）

第318回

くまの

プーさん展

「
水
の
都
ベ
ニ
ス
」
の
水
は

旅
行
者
を
び
っ
く
り
さ
せ
る
こ

と
が
あ
る
。
３
泊
し
た
ベ
ニ
ス

（
ベ
ネ
チ
ア
）
で
の
最
終
日
、

５
月
18
日
は
朝
か
ら
シ
ト
シ
ト

と
雨
が
降
り
、
傘
を
さ
し
て
出

か
け
た
が
、
ま
さ
か
街
の
真
ん

中
で
膝
下
ま
で
浸
か
る
洪
水
を

体
験
す
る
と
は
ま
っ
た
く
予
測

し
な
か
っ
た
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
独
特
の
趣
あ
る

古
い
石
造
り
の
建
物
を
縫
っ
て

通
る
石
畳
の
細
く
曲
が
り
く
ね

っ
た
道
。
ま
る
で
中
世
の
イ
タ

リ
ア
に
足
を
踏
み
入
れ
た
よ
う

な
ベ
ニ
ス
で
の
１
日
目
は
、
雲

ひ
と
つ
な
い
コ
バ
ル
ト
ブ
ル
ー

の
空
を
楽
し
む
。
ア
カ
デ
ミ
ア

美
術
館
を
ゆ
っ
く
り
と
ま
わ

り
、
14
世
紀
か
ら
18
世
紀
に
か

け
て
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
派
や
ト

ス
カ
ー
ナ
派
の
作
品
、
特
に
テ

ィ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
の
「
ピ
エ
タ
」

や
テ
ィ
ン
ト
レ
ッ
ト
の
「
聖
マ

ル
コ
の
奇
跡
」
な
ど
を
鑑
賞
し

た
。
ベ
ニ
ス
も
ロ
ー
マ
や
フ
ロ

ー
レ
ン
ス
（
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
）

同
様
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
文
化
を

強
く
反
映
さ
せ
、
ル
ネ
ッ
サ
ン

ス
美
術
も
含
め
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

文
明
の
根
底
が
学
べ
る
。

２
日
目
は
ホ
テ
ル
に
近
い
サ

ン
・
マ
ル
コ
寺
院
か
ら
観
光
を

始
め
、
鐘
楼
か
ら
ベ
ニ
ス
一
帯

を
眺
め
、
ド
ゥ
カ
ー
レ
宮
殿
で

は
テ
ィ
ン
ト
レ
ッ
ト
の
世
界
最

大
の
油
絵
と
言
わ
れ
る
「
天
国
」

や
ヴ
ェ
ロ
ネ
ー
ゼ
の
絵
画
を
見

て
歩
い
た
。
さ
ら
に
、
ド
ゥ
カ

ー
レ
宮
殿
の
地
下
に
降
り
て
観

光
名
所
と
な
っ
て
い
る
牢
獄
を

見
学
し
た
。
宮
殿
と
「
溜
息
の

橋
」
で
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
の

地
下
牢
獄
は
満
水
時
に
は
水
牢

と
な
り
、
「
溜
息
の
橋
」
を
渡

っ
て
牢
獄
に
入
る
と
２
度
と
こ

の
世
に
戻
れ
な
い
と
言
わ
れ
た

と
の
こ
と
。
「
溜
息
」
と
は
、

橋
の
小
窓
か
ら
こ
の
世
と
の
別

れ
を
惜
し
み
溜
息
を
つ
い
た
と

い
う
逸
話
に
よ
る
も
の
。

ベ
ニ
ス
の
象
徴
み
た
い
な
ゴ

ン
ド
ラ
を
は
じ
め
、
船
が
ベ
ニ

ス
の
主
な
交
通
手
段
で
あ
る
こ

と
が
終
点
の
サ
ン
タ
・
ル
チ
ア

駅
か
ら
一
歩
出
る
と
よ
く
分
か

る
。
中
世
の
ま
ま
の
石
畳
の
通

り
は
狭
く
て
普
通
車
の
入
る
余

地
が
な
い
。
だ
か
ら
観
光
客
は

駅
に
到
着
す
る
と
行
き
先
を
確

か
め
て
か
ら
、
近
け
れ
ば
歩
き
、

遠
け
れ
ば
「
乗
合
船
」
を
使
う
。

ベ
ニ
ス
の
最
終
日
は
あ
い
に

く
の
雨
。
傘
を
さ
し
て
ア
カ
デ

ミ
ア
橋
を
渡
っ
て
ス
ク
オ
ー

ラ
・
グ
ラ
ン
デ
・
サ
ン
・
ロ
ッ

コ
（
大
同
信
組
合
）
か
ら
観
光

を
始
め
た
。
16
世
紀
の
ル
ネ
ッ

サ
ン
ス
様
式
の
建
物
で
、
天
井

は
テ
ィ
ン
ト
レ
ッ
ト
の
70
点
余

り
の
絵
画
が
あ
る
。
「
受
胎
告

知
」
「
嬰
児
虐
殺
」
「
ブ
ロ
ン
ズ

蛇
の
奇
跡
」
「
最
後
の
晩
餐
」

「
キ
リ
ス
ト
の
磔
刑
」
の
ほ
か
、

テ
ィ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
の
作
品
も
あ

る
。
そ
の
近
く
に
は
ヴ
ェ
ネ
ツ

ィ
ア
派
の
作
品
が
飾
ら
れ
て
い

る
ス
ク
オ
ー
ラ
・
ダ
ル
マ
ー

タ
・
サ
ン
・
ジ
ョ
ル
ジ
ョ
・
デ

ッ
リ
・
ス
キ
ア
ヴ
ォ
ー
ニ
（
同

信
組
合
）
が
あ
る
が
、
結
婚
式

が
行
わ
れ
て
い
て
、
観
光
客
は

入
れ
な
か
っ
た
。

人
が
通
れ
る
だ
け
の
細
い
石

畳
の
道
を
魚
市
場
ま
で
歩
い
て

近
く
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
昼
食
を

取
り
、
「
リ
ア
ル
ト
橋
」
を
渡

っ
て
、
も
と
来
た
道
を
サ
ン

タ
・
マ
リ
ア
・
デ
ッ
ラ
・
サ
ル

ー
テ
教
会
ま
で
歩
い
た
。
ベ
ニ

ス
の
象
徴
と
も
言
え
る
ヴ
ェ
ネ

ツ
ィ
ア
ン
・
バ
ロ
ッ
ク
の
白
い

大
理
石
の
八
角
形
の
中
に
あ
る

壁
画
と
天
井
は
、
「
カ
ナ
の
結

婚
」
「
カ
イ
ン
と
ア
ベ
ル
」
「
イ

サ
ク
の
犠
牲
」
な
ど
、
テ
ィ
ツ

ィ
ア
ー
ノ
と
テ
ィ
ン
ト
レ
ッ
ト

の
絵
で
飾
ら
れ
て
い
る
。

雨
は
夕
方
に
な
っ
て
も
止
ま

な
い
。
ベ
ニ
ス
最
後
の
晩
な
の

で
、
デ
ィ
ナ
ー
の
後
は
９
時
か

ら
サ
ン
・
ヴ
ィ
ダ
ル
教
会
で
ヴ

ェ
ネ
ツ
ィ
ア
室
内
合
奏
団
に
よ

る
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
の
コ
ン
サ

ー
ト
に
出
か
け
た
。
途
中
、
サ

イ
レ
ン
が
鳴
り
、
ゴ
ミ
の
回
収

が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
何
の
事

か
分
か
ら
ず
、
と
も
か
く
コ
ン

サ
ー
ト
会
場
に
足
を
速
め
た
。

本
場
で
聴
く
「
四
季
」
の
演
奏

に
す
っ
か
り
魅
了
さ
れ
て
教
会

を
出
た
が
、
雨
は
ま
だ
降
る
一

方
。
１
０
０
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
歩

く
と
、
深
さ
15
セ
ン
チ
程
の
水

た
ま
り
に
出
く
わ
し
た
。
旅
行

者
た
ち
は
立
ち
止
ま
っ
て
ど
う

し
よ
う
か
考
え
て
い
る
。
平
気

で
歩
く
の
は
ビ
ニ
ー
ル
や
ゴ
ム

の
長
靴
を
は
い
た
人
た
ち
の

み
。
靴
を
脱
い
で
裸
足
で
歩
く

若
い
旅
行
者
も
い
る
が
、
私
は

裸
足
で
怪
我
を
す
る
の
も
否
、

靴
を
台
無
し
に
す
る
の
も
否
。

洪
水
の
な
い
道
を
探
し
て
歩
く

が
、
ど
こ
へ
回
り
道
し
て
も
洪

水
止
め
と
な
り
、
夜
は
更
け
て

い
く
。
さ
ま
よ
い
続
け
る
う
ち
、

ま
だ
開
店
し
て
い
る
雑
貨
屋
で

ビ
ニ
ー
ル
長
靴
を
売
っ
て
い
る

の
を
見
つ
け
、
「
天
の
助
け
」

と
ば
か
り
に
９
ユ
ー
ロ
（
11
ド

ル
）
を
払
っ
て
サ
イ
ズ
を
選
び
、

靴
の
上
か
ら
履
い
た
。
底
に
は

滑
り
止
め
の
ゴ
ム
が
つ
い
て
い

て
、
水
は
一
滴
も
入
っ
て
こ
な

い
。
洪
水
は
一
か
所
や
二
か
所

だ
け
で
な
く
ホ
テ
ル
ま
で
の
道

の
ほ
と
ん
ど
が
洪
水
だ
っ
た
。

や
っ
と
ホ
テ
ル
に
た
ど
り
着
い

て
、
こ
の
「
災
難
」
を
フ
ロ
ン

ト
で
捲
し
立
て
た
ら
、
こ
ん
な

こ
と
は
日
常
茶
飯
事
と
ば
か
り

に
夕
方
聞
い
た
サ
イ
レ
ン
は
洪

水
注
意
報
、
ゴ
ミ
は
洪
水
の
ま

え
に
の
回
収
さ
れ
い
る
こ
と
な

ど
を
淡
々
と
説
明
さ
れ
た
。

帰
宅
し
て
調
べ
る
と
、
ベ
ニ

ス
で
の
洪
水
問
題
は
温
暖
化
に

よ
る
海
面
上
昇
と
地
下
水
の
汲

み
上
げ
に
よ
る
地
盤
沈
下
だ
。

10
月
か
ら
12
月
に
か
け
て
低
気

圧
の
影
響
で
雨
が
降
り
や
す

い
。
か
つ
て
は
冬
の
風
物
詩
だ

っ
た
高
潮
被
害
だ
そ
う
だ
が
、

近
年
で
は
６
月
や
８
月
な
ど
一

年
を
通
し
て
起
き
る
よ
う
に
な

っ
た
。
ベ
ニ
ス
に
は
「
モ
ー
ゼ

（M
odu

lo
S
perim

en
tale

E
lettrom

eccan
ico

の
頭
文

字
を
と
っ
た
も
の
）
」
と
呼
ば

れ
る
２
０
０
３
年
に
始
ま
っ
た

防
潮
堤
の
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

も
あ
る
が
、
汚
職
事
件
や
財
政

的
な
問
題
、
構
造
上
の
問
題
な

ど
で
進
行
し
て
い
な
い
。

２
０
１
８
年
の
国
連
Ｉ
Ｐ
Ｃ

Ｃ
（
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府

間
パ
ネ
ル
）
の
報
告
書
に
よ
る

と
、
１
９
０
１
年
か
ら
２
０
１

０
年
ま
で
に
世
界
の
海
面
は
平

均
19
セ
ン
チ
上
昇
。
こ
の
ま
ま

地
球
温
暖
化
が
進
め
ば
、
２
１

０
０
年
ま
で
に
水
位
が
１
４
０

セ
ン
チ
か
ら
１
５
０
セ
ン
チ
に

上
が
り
ベ
ニ
ス
は
海
中
に
沈
む

と
い
う
説
も
あ
る
。

（
ワ
イ
ン
ス
タ
イ
ン
今
井
絹
江
、

写
真
も
）
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水
の
都
ベ
ニ
ス
で
洪
水

地
球
温
暖
化
で
海
面
が
上
昇
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長靴を履いて平気で歩くベニスの住民

ドゥカーレ宮殿と地下牢獄を繋げた
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南
イ
ン
ド
出
身
の
科
学
者
ア

チ
ュ
ー
ト
・
デ
ィ
シ
パ
ン
デ
さ

ん
は
妻
子
と
と
も
に
１
９
７
４

年
に
研
究
の
た
め
に
渡
米
、
ニ

ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
に
移
住
し

て
40
年
以
上
に
な
る
。
妻
の
高

安
キ
ワ
さ
ん
が
義
母
の
味
、
ベ

ジ
タ
リ
ア
ン
・
タ
ー
リ
ー
を
紹

介
し
て
く
れ
た
。

お
じ
ゃ
ま
し
て
最
初
に
出
さ

れ
た
の
は
キ
ワ
さ
ん
手
作
り
の

「
ド
ク
ラ
」
。
キ
ッ
シ
ュ
み
た
い

な
外
見
だ
が
、
小
麦
粉
に
ガ
ラ

ム
マ
サ
ラ
を
混
ぜ
た
黄
色
い
生

地
に
マ
ス
タ
ー
ド
シ
ー
ド
が
散

ら
し
て
あ
る
。
グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト

州
の
お
菓
子
と
の
こ
と
。

「
タ
ー
リ
ー
」
は
、
大
き
な

一
枚
の
皿
に
い
く
つ
か
の
料
理

具
が
並
ぶ
、
い
わ
ば
「
定
食
」
。

こ
の
日
は
、
バ
ア
ト
（
ラ
イ
ス
）
、

ム
グ
ダ
ル
（
ひ
き
割
り
緑
豆
）

の
ス
ー
プ
「
ワ
ラ
ン
」
、
豆

（
ブ
ラ
ッ
ク
ア
イ
ド
ビ
ー
ン
ズ
）

の
煮
物
「
ウ
ス
ル
」
、
ト
マ
ト

と
タ
マ
ネ
ギ
の
漬
物
「
ア
チ
ャ

ー
ル
」
（
コ
リ
ア
ン
ダ
ー
、
砕

い
た
ピ
ー
ナ
ツ
、
砂
糖
、
塩
を

加
え
る
）
、
フ
ル
ー
ツ
サ
ラ
ダ

（
バ
ナ
ナ
、
リ
ン
ゴ
、
グ
レ
ー

プ
、
ピ
ー
チ
を
ヨ
ー
グ
ル
ト
で

混
ぜ
た
も
の
）
、
グ
リ
ー
ン
チ

ャ
ト
ニ
（
チ
ャ
ツ
ネ
、
コ
リ
ア

ン
ダ
ー
、
ク
ミ
ン
、
グ
ラ
イ
ン

ド
コ
コ
ナ
ッ
ツ
、
青
唐
辛
子
を

ジ
ュ
ー
サ
ー
に
か
け
る
）
、
そ

し
て
プ
リ
ー
（
揚
げ
パ
ン
）
が

並
ん
だ
。
（
バ
ア
ト
、
ワ
ラ
ン

は
マ
ラ
テ
ィ
ー
語
）
。

ア
チ
ュ
ー
ト
さ
ん
は
ム
ン
バ

イ
に
近
い
プ
ネ
ー
出
身
で
、
デ

ィ
シ
パ
ン
デ
家
は
８
代
前
の
先

祖
が
領
主
か
ら
タ
ト
ー
レ
と
い

う
場
所
を
任
さ
れ
ヒ
ン
ズ
ー
教

の
寺
院
を
造
り
村
を
起
こ
す
よ

う
に
命
令
を
受
け
た
家
系
で
、

米
国
移
住
し
た
今
で
も
長
男
で

あ
る
ア
チ
ュ
ー
ト
さ
ん
は
寺
院

職
員
の
年
俸
を
負
担
し
て
い

る
。
そ
ん
な
家
系
と
い
う
こ
と

も
あ
り
代
々
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
。

「
イ
ン
ド
料
理
は
と
に
か
く
時

間
が
か
か
る
の
よ
」
と
言
い
、

前
日
か
ら
作
っ
て
用
意
し
て
く

れ
た
。

目
の
前
で
見
せ
て
く
れ
た
の

は
プ
リ
ー
づ
く
り
。
「
ふ
つ
う

の
小
麦
粉
を
使
う
と
ス
テ
ィ
ッ

キ
ー
に
な
っ
て
し
ま
う
」
と
言

い
、
使
う
粉
は
カ
ナ
ダ
製
の
全

粒
粉
「
チ
ャ
パ
テ
ィ
ー
フ
ラ
ワ

ー
」
。
こ
れ
に
オ
リ
ー
ブ
オ
イ

ル
、
水
、
塩
を
混
ぜ
て
、
延
べ

棒
で
直
径
10
セ
ン
チ
ほ
ど
の
円

形
に
延
ば
し
て
揚
げ
る
。
偶
然

に
も
私
は
10
年
ほ
ど
前
に
プ
ネ

ー
の
農
村
に
行
っ
た
こ
と
が
あ

り
、
女
性
の
大
切
な
仕
事
の
一

つ
が
朝
の
チ
ャ
パ
テ
ィ
ー
づ
く

り
だ
っ
た
こ
と
を
思
い
出
す
。

「
プ
ネ
ー
に
住
ん
で
い
た
時
は
、

粉
ひ
き
屋
さ
ん
が
回
っ
て
き
て

毎
日
の
よ
う
に
挽
い
て
も
ら
っ

て
い
た
」
と
キ
ワ
さ
ん
。
「
や

さ
い
売
り
も
リ
ヤ
カ
ー
で
売
り

に
来
て
い
た
」
な
ど
と
、
当
時

の
思
い
出
が
次
々
に
蘇
る
。

イ
ン
ド
料
理
と
い
え
ば
ス
パ

イ
ス
と
ハ
ー
ブ
。
キ
ワ
さ
ん
の

ス
パ
イ
ス
容
器
に
は
、
コ
リ
ア

ン
ダ
ー
、
ク
ミ
ン
、
マ
ス
タ
ー

ド
シ
ー
ド
、
フ
ェ
ネ
グ
リ
ー
ク
、

タ
ー
メ
リ
ッ
ク
、
チ
リ
、
そ
れ

に
い
ろ
い
ろ
な
ス
パ
イ
ス
を
石

臼
で
挽
い
て
調
合
し
た
ガ
ラ
ム

マ
サ
ラ
の
７
品
が
並
ぶ
。
そ
の

ほ
か
に
も
、
ア
ジ
ョ
ワ
ン
、
ア

サ
フ
ェ
テ
ィ
ー
ダ
、
カ
ス
リ
メ

テ
ィ
…
等
々
、
棚
の
奥
に
ず
ら

り
。
プ
ネ
ー
で
は
庭
に
生
え
て

い
る
カ
レ
ー
リ
ー
フ
を
使
う

と
、
本
当
に
い
い
香
り
が
し
た

そ
う
。

お
二
人
の
な
れ
そ
め
は
郵
便

局
。
科
学
者
の
ア
チ
ュ
ー
ト
さ

ん
は
東
工
大
で
研
修
中
で
、
毎

週
の
よ
う
に
郷
里
に
手
紙
を
出

し
に
来
て
い
て
郵
便
局
員
の
キ

ワ
さ
ん
と
顔
見
知
り
に
な
っ

た
。
「
帰
国
前
に
北
海
道
へ
行

く
と
い
う
か
ら
木
彫
り
を
買
っ

て
き
て
と
お
願
い
し
て
。
買
っ

て
き
て
く
れ
た
の
が
こ
れ
よ
」

と
棚
か
ら
ペ
ア
の
可
愛
い
ク
マ

ち
ゃ
ん
人
形
を
出
す
キ
ワ
さ
ん

に
、
「
郵
便
局
で
分
け
て
も
ら

っ
た
ミ
カ
ン
、
一
生
で
一
番
す

っ
ぱ
か
っ
た
」
と
言
う
ア
チ
ュ

ー
ト
さ
ん
。
「
遊
び
に
い
ら
っ

し
ゃ
い
」
と
イ
ン
ド
に
帰
国
し

た
ア
チ
ュ
ー
ト
さ
ん
か
ら
手
紙

を
も
ら
い
、
キ
ワ
さ
ん
は
日
本

に
戻
ら
な
い
覚
悟
で
和
服
姿
で

ム
ン
バ
イ
空
港
に
降
り
立
っ
た

と
い
う
。

イ
ン
ド
で
は
昼
ご
飯
は
し
っ

か
り
、
晩
ご
飯
は
軽
め
。
昼
に

は
帰
宅
し
て
家
族
と
昼
食
を
食

べ
て
午
後
に
ま
た
仕
事
に
戻
る

人
が
多
い
な
か
、
ア
チ
ュ
ー
ト

さ
ん
の
場
合
は
「
炊
き
立
て
の

ご
飯
と
お
か
ず
を
お
義
母
さ
ん

が
用
意
し
て
、
お
弁
当
運
び
屋

さ
ん
が
研
究
所
へ
運
ん
で
い

た
」
と
の
こ
と
。
夕
方
ま
で
家

族
と
一
緒
の
キ
ワ
さ
ん
は
、
マ

ラ
テ
ィ
ー
語
を
数
か
月
で
マ
ス

タ
ー
、
み
ず
み
ず
し
い
感
性
で

異
文
化
体
験
を
楽
し
む
新
婚
当

時
を
綴
っ
た
エ
ッ
セ
イ
を
残
し

て
い
る
。

食
後
に
は
チ
ャ
イ
。
鍋
に
は

取
っ
手
が
な
く
、
慣
れ
た
手
つ

き
で
ペ
ン
チ
の
よ
う
な
も
の
で

挟
ん
で
火
か
ら
お
ろ
す
。

「
実
は
、
私
は
全
然
料
理
を

し
な
か
っ
た
。
渡
米
後
に
長
期

で
遊
び
に
来
た
お
義
母
さ
ん
か

ら
習
っ
た
ん
で
す
。
だ
か
ら
い

つ
も
文
句
言
っ
て
ま
す
よ
、
本

当
の
は
こ
ん
な
ん
じ
ゃ
な
い
っ

て
」
と
笑
う
キ
ワ
さ
ん
に
無
言

の
ア
チ
ュ
ー
ト
さ
ん
。
夏
休
み

な
ど
に
は
国
内
外
に
住
む
３
人

の
子
供
の
家
族
が
集
ま
っ
て
に

ぎ
や
か
に
な
る
が
、
普
段
は
二

人
で
俳
句
を
楽
し
む
静
か
な
生

活
。
弊
社
の
新
俳
句
グ
ラ
ン
プ

リ
の
入
選
者
、
常
連
セ
ミ
フ
ァ

イ
ナ
リ
ス
ト
で
も
あ
る
。

（
小
味
か
お
る
、
写
真
も
）
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ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
・
タ
ー
リ
ー

て
づ
く
り
お
菓
子
「
ド
ク
ラ
」

チ
ャ
イ
を
テ
ィ
ー
カ
ッ
プ
入
れ
る

チ
ャ
パ
テ
ィ
ー
づ
く
り
の
延
べ
棒

と
ま
な
板

ス
パ
イ
ス
缶
と
石
臼

「ターリー」はいくつかの料理が並ぶ「定食」

夏
休
み
に
は
子
供
や
孫
が
集
ま
る

ワ
ラ
ン
を
ご
飯
に
か
け
る

https://www.korin.com/
https://kikkomanusa.com/
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ローカル

スクランブル

Brooklyn

現
代
美
術
家
の
伊
藤
知
宏

（
ち
ひ
ろ
）
が
８
月
３
日
（
土
）

か
ら
31
日
（
土
）
ま
で
、
ブ
ル

ッ
ク
リ
ン
の
ハ
コ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
グ
ラ
ン
ド
通
り
31
番
地
）
で

個
展
「
ラ
イ
ン
・
ト
ゥ
ー
・
ミ

ー
」
を
開
催
す
る
。

日
本
文
化
庁
ア
ー
テ

イ
ス
ト
イ
ン
レ
ジ
デ

ン
ス
奨
学
金
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
１
年
間
の
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
制
作
留

学
中
、
創
造
し
た
ペ

イ
ン
テ
イ
ン
グ
や
彫

刻
の
発
表
と
共
に
サ

イ
ト
ス
ペ
シ
フ
ィ
ッ

ク
の
壁
画
を
披
露
す
る
。

伊
藤
は
１
９
８
０
年
生
ま

れ
。
武
蔵
野
美
術
大
学
造
形
学

部
油
絵
科
卒
業
。
東
京
や
欧
米

を
中
心
に
活
動
し
て
い
る
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
は
３
日
（
土
）
午
後
５
時
か

ら
８
時
ま
で
。
ま
た
24
日
（
土
）

午
後
６
時
か
ら
８
時
ま
で
、
伊

藤
が
制
作
し
た
「
ジ
ョ
ナ
ス
・

メ
カ
ス
・
最
後
の
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
」
と
伊
藤
が
出
演
す
る
「
セ

ー
ブ
・
ザ
・
ラ
ス
ト
・
ダ
ン
ス

・
フ
ォ
ー
・
ミ
ー
」
の
上
映
会

が
あ
る
。

入
場
無
料
。
開
廊
時
間
は
水

曜
か
ら
日
曜
の
正
午
か
ら
午
後

６
時
ま
で
。
問
い
合
わ
せ
は
電

話
９
１
７
・
５
８
２
・
０
８
０

３
ま
で
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ

トw
w
w
.h
acon

y
c.com

、

ま
た
は
伊
藤
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

h
ttps://ch

ih
iroito.tu

m
-

blr.com

を
参
照
。

ア
パ
ー
ト
賃
貸
情
報
サ
イ
ト

の
レ
ン
ト
カ
フ
ェ
は
15
日
、
米

国
内
２
６
０
都
市
を
対
象
に
し

た
今
年
６
月
の
平
均
賃
貸
料
リ

ス
ト
を
公
表
し
、
最
も
家
賃
相

場
が
高
か
っ
た
の
は
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
だ
っ
た
。

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
６
月
の
月

額
平
均
は
４
１
９
０
ド
ル
だ
っ

た
が
、
今
年
初
頭
と
比
べ
る
と

最
高
０
・
１
％
低
下
し
て
い
る

と
い
う
。
多
く
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

カ
ー
が
賃
貸
の
高
騰
や
深
ま
る

住
宅
所
得
能
力
指
数
に
苦
悩
す

る
な
か
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
は

「
２
０
１
９
年
住
宅
安
定
お
よ

び
住
人
保
護
法
」
を
今
年
６
月

に
可
決
し
た
。

賃
貸
料
金
の
全
国
平
均
は
月

額
１
４
６
５
ド
ル
だ
っ
た
。
以

下
上
位
５
都
市
は
次
の
通
り
。

２
位
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
３

６
９
７
ド
ル
、
３
位
ボ
ス
ト
ン

３
５
０
９
ド
ル
、
４
位
は
ブ
ル

ッ
ク
リ
ン
と
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

州
サ
ン
ノ
ゼ
の
２
７
８
９
ド
ル

だ
っ
た
。
主
要
都
市
の
な
か
で

最
も
賃
貸
料
が
低
か
っ
た
の
は

オ
ク
ラ
ホ
マ
シ
テ
ィ
ー
の
７
６

９
ド
ル
、
次
い
で
テ
キ
サ
ス
州

エ
ル
パ
ソ
の
７
７
９
ド
ル
だ
っ

た
。

日
照
時
間
が
長
い
夏
季
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

の
多
く
が
閉
館
後
の
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
て
い
る
。

ク
ー
パ
ー
・
ヒ
ュ
ー
イ
ッ

ト
・
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
・
デ
ザ
イ

ン
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
東
91
丁

目

２

番

地

、

cooperh
ew
itt.org

）
は
毎

週
木
曜
、
閉
館
の
５
時
以
降
に

庭
園
を
開
放
し
、
カ
ク
テ
ル
や

ラ
イ
ブ
演
奏
を
提
供
し
て
い

る
。
Ｎ
Ｙ
州
シ
ラ
キ
ュ
ー
ス
大

学
の
教
授
で
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の

サ
ム
・
ヴ
ァ
ン
・
ア
ー
ヘ
ン
の

著
名
作
品
「
40
種
類
以
上
の
果

実
が
な
る
木
」
を
眺
め
な
が
ら

夏
ら
し
い
カ
ク
テ
ル
（
７
ド

ル
−
）
を
嗜
む
こ
と
が
で
き
る
。

入
場
料
は
16
ド
ル
（
オ
ン
ラ
イ

ン
予
約
は
14
ド
ル
）
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
近
代
美
術
館

（
Ｍ
ｏ
Ｍ
Ａ
）
は
ミ
ッ
ド
タ
ウ

ン
の
本
館
が
改
装
中
だ
が
、
ク

イ
ー
ン
ズ
の
分
館
Ｐ
Ｓ
１
（
ロ

ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
シ
テ
ィ
ー
、

ジ
ャ
ク
ソ
ン
街
22
〜
25
番
地
、

m
om
aps1.org

）
は
金
曜
午

後
４
時
か
ら
８
時
、
無
料
で
入

館
で
き
る
。
８
月
31
日
ま
で
の

毎
土
曜
の
正
午
か
ら
午
後
９
９

時
は
、
人
気
上
昇
中
の
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
の
ラ
イ
ブ
演
奏
「
ウ
ォ

ー
ム
ア
ッ
プ
」
（
当
日
券
22
ド

ル
、
事
前
購
入
18
ド
ル
）
を
開

催
中
。
カ
ク
テ
ル
（
８
ド
ル
〜
）

や
ザ
ジ
キ
を
ト
ッ
ピ
ン
グ
し
た

夏
ら
し
い
ホ
ッ
ト
ド
ッ
グ
（
12

ド
ル
）
な
ど
も
堪
能
で
き
る
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
立
博
物
館

（
５

番

街

１

２

２

０

番

地

、

m
cny
.org

）
は
、
意
外
な
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
注
目
し
た

シ
リ
ー
ズ
「
ア
ン
エ
ク
ス
ペ
ク

テ
ッ
ド
・
ペ
ア
リ
ン
グ
ス
」
を

開
催
す
る
。
初
日
の
８
月
８
日

（
木
）
は
、
ハ
ー
レ
ム
の
老
舗

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
店
シ
ュ
ガ
ー

ヒ
ル
・
ク
リ
ー
マ
リ
ー
と
醸
造

所
Ｈ
Ｈ
べ
ス
ポ
ー
ク
・
ス
ピ
リ

ッ
ツ
が
共
同
開
発
し
た
ジ
ン
・

フ
ィ
ズ
・
ア
ラ
モ
ー
ド
（
20
ド

ル
）
を
提
供
す
る
。
21
日
（
水
）

は
ム
ー
ン
ラ
イ
ト
＆
ム
ー
ビ
ー

ズ
と
題
し
て
、
チ
ャ
ー
リ
ー
・

チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
監
督
の
「
モ
ダ

ン
・
タ
イ
ム
ズ
」
（
１
９
３
６

年
）
を
上
映
。
ま
た
14
日
ま
で

の
毎
週
水
曜
夕
方
は
、
エ
ル
・

ミ
ュ
ゼ
オ
・
デ
ル
・
バ
リ
オ
と

提
携
し
た
野
外
パ
ー
テ
ィ
ー

「
ア
ッ
プ
タ
ウ
ン
・
バ
ウ
ン
ス
」

を
開
催
す
る
。

美
術
館
は

閉
館
後
も

楽
し
み
い
っ
ぱ
い

賃貸住宅値段ランキング

全米１位はマンハッタン

平均家賃 $4,190

伊藤知宏が個展
ハコギャラリーで８月３日から

「ライン・トゥー・ミー」

独自のコンテンツも充実！

「週刊ＮＹ生活ウェブ版」
スマホやタブレットからもご覧下さい！

デジタル版バックイシューも10年分保存！

www.nyseikatsu.com

https://castlehotelandspa.com/
http://www.jwsny.org
https://www.aozoragakuen.com/
http://bjafa.org/nihongogakuen/


人
生
に
成
功
す
る
た
め
に

ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。
こ
れ

は
常
に
人
が
投
げ
か
け
て
き

た
質
問
だ
。
最
近
、
よ
く
耳

に
す
る
答
え
は
、
小
さ
い
頃

に
才
能
の
あ
る
こ
と
を
始
め
、

そ
れ
だ
け
を
ず
っ
と
続
け
て

い
く
と
い
う
も
の
だ
。
今
回

紹
介
す
る
本
は
、
そ
の
考
え

に
真
っ
向
か
ら
反
対
を
唱
え

る
内
容
と
な
っ
て
い
た
。

著
者
は
環
境
化
学
の
修
士

号
を
持
ち
、
ス
ポ
ー
ツ
・
イ

ラ
ス
ト
レ
イ
テ
ッ
ド
の
シ
ニ

ア
・
ラ
イ
タ
ー
だ
。
彼
は
こ

れ
か
ら
の
社
会
で
は
ゼ
ネ
ラ

リ
ス
ト
が
勝
利
す
る
と
説
く
。

ス
ポ
ー
ツ
分
野
し
か
り
、
ま

た
、
科
学
分
野
で
も
ノ
ー
ベ

ル
賞
を
受
賞
す
る
科
学
者
は
、

自
分
の
専
門
分
野
と
は
違
っ

た
芸
術
分
野
を
も
試
し
た
人

が
圧
倒
的
に
多
い
と
い
う
。

一

分

野

だ

け

で

は

な

く

「R
ange

（
幅
）
」
を
持
っ
た

人
材
こ
そ
が
今
、
そ
し
て
こ

れ
か
ら
求
め
ら
れ
る
人
間
だ

と
す
る
、
あ
る
種
の
人
々
に

と
っ
て
は
朗
報
と
な
る
本
だ
。

（
秦
隆
司
／
ア
メ
リ
カ
ン
・
ブ

ッ
ク
・
ジ
ャ
ム
編
集
長
）

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
に
は
チ
ャ

イ
ナ
タ
ウ
ン
や
コ
リ
ア
ン
タ

ウ
ン
が
存
在
す
る
。
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
ブ
ル
バ
ー
ド
の
両

脇
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
・
モ
ー

ル
は
ハ
ン
グ
ル
（
韓
国
語
）

で
溢
れ
、
ア
メ
リ
カ
人
さ
え
、

そ
の
店
が
何
を
売
っ
て
い
る

商
売
な
の
か
分
か
ら
な
い
。

現
在
、
日
本
は
北
朝
鮮
、

韓
国
と
も
厳
し
く
対
立
し
て

い
る
。
北
朝
鮮
は
解
決
不
能

と
思
え
る
拉
致
問
題
や
核
・

ミ
サ
イ
ル
開
発
で
対
話
は
ゼ

ロ
。
韓
国
と
は
竹
島
領
有
、

従
軍
慰
安
婦
や
朝
鮮
人
労
働

者
徴
用
問
題
、
半
導
体
材
料

の
輸
出
規
制
強
化
と
先
鋭
化

す
る
ば
か
り
。
な
ぜ
、
こ
う

も
日
本
と
朝
鮮
・
韓
国
は
複

雑
で
や
や
こ
し
い
の
か
。

戦
後
現
代
史
で
、
朝
鮮
戦

争
の
勃
発
（
１
９
５
０
年
６

月
25
日
）
は
日
本
に
と
っ
て

「
幸
」
で
あ
っ
た
。
戦
後
復
興

の
大
き
な
テ
コ
、
言
い
換
え

れ
ば
現
在
の
日
本
の
繁
栄
の

経
済
的
要
因
に
こ
の
戦
争
が

貢
献
し
て
い
る
。

本
書
は
戦
争
が
勃
発
し
た

直
後
、
大
阪
で
起
き
た
吹

田
・
枚
方
事
件
を
切
り
口
に

在
日
朝
鮮
・
韓
国
人
た
ち
の

祖
国
を
め
ぐ
る
対
立
抗
争
と

裏
腹
の
暗
く
も
哀
し
い
、
大

阪
の
日
朝
・
韓
・
若
者
を

「
悲
劇
」
に
閉
じ
込
め
た
事
件

を
し
つ
っ
こ
く
追
っ
て
い
る
。
　

そ
の
背
後
に
東
西
冷
戦
対

立
が
あ
り
、
「
冷
戦
」
が
「
熱

戦
」
と
な
っ
た
の
が
朝
鮮
戦

争
。
本
書
で
は
国
際
紛
争
の

深
刻
な
対
立
下
で
起
き
た
朝

鮮
半
島
の
「
内
戦
」
を
「
国

際
内
戦
」
と
い
う
矛
盾
し
た

言
葉
で
表
現
し
て
い
る
。
　
　

日
本
は
陰
に
陽
に
こ
の
内

戦
に
巻
き
込
ま
れ
た
。
と
こ

ろ
が
突
如
、
北
朝
鮮
・
金
日

成
の
軍
隊
が
南
下
、
ソ
ウ
ル

を
占
領
さ
れ
、
慌
て
た
マ
ッ

カ
ー
サ
ー
は
吉
田
茂
に
書
簡

を
送
っ
た
。
警
察
予
備
隊
が

誕
生
、
現
在
の
自
衛
隊
に
繋

が
っ
た
。

著
者
は
そ
の
歴
史
を
在
阪

の
朝
鮮
・
韓
国
人
ら
に
フ
ォ

ー
カ
ス
し
た
。

日
本
人
で
知
る
者
は
少
な

い
が
、
済
州
（
チ
ェ
ジ
ュ
）

島
で
四
・
三
（
よ
ん
さ
ん
）

事
件
（
１
９
４
８
年
４
月
〜

54
年
９
月
）
が
起
こ
り
、
米

軍
や
韓
国
政
府
の
弾
圧
を
逃

れ
、
日
本
へ
密
航
し
た
済
州

島
民
が
日
本
へ
残
留
し
た
。

彼
ら
は
朝
鮮
半
島
が
36
度
線

で
南
北
に
分
断
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
日
本
に
い
な
が
ら

「
朝
鮮
」
か
「
韓
国
」
を
選
ぶ

こ
と
を
強
い
ら
れ
た
。
そ
こ

に
対
立
が
始
ま
る
。

吹
田
・
枚
方
事
件
は
敗
戦

の
荒
廃
が
日
本
を
覆
っ
て
い

た
１
９
５
０
年
代
、
日
本
共

産
党
が
軍
事
化
し
た
際
起
き

た
事
件
で
あ
る
。
大
阪
大
学

の
学
生
や
在
日
朝
鮮
人
が
多

く
参
加
し
た
。
後
に
裁
判
で

無
罪
と
な
っ
た
が
、
失
わ
れ

た
青
春
は
還
っ
て
こ
な
い
。

十
三
で
焼
鳥
屋
を
営
む
朝

鮮
人
夫
婦
を
縦
糸
に
新
聞
記

者
ら
の
関
心
を
横
糸
に
朝
鮮
裏

面
を
描
く
話
は
サ
ス
ペ
ン
ス
調

と
も
読
み
と
れ
興
味
深
い
。

著
者
の
西
村
秀
樹
は
大
阪

毎
日
（
Ｔ
Ｂ
Ｓ
系
）
の
放
送

記
者
で
、
『
北
朝
鮮
抑
留
〜
第

18
富
士
山
丸
事
件
の
真
相
』

（
岩
波
文
庫
）
を
書
い
た
。
６

回
平
壌
を
取
材
、
在
日
朝

鮮
・
韓
国
人
へ
目
を
向
け
な

が
ら
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
根

性
な
の
か
、
事
件
の
当
事
者

を
探
し
出
し
、
話
を
聴
く
姿

勢
が
徹
底
し
て
興
味
深
い
。

お
初
天
神
の
居
酒
屋
で
ポ

ン
と
く
れ
た
本
書
に
は
現
代

日
・
朝
・
韓
史
が
ぎ
っ
し
り

詰
ま
っ
て
い
る
。

（
北
岡
和
義
／
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
、
元
日
大
特
任
教
授
）

■リーチ先生（原田マハ、集英社文庫）1954年、大分の小
鹿田を訪れたイギリス人陶芸家バーナード・リーチと出会
った高市は、亡父の亀乃介がかつて彼に師事していたこと
を知る。日本を愛し、東洋と西洋の架け橋となったリーチ
の生涯を陶工父子の視点から描いたアート小説。■可動域
を広げよ（齋藤孝、日経プレミアシリーズ）長い人生のな
かで、日がな一日家でごろごろするか、次々とやりたいこ
とが見つかるかは、あなたの心掛け次第。得意分野を少し
ずつ広げる、偶然の出会いを見逃さない、カラダとココロ
を柔軟にして可動域を広げる、「人生ストレッチ」のすすめ。
■生還（小杉健治、集英社文庫）鶴見弁護士は、24年前に
妻の美紗を殺害したと疑われた悠木と冤罪被害者の会で知
り合う。彼は失踪した妻を捜しに岐阜の郡上八幡へ通い続
けていたが、そのころジャーナリストの辰巳が刺殺され、
悠木と接触した形跡があったため、また疑われてしまう。
美紗の失踪に隠された真相とは。■１時間でわかるアイヌ
の文化と歴史（瀬川拓郎監修、宝島社新書）神（カムイ）
である自然と共生する文化を持つアイヌと彼らの貴重な写
真が満載された本。通常国会でアイヌ法が制定される予定
で注目を集める今年、アイヌ研究の第一人者である瀬川拓
郎氏を監修に、過去から現在までの彼らの信仰世界、自然、
生活、美、文化、歴史などを7章にわたり解説する。■死と
エロスの旅（壇蜜、集英社）ネパールのカトマンズ、メキ
シコのマヤ・アステカ、タイのバンコクを訪れたタレント
の壇蜜が死生観をめぐる紀行本。NHK・BSで放映された
番組の書籍化。芸能界に入る前に遺体を修復・保存処理す
るエンバーマーをしていた経験のある壇蜜だからこその死
への思いに共感する。■平成野球30年の30人（石田雄太、
文藝春秋）野茂や松坂の剛球、そしてＷＢＣの歓喜。中畑、
清原、桑田、ダルビッシュ、そして大谷翔平まで、ベースボールライター
が解説する平成のスタジアムを彩った野球人30人の栄光と不屈のストーリ
ー。懐かしいエピソードが満載のプロ野球ファン必読書。（高田由起子）

■書籍データ／資料提供・紀伊國屋書店ＮＹ本店

2019年（令和元年）7月27日（土） 週刊NY生活　SHUKAN NEW YORK SEIKATSU ［書　籍］　(14)

BOOKS

イ
ギ
リ
ス
人
陶
芸
家
の
生
涯
を
描
く
ア
ー
ト
小
説
。
身
体
と
心
を
柔
軟
に
す
る
「
人
生
ス

ト
レ
ッ
チ
」
の
す
す
め
。
鶴
見
弁
護
士
シ
リ
ー
ズ
10
巻
目
。
こ
の
一
冊
で
ア
イ
ヌ
が
わ
か
る
。

壇
蜜
が
死
生
観
を
辿
る
紀
行
。
平
成
の
ス
タ
ジ
ア
ム
を
彩
っ
た
野
球
人
30
人
の
栄
光
。

■ 即買える新刊を紹介 ■

日・韓・朝という歴史的難問

▲クリックすると新刊購入サイトへ！

三一書房・刊

西村 秀樹・著

幅
の
あ
る
人
こ
そ
が
成
功
す
る

Range
Written by David Epstein

Published by Riverhead Books

AMERICAN BOOK JAM

https://usa.kinokuniya.com/
https://usa.kinokuniya.com/
http://www.jwsnj.org/


ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
パ
ー
ク
ス

ロ
ー
プ
地
区
に
日
本
文
化
と
芸

術
を
発
信
す
る
場
所
と
し
て
Ｊ

コ
ラ
ボ
と
い
う
施
設
が
あ
る
。

今
月
27
日
、
そ
こ
に
併
設
す
る

形
で
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
化
粧

品
、
ヘ
ア
、
ネ
イ
ル
ア
ー
ト
な

ど
が
入
居
す
る
ブ
ル
ッ
ク
リ

ン
・
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
・
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
・
ラ
ボ
（
Ｂ
Ｂ
Ｆ
Ｌ
）

が
内
装
や
展
示
販
売
商
品
を
一

新
し
て
生
ま
れ
変
わ
る
。
日
本

全
国
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
現
代

的
な
日
本
の
商
品
や
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
、
携
帯
ケ
ー
ス
か
ら
手
ぬ

ぐ
い
ま
で
並
び
、
さ
な
が
ら

「
日
本
文
化
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
プ

レ
イ
ス
」
の
よ
う
な
賑
わ
い
だ
。

日
本
の
地
方
、
そ
の
土
地
を
代

表
す
る
名
品
や
工
芸
品
が
と
こ

ろ
狭
し
と
並
ぶ
。
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
か
ら
近
い
と
は
言
え
な
い
こ

の
場
所
に
、
京
都
市
長
を
始
め
、

日
本
全
国
の
地
方
自
治
体
の
視

察
が
あ
と
を
た
た
な
い
。
最
近

で
は
地
元
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
住

民
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
溜
ま

り
場
、
日
本
文
化
と
の
接
点
と

し
て
の
役
割
も
果
た
し
て
い

る
。
こ
の
場
所
を
使
っ
て
日
本

文
化
発
信
の
拠
点
に
し
た
い
と

言
う
現
Ｊ
コ
ラ
ボ
代
表
の
佐
賀

関
等
さ
ん
に
、
ポ
ン
と
こ
の
ビ

ル
を
提
供
し
た
の
が
ア
ー
ト
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
下
田
幸
知
さ

ん
だ
。

下
田
さ
ん
は
１
９
６
４
年
に

そ
れ
ま
で
東
京
で
勤
め
て
い
た

コ
ン
グ
ロ
マ
リ
ッ
ト
の
秘
書
を

辞
め
て
パ
ー
ソ
ン
ズ
・
ス
ク
ー

ル
・
オ
ブ．

デ
ザ
イ
ン
に
留
学
、

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
を
学

ん
だ
。
２
年
後
に
移
っ
た
Ｎ
Ｙ

市
立
大
を
卒
業
後
、
コ
ル
ベ
ッ

ト
百
貨
店
の
宣
伝
部
に
就
職
し

て
広
告
作
り
に
従
事
し
た
。

「
で
も
ね
、
百
貨
店
の
宣
伝
部

の
仕
事
は
、
当
た
り
前
だ
け
ど

百
貨
店
の
仕
事
の
枠
を
出
な

い
。
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
に
で
も
な

ら
な
い
限
り
ど
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン

に
行
っ
て
も
堂
々
巡
り
な
の

よ
」
と
見
切
り
を
つ
け
て
自
立

を
決
め
た
。
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
が

つ
い
て
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
と

し
て
活
動
を
始
め
る
と
、
日
本

の
友
人
に
贈
る
た
め
に
作
っ
た

ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
が
売
れ
、

大
手
ス
ー
パ
ー
の
Ａ
＆
Ｓ
や
書

店
バ
ー
ン
ズ
＆
ノ
ー
ブ
ル
で
販

売
さ
れ
た
。
そ
の
こ
ろ
彫
刻
家

の
下
田
治
と
結
婚
、
80
年
代
に

は
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
ア
ー
ト
か
ら

日
本
で
美
術
館
ブ
ー
ム
と
な

り
、
日
本
か
ら
美
術
関
係
の
仕

事
が
殺
到
し
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
と
し
て
多
忙
を
極
め
る
日
々

を
送
っ
た
。
日
本
の
大
手
新
聞

数
紙
に
も
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
通
信

を
書
い
た
。
２
０
０
０
年
に
夫

の
治
が
亡
く
な
っ
た
あ
と
は
、

ア
ー
ト
活
動
に
戻
り
、
画
家
の

西
田
翔
冠
さ
ん
と
共
に
芸
術
交

流
拠
点
を
作
っ
た
の
が
現
在
の

Ｊ
コ
ラ
ボ
の
前
身
だ
。
下
田
さ

ん
に
よ
る
と
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

で
活
動
す
る
日
本
人
作
家
は
、

発
表
の
場
所
を
探
す
の
に
苦
労

す
る
こ
と
が
多
い
。
日
本
に
向

け
て
自
分
の
作
品
を
発
信
す
る

手
段
を
確
保
す
る
の
も
難
し

い
」
と
い
う
。
そ
ん
な
芸
術
家

た
ち
に
ビ
ル
の
部
屋
を
住
ま
い

や
ア
ト
リ
エ
と
し
て
提
供
し
た

り
、
食
事
を
作
っ
た
り
、
若
手

作
家
を
支
援
し
て
き
た
。
自
ら

も
創
作
活
動
に
励
み
、
今
月
27

日
ま
で
チ
ェ
ル
シ
ー
の
プ
リ
ン

ス
・
ス
ト
リ
ー
ト
・
ギ
ャ
ラ
リ

ー
（
西
25
丁
目
５
３
０
番
地
４

階

／

P
rin

ce
S

treet
G

allery
530 w

sest
25th

St./

電
話
６
４
６
・
２
３
０
・

０
２
４
６
）
で
個
展
「
最
後
の

晩
餐
２
０
１
９
」
を
開
催
中
だ
。

レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
没

後
５
０
０
年
を
記
念
し
制
作
し

た
新
作
15
枚
余
り
の
大
作
が
並

ぶ
。ダ

ヴ
ィ
ン
チ
の
最
後
の
晩
餐

は
誰
も
が
口
を
閉
じ
て
い
る

が
、
手
の
動
き
だ
け
は
饒
舌
だ
。

下
田
さ
ん
は
、
絵
か
ら
人
物
を

抜
き
、
食
卓
の
食
べ
物
を
抜
き
、

引
き
算
の
ア
ー
ト
を
油
彩
で
表

現
し
て
い
る
。
最
終
日
27
日
夕

に
は
個
展
会
場
で
作
家
ト
ー
ク

を
予
定
し
て
い
る
。

「
私
の
運
命
は
、
ホ
ラ
を
吹
い

て
い
れ
ば
そ
れ
が
現
実
に
な
る

の
だ
と
か
翔
冠
さ
ん
が
私
の
こ

と
を
言
っ
て
ま
し
た
が
、
確
か

に
、
ラ
イ
フ
・
イ
ズ
・
ア
・
シ

リ
ア
ス
・
ジ
ョ
ー
ク
（L

ife
is

a
serious

joke

＝
『
人
生
は

大
真
面
目
な
冗
談
』
）
か
も
し

れ
な
い
わ
ね
」
と
い
っ
て
サ
ン

グ
ラ
ス
の
中
で
目
を
細
め
た
。
　
　

（
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
も
）

◇

■
Ｂ
Ｂ
Ｆ
Ｌ
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
＝

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
・
ビ
ュ
ー
テ

ィ
ー
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
ラ
ボ

（
Ｂ
Ｂ
Ｆ
Ｌ
）
の
グ
ラ
ン
ド
・

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
は
27
日
（
土
）
と
28
日

（
日
）
の
両
日
と
も
に
午
後
１

時
か
ら
午
後
６
時
ま
で
開
催
。

場

所

は

B
B

F
L

&
 J+

B
D

esign

（

300 7th
Street

B
ro

o
k

ly
n

, 
N

Y
1

1
2

1
5

電
話
・

３
４
７
・

９
８
７
・

３
２
１
７
）
詳
細
はE

-M
ail

:
jplusbcafe@

gm
ail.com

NY生活ウーマン
週刊NY生活は、家庭や職場、学校で美しく生きる女性たちを応援します。

Ｎ
Ｙ
発
信
の
ア
ー
ト
と
文
化
を
支
援
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www.sjacny.wordpress.com

アートコンサルタント

下田 幸知さん

箏
・
三
味
線
演
奏
家
の
木

村
伶
香
能
に
よ
る
コ
ン
サ
ー

ト
シ
リ
ー
ズ
第
15
回
「
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
四
季
〜
日
本
音

楽
の
彩
り
〜
夏
」
が
８
月
10

日
（
土
）
午
後
４
時
か
ら
Ｃ

Ｒ
Ｓ
（
４
番
街
１
２
３
番
地

３
階
ホ
ワ
イ
ト
ル
ー
ム
）
で

開
催
さ
れ
る
。
（
主
催：

Ｃ
Ｒ

Ｓ
、
後
援：

マ
ー
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
）

今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

陽
炎
の
踊
り
（
中
能
島
欣
一

作
曲
）
と
雨
夜
の
月
（
中
能

島
松
声
作
曲
）
〜
浮
世
絵
と

巡
る
悲
し
き
道
行
。
イ
ベ
ン

ト
で
は
「
も
ち
凛
」
の
和
菓

子
も
提
供
さ
れ
る
。
入
場
料

は
30
ド
ル
。
問
い
合
わ
せ
・

チ
ケ
ッ
ト
予
約
は
電
話
２
１

２
・
６
７
７
・
８
６
２
１
、

ま
た
は
オ
ン
ラ
イ
ン
か
ら
。

詳

細

は

ウ

ェ

ブ

サ

イ

ト

https://crsny
.org

日
本
音
楽
の
彩
り

夏

木
村
伶
香
能
Ｃ
Ｒ
Ｓ
で

世界からＮＹの今が読める！便利な

「週刊ＮＹ生活ウェブ版」
スマホやタブレットからでも！

生活アンテナＤＸコーナーをご覧下さい！

www.nyseikatsu.com

https://crsny.org
https://artofhaiku.org/
http://hmakabelcsw.wixsite.com/counseling
http://www.salon-oasis.net
https://nyseikatsu.com/gallery/
http://www.idocenter.com
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STUDENT  LIFE
週刊NY生活・アメリカの学校紹介と学生ライフのページ

暑
い
夏
だ
か
ら
こ
そ
、
す

こ
し
の
涼
を
、
こ
と
さ
ら
う

れ
し
く
感
じ
る
。「
横
顔
の
君
」

は
、
こ
ち
ら
を
向
き
も
せ
ず
、

淡
々
と
団
扇
を
動
か
し
て
い

る
け
れ
ど
、
お
そ
ら
く
、
涼

を
お
す
そ
分
け
し
て
く
れ
て

い
る
の
だ
ろ
う
。
こ
ち
ら
ま

で
届
く
風
は
か
す
か
だ
が
、

う
れ
し
さ
は
胸
い
っ
ぱ
い
に

広
が
っ
た
。

季
語
＝
団
扇(

夏) 

団(

う
ち

わ)

、
白
団
扇
、
絵
団
扇
、
絹

団
扇
、
奈
良
団
扇
、
古
団
扇
。

扇
は
外
出
や
儀
式
に
使
わ
れ

る
こ
と
が
多
く
改
ま
っ
た
印

象
が
あ
る
が
、
団
扇
は
家
庭

で
使
用
す
る
な
ど
、
く
つ
ろ

い
だ
感
じ
が
あ
る
。

気
温
や
風
、
雲
の
雰
囲
気

か
ら
、
そ
ろ
そ
ろ
来
そ
う
だ
、

と
勘
が
は
た
ら
い
て
、
折
り

た
た
み
傘
に
手
を
伸
ば
し
な

が
ら
、
空
を
見
上
げ
る
こ
と

が
あ
る
。
突
き
刺
す
よ
う
な

閃
光
を
見
に
し
た
時
、
空
だ

け
で
な
く
自
分
ま
で
、
痛
み

を
感
じ
た
気
が
し
た
。
空
か

ら
涙
が
零
れ
落
ち
る
の
も
無

理
は
な
い
、
と
妙
に
納
得
し

た
気
持
ち
で
傘
を
広
げ
、
雨

を
受
け
止
め
る
。

季
語
＝
驟
雨(

夏) 

盛
夏
の
に

わ
か
雨
。
急
に
降
っ
て
来
る

激
し
い
雨
が
、
涼
を
も
た
ら

す
こ
と
も
。
雷
を
伴
い
午
後

に
降
る
こ
と
が
多
い
夕
立
と
、

ほ
と
ん
ど
同
じ
意
味
と
し
て

使
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

＊
新
俳
句
グ
ラ
ン
プ
リ
（
特
別

協
賛：

北
米
伊
藤
園
）
は
応
募

作
品
を
募
集
中
。
18
歳
未
満
部

門
や
学
校
賞
も
設
置
。

問
い
合
わ
せ
は
電
話
２
１

２
・
２
１
３
・
６
０
６
９
、
ま

た

は

Ｅ

メ

ー

ルh
aiku

grandprix@
gm

ail.com

ま

で
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

w
w

w
.artofhaiku.org

を
参

照
。

▼
お
お
た
か
・
し
ょ
う
＝
俳

人
／
京
都
造
形
芸
術
大
学
非

常
勤
講
師
／
北
米
伊
藤
園
新

俳
句
グ
ラ
ン
プ
リ
審
査
員

閃
光

せ
ん
こ
う

が
天
傷

て
ん
き
ず

つ
け
て
驟
雨

し
�
う
う

く
る

応募作品受け付け中

新
俳
句
グ
ラ
ン
プ
リ

大
高
翔
の
俳
句
の
コ
コ
ロ

⑲

8月

葉月
はづき

横
顔

よ
こ
が
お
の
君き
み

の
団
扇

う
ち
わ

に
風か
ぜ

も
ら
ふ

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
在
住
の
小

説
家
、
小
手
鞠
る
い
さ
ん
の
小

説
『
あ
る
晴
れ
た
夏
の
朝
』

（
偕
成
社
）
が
第
65
回
青
少
年

読
書
感
想
文
全
国
コ
ン
ク
ー
ル

（
中
学
生
の
部
）
の
課
題
図
書

と
し
て
選
出
さ
れ
た
。

同
書
は
、
ア
メ
リ
カ
の
８
人

の
高
校
生
が
広
島
・
長
崎
に
落

と
さ
れ
た
原
子
爆
弾
の
是
非
を

肯
定
派
・
否
定
派
に
分
か
れ
て

公
開
討
論
（
デ
ィ
ベ
ー
ト
）
す

る
様
子
が
描
か
れ
る
。
登
場
人

物
は
主
人
公
で
あ
る
日
系
ア
メ

リ
カ
人
の
メ
イ
を
は
じ
め
、
ア

イ
ル
ラ
ン
ド
系
、
中
国
系
、
ユ

ダ
ヤ
系
、
ア
フ
リ
カ
系
と
ル
ー

ツ
は
さ
ま
ざ
ま
。
日
米
双
方
か

ら
見
た
歴
史
に
つ
い
て
、
ま
た
、

ア
メ
リ
カ
の
高
校
生
が
デ
ィ
ベ

ー
ト
の
た
め
に
資
料
を
準
備

し
、
ど
の
よ
う
に
議
論
を
す
る

の
か
な
ど
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
。公

益
社
団
法
人
全
国
学
校
図

書
館
協
議
会
（
Ｓ
Ｌ
Ａ
）
と
毎

日
新
聞
が
主
催
す
る
同
コ
ン
ク

ー
ル
は
、
小
学
生
か
ら
高
校
生

ま
で
を
対
象
に
読
書
活
動
の
振

興
等
を
目
的
に
１
９
５
５
年
か

ら
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
。
対

象
図
書
は
「
課
題
図
書
」
と
、

自
由
に
選
べ
る
「
自
由
図
書
」

が
あ
り
、
近
年
は
毎
年
４
０
０

万
編
を
超
え
る
応
募
が
あ
る
。

感
想
文
は
個
人
応
募
で
は
な

く
学
校
単
位
で
の
参
加
と
な
る

が
、
海
外
に
あ
る
日
本
人
学
校

か
ら
の
応
募
も
可
能
。
海
外
日

本
人
学
校
、
補
習
授
業
校
、
私

立
在
外
教
育
施
設
在
籍
者
の
応

募
は
９
月
30
日
（
月
）
必
着
で

Ｓ
Ｌ
Ａ
に
て
受
け
付
け
る
。
現

地
校
の
み
の
在
籍
者
の
応
募
は

不
可
。
入
賞
者
は
在
籍
校
を
通

じ
て
本
人
に
通
知
さ
れ
、
来
年

２
月
に
毎
日
新
聞
な
ど
の
紙
上

で
発
表
さ
れ
る
。

著
者
の
小
手
鞠
さ
ん
は
「
来

年
東
京
で
開
か
れ
る
入
賞
者
受

賞
式
典
に
は
著
者
と
し
て
出
席

す
る
が
、
同
じ
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

か
ら
の
入
賞
者
が
そ
こ
に
い
た

ら
う
れ
し
い
で
す
ね
。
い
ま
か

ら
で
も
間
に
合
う
の
で
ぜ
ひ
読

ん
で
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
る
。

小
説
『
あ
る
晴
れ
た
夏
の
朝
』

は
小
手
鞠
さ
ん
に
よ
る
と
「
本

書
は
、
純
粋
な
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

で
、
人
物
、
場
面
、
会
話
な
ど
、

す
べ
て
私
の
創
作
物
」
な
の
だ

と
い
う
。

そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
な
お

一
層
の
こ
と
、
米
国
の
現
地
校

と
日
本
語
補
習
授
業
校
に
通
う

在
米
の
日
本
人
中
学
生
た
ち
こ

そ
「
事
実
と
し
て
の
原
爆
の
是

非
を
問
う
教
室
の
現
場
の
体

験
」
を
伝
え
る
絶
好
の
チ
ャ
ン

ス
で
は
な
い
か
。
在
米
読
者
な

ら
で
は
の
現
実
の
教
室
や
生
活

体
験
を
通
し
た
視
点
で
感
想
文

を
書
く
な
ら
ば
、
読
み
応
え
の

あ
る
肉
厚
の
読
書
感
想
が
書
け

る
は
ず
だ
。
本
の
帯
に
あ
る
通

り
、
あ
な
た
が
、
９
人
目
の
登

場
人
物
と
し
て
論
を
展
開
し
て

は
ど
う
か
。

（
三
）

応
募
要
領
な
ど
詳
細
は
ウ
ェ

ブ
サ
イ
トw

w
w

.j-sla.or.jp/

を
参
照
。

第
65
回
青
少
年
読
書
感
想
文
全
国
コ
ン
ク
ー
ル

原
爆
討
論
の
課
題
図
書

『
あ
る
晴
れ
た
夏
の
朝
』（
偕
成
社
）

在米小説家

小手鞠さん執筆

水族館へ
リセ・ケネディ

サマースクール

リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学

校
（
高
松
さ
な
え
校
長
）
の
サ

マ
ー
ス
ク
ー
ル
で
は
、
18
日
、

コ
ネ
テ
ィ
カ
ッ
ト
の
ノ
ー
ウ
ォ

ー
ク
に
あ
る
マ
リ
タ
イ
ム
水
族

館
で
校
外
学
習
を
実
施
し
た
。

外
は
あ
い
に
く
の
豪
雨
だ
っ
た

が
、
子
供
た
ち
は
屋
内
で
幻
想

的
な
海
の
世
界
を
約
２
時
間
、

学
習
し
た
。

入
場
口
付
近
に
あ
る
エ
イ
や

小
型
の
サ
メ
に
直
に
触
る
こ
と

が
で
き
る
水
槽
に
、
ま
ず
子
供

た
ち
は
大
喜
び
。
こ
の
水
槽
の

魚
は
人
に
慣
れ
て
お
り
、
次
々

に
人
に
近
づ
い
て
く
る
。
「
ツ

ル
ツ
ル
し
て
気
持
ち
い
い
。
２

６
回
も
触
っ
た
」
と
言
う
子
も

い
た
。
大
型
の
サ
メ
や
ウ
ミ
ガ

メ
が
悠
然
と
泳
ぐ
大
型
水
槽

や
、
オ
ッ
ト
セ
イ
の
餌
付
け
シ

ョ
ー
な
ど
が
主
な
見
ど
こ
ろ
。

水
中
の
迫
力
あ
る
泳
ぎ
と
は
対

照
的
に
、
水
面
か
ら
一
気
に
岩

場
に
飛
び
出
し
、
係
員
の
前
に

チ
ョ
コ
ン
と
座
っ
て
挨
拶
す
る

オ
ッ
ト
セ
イ
の
か
わ
い
ら
し
い

姿
が
、
子
供
た
ち
の
笑
い
を
誘

っ
て
い
た
。

中
学
の
部

締
め
切
り

９
月
30
日

課
題
図
書
の
小
説

『
あ
る
晴
れ
た
夏
の
朝
』

著
者
の
小
手
鞠
さ
ん

http://villagewellusa.com
https://satoricollegeplanning.com/
http://shidogakuin.com
http://www.betteratmath.com
http://www.gwjs.org
http://www.newjersryjapaneseschool.org
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Ｎ
Ｙ
育
英
学
園
ダ
ブ
ル
ダ
ッ

チ
チ
ー
ム
は
、
６
月
25
日
か
ら

29
日
ま
で
フ
ロ
リ
ダ
州
オ
ー
ラ

ン
ド
で
行
わ
れ
た
「
Ｕ
Ｓ
Ａ
ジ

ャ
ン
プ
ロ
ー
プ
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
」
に
参

加
し
、
単
縄
部
門
・
ダ
ブ
ル
ダ

ッ
チ
部
門
と
も
に
優
勝
を
果
た

し
た
。
３
年
連
続
参
加
と
な
る

同
学
園
は
、
２
人
の
回
し
手
が

回
す
縄
の
な
か
で
軽
快
に
飛
ぶ

ダ
ブ
ル
ダ
ッ
チ
部
門
に
加
え
、

今
大
会
で
は
二
重
跳
び
や
駆
け

足
跳
び
の
回
数
を
競
う
単
縄
部

門
に
も
参
加
し
た
。
同
大
会
は

全
米
で
行
わ
れ
た
各
地
域
予
選

を
勝
ち
抜
い
た
上
位
５
人
が
参

加
で
き
、
50
以
上
の
団
体
、
計

５
０
０
人
以
上
が
参
加
し
た
。

初
日
は
個
人
種
目
の
単
縄
。

各
州
の
代
表
が
集
ま
る
な
か

で
、
男
子
30
秒
二
重
跳
び
10
歳

部
門
で
田
窪
暖
く
ん
、
男
子
30

秒
駆
け
足
跳
び
10
歳
部
門
で
藤

井
雄
大
く
ん
、
12
歳
以
下
１
分

間
駆
け
足
跳
び
で
廣
井
翔
く
ん

が
優
勝
を
果
た
し
た
。

ダ
ブ
ル
ダ
ッ
チ
の
行
わ
れ
る

３
日
目
、
３
人
で
回
し
手
を
交

換
し
な
が
ら
40
秒
ず
つ
跳
ぶ
ス

ピ
ー
ド
リ
レ
ー
と
２
人
が
１
分

ず
つ
跳
ぶ
ペ
ア
ス
ピ
ー
ド
に
参

加
し
た
。
同
学
園
か
ら
は
10
歳

以
下
、
12
歳
以
下
、
14
歳
以
下

の
３
チ
ー
ム
が
出
場
。
昨
年
わ

ず
か
２
回
の
差
で
優
勝
を
逃

し
、
「
今
度
こ
そ
は
優
勝
す

る
！
」
と
意
気
込
ん
で
い
た
14

歳
以
下
チ
ー
ム
の
中
学
２
年
の

篠
田
海
音
く
ん
は
、
１
年
間
練

習
を
積
み
重
ね
、
見
事
27
チ
ー

ム
中
で
優
勝
し
て
表
彰
台
の
頂

点
で
笑
顔
を
見
せ
た
。
ま
た
、

10
歳
以
下
の
部
門
で
は
２
２
９

回
を
跳
び
、
大
会
新
記
録
を
樹

立
し
た
。

大
会
新
記
録
を
樹
立

ダ
ブ
ル
ダ
ッ
チ
全
米
大
会

NY育英

リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学

校
（
高
松
さ
な
え
校
長
）
の
サ

マ
ー
ス
ク
ー
ル
で
16
日
、
ク
イ

ー
ン
ズ
カ
ン
ト
リ
ー
農
園
で
校

外
学
習
を
実
施
し
た
。

農
園
に
到
着
後
、
ま
ず
は
ヘ

イ
ラ
イ
ド
に
乗
り
、
椅
子
に
見

立
て
た
干
し
草
に
座
り
な
が
ら

農
園
内
を
一
周
。
牛
や
ア
ル
パ

カ
、
豚
、
羊
な
ど
に
子
供
た
ち

は
歓
声
を
上
げ
た
。
そ
の
後
、

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
園
内
を

散
策
。
ニ
ワ
ト
リ
農
場
で
は
牝

鶏
の
産
卵
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
、
卵
と
ヒ
ヨ
コ
の
誕
生
に
つ

い
て
案
内
人
に
熱
心
に
質
問
す

る
児
童
も
い
た
。
ま
た
、
ヤ
ギ

に
各
々
、
手
か
ら
干
し
草
を
食

べ
さ
せ
な
が
ら
、
「
ア
ゴ
ヒ
ゲ

が
長
い
！
」
「
き
っ
と
１
５
０

歳
位
じ
ゃ
な
い
？
」
な
ど
と
話

し
、
動
物
と
の
触
れ
合
い
を
楽

し
ん
で
い
た
。
ハ
ー
ブ
園
で
は

ミ
ン
ト
や
バ
ジ
ル
を
摘
み
、
持

参
し
た
水
筒
に
入
れ
て
ハ
ー
ブ

を
味
わ
う
児
童
も
い
た
。
最
後

は
涼
し
い
木
陰
で
お
弁
当
を
広

げ
、
友
達
と
今
日
の
体
験
を
話

し
合
っ
て
い
た
。

農園で校外学習

リセ・ケネディ日本人学校

サマースクールで

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園

（
Ｎ
Ｊ
州
イ
ン
グ
ル
ウ
ッ
ド
ク

リ
フ
ス
、
岡
本
徹
学
園
長
）
で

は
、
６
月
24
日
か
ら
幼
児
部
サ

マ
ー
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
（
竹
山
輝

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）
が
行
わ
れ
て

い
る
。
「
地
球
探
検
」
を
テ
ー

マ
に
、
ち
ら
し
寿
司
作
り
や
流

し
そ
う
め
ん
体
験
、
空
手
や
墨

流
し
染
め
製
作
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
を
楽
し
ん
で
い
る
。

11
日
に
行
わ
れ
た
オ
ー
プ
ン

ハ
ウ
ス
で
は
、
学
園
全
体
が
日

本
の
夏
祭
り
さ
な
が
ら
に
飾
り

付
け
ら
れ
た
。
縁
日
開
始
の
合

図
と
と
も
に
各
ク
ラ
ス
で
子
供

た
ち
が
作
っ
た
７
つ
の
お
神
輿

が
学
園
を
回
り
、
「
わ
っ
し
ょ

い
。
わ
っ
し
ょ
い
」
と
声
が
響

い
た
。

育
英
サ
マ
ー

地
球
探
索
テ
ー
マ

夏
祭
り
も
楽
し
む

Ｑ

数
か
月
先
に
帰
国
が
決
ま

り
ま
し
た
。
現
在
、
小
学
２
年

生
の
長
女
と
キ
ン
ダ
ー
の
次
女

は
現
地
校
に
通
っ
て
い
ま
す
。

こ
ち
ら
に
赴
任
し
て
４
年
強

で
、
姉
妹
の
会
話
は
英
語
で
す
。

４
〜
５
年
後
に
は
ま
た
英
語
圏

へ
の
赴
任
が
あ
る
と
聞
い
て
い

る
た
め
、
な
ん
と
か
英
語
力
を

維
持
さ
せ
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
帰
国
後
は
通
学
圏
内
に
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル

が
な
く
、
公
立
小
・
公
立
幼
稚

園
に
通
う
予
定
な
の
で
、
全
く

英
語
に
触
れ
る
機
会
は
な
い
と

思
う
と
不
安
で
す
。
幼
少
期
に

身
に
付
け
た
英
語
は
す
ぐ
に
忘

れ
て
し
ま
う
と
い
う
話
を
よ
く

聞
く
の
で
す
が
、
次
回
の
赴
任

時
に
備
え
て
、
ど
の
よ
う
に
英

語
力
を
維
持
し
て
い
っ
た
ら
よ

い
で
し
ょ
う
か
。
低
学
年
向
け

の
方
法
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ

さ
い
。

Ａ

現
地
で
何
不
自
由
な
く
英

語
で
会
話
し
て
い
た
低
年
齢
の

お
子
さ
ん
が
、
帰
国
後
あ
っ
と

い
う
間
に
英
語
を
忘
れ
て
し
ま

っ
た
と
い
う
話
は
よ
く
聞
き
ま

す
。
わ
が
家
も
小
学
２
年
生
の

娘
を
連
れ
て
帰
国
し
た
際
に

は
、
そ
の
よ
う
な
体
験
談
を
聞

き
心
配
し
た
も
の
で
す
。
そ
こ

で
せ
っ
か
く
身
に
つ
け
た
英
語

力
を
少
し
で
も
維
持
さ
せ
た
い

と
考
え
リ
サ
ー
チ
し
た
と
こ

ろ
、
す
ぐ
に
忘
れ
て
し
ま
う
の

は
読
み
書
き
を
習
う
前
の
幼
児

期
の
右
脳
優
位
の
時
期
と
の
こ

と
で
、
読
み
書
き
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
、
つ
ま
り
右
脳
優
位

か
ら
左
脳
優
位
に
な
る
時
期
に

絵
本
や
本
を
読
む
習
慣
を
身
に

つ
け
る
こ
と
で
英
語
力
が
維
持

で
き
る
そ
う
で
す
。
日
本
で
販

売
さ
れ
て
い
る
英
語
の
本
は
と

て
も
高
価
で
す
が
、
幸
い
ま
だ

帰
国
前
と
の
こ
と
で
す
の
で
、

現
地
の
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
や
古
本

市
な
ど
で
た
く
さ
ん
購
入
し
て

お
い
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。
我
が
家
の
場
合
、
英
語
の

ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
も
と
て
も
役
立

ち
ま
し
た
。

次
に
、
習
い
事
と
し
て
英
会

話
教
室
の
よ
う
な
所
を
い
く
つ

か
見
学
し
ま
し
た
が
、
帰
国
子

女
に
特
化
し
た
教
室
は
少
な

く
、
英
語
力
に
合
わ
せ
る
と
中

学
生
と
同
じ
ク
ラ
ス
に
入
れ
ら

れ
て
し
ま
う
し
、
か
と
い
っ
て

同
年
代
の
ク
ラ
ス
で
は
や
さ
し

過
ぎ
て
あ
ま
り
意
味
が
な
い
よ

う
に
感
じ
ま
し
た
の
で
、
自
宅

の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
マ
ン
ツ
ー
マ

ン
で
行
う
「
オ
ン
ラ
イ
ン
英
会

話
」
を
利
用
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
思
っ
た
よ
り
手
軽
で
コ
ス
ト

的
に
も
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
の

で
、
気
の
合
う
先
生
に
出
会
う

こ
と
が
で
き
た
ら
と
て
も
有
効

だ
と
思
い
ま
す
。
英
会
話
も
英

文
法
も
ど
ち
ら
も
対
応
可
と
い

う
ス
ク
ー
ル
が
人
気
の
よ
う
で

す
。
な
お
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
は

英
会
話
だ
け
で
英
文
法
は
英
語

教
室
で
学
ぶ
と
い
う
話
も
よ
く

聞
き
ま
し
た
。

家
で
気
軽
に
と
い
う
点
で

は
、
Ｃ
Ｓ
放
送
や
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
で
観
る
英
語
の
番
組
も
お

勧
め
で
す
。
娘
が
ア
メ
リ
カ
で

観
て
い
た
番
組
を
日
本
で
も
ど

う
し
て
も
観
た
い
と
の
こ
と
で

契
約
し
た
の
で
す
が
、
特
に
英

語
保
持
の
た
め
と
い
う
意
識
は

無
か
っ
た
も
の
の
、
実
際
は
こ

れ
が
一
番
有
効
だ
っ
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
幼
い

頃
は
ア
ニ
メ
で
し
た
が
、
だ
ん

だ
ん
と
ア
メ
リ
カ
の
テ
ィ
ー
ン

エ
イ
ジ
ャ
ー
向
け
の
ド
ラ
マ
や

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
映
画
を
見
る
よ

う
に
な
り
、
一
気
に
語
彙
が
増

え
て
い
き
ま
し
た
。
劇
中
歌
を

一
緒
に
歌
い
た
い
、
早
く
歌
詞

を
覚
え
た
い
と
い
う
気
持
ち
が

強
か
っ
た
よ
う
で
す
。

ほ
か
に
は
、
何
か
目
標
を
定

め
る
と
や
る
気
に
繋
が
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
英
検
の
取
得
な

ど
は
と
て
も
良
い
と
思
い
ま

す
。
帰
国
子
女
で
な
く
と
も
小

学
生
で
受
検
す
る
子
供
も
多
い

の
で
、
他
者
と
比
べ
て
「
自
分

の
得
意
分
野
」
と
し
て
英
語
を

捉
え
る
良
い
き
っ
か
け
に
な
り

ま
す
。

下
の
お
嬢
様
は
帰
国
時
に
ま

だ
幼
稚
園
と
い
う
こ
と
で
す
の

で
、
上
の
お
嬢
様
と
同
じ
よ
う

に
は
い
か
な
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
無
理
強
い
を
し
て
英
語
を

嫌
い
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
英
語
は
楽

し
い
、
と
い
う
気
持
ち
で
自
然

に
学
ん
で
行
け
る
よ
う
ア
メ
リ

カ
時
代
の
イ
ベ
ン
ト
的
な
事

（
イ
ー
ス
タ
ー
エ
ッ
グ
や
ハ
ロ

ウ
ィ
ー
ン
仮
装
等
）
が
多
く
あ

る
と
良
い
と
思
い
ま
す
。
家
族

で
楽
し
ん
で
英
語
を
学
べ
る
と

良
い
で
す
ね
。

最
後
に
「
母
語
の
重
要
性
」

に
つ
い
て
も
触
れ
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
こ
の
時
期
の
お
子

さ
ま
が
日
本
語
の
基
礎
を
き
ち

ん
と
学
習
す
る
こ
と
は
と
て
も

重
要
な
こ
と
で
す
。
第
二
言
語

の
伸
長
に
は
母
語
の
力
が
必
要

不
可
欠
で
す
の
で
、
学
校
や
家

庭
で
日
本
語
に
よ
る
学
習
言

語
、
生
活
言
語
を
身
に
つ
け
る

こ
と
の
大
切
さ
も
ご
理
解
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

＊
「
フ
レ
ン
ズ

帰
国
生

母
の

会
」
で
は
、
面
談
・
電
話
・
メ

ー
ル
に
て
相
談
を
受
け
て
い
ま

す
。
帰
国
前
・
帰
国
後
の
心
配

事
な
ど
、
同
じ
よ
う
に
海
外
で

子
育
て
を
経
験
し
た
ス
タ
ッ
フ

が
丁
寧
に
対
応
い
た
し
ま
す
の

で
、
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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今
年
の
夏
休
み
は
広
島
の
平

和
公
園
と
平
和
記
念
資
料
館
に

行
き
ま
し
た
。
黒
こ
げ
の
人
や

三
輪
車
の
写
真
を
見
た
り
、
原

爆
で
生
き
残
っ
た
人
の
手
記
を

読
ん
だ
り
し
て
、
原
爆
の
お
そ

ろ
し
さ
や
被
爆
し
た
人
の
苦
し

み
を
少
し
だ
け
知
る
事
が
出
来

ま
し
た
。
今
は
広
島
の
記
念
碑

や
資
料
館
に
行
か
な
く
て
も
本

や
映
像
を
通
し
て
原
爆
の
恐
ろ

し
さ
を
知
る
事
が
出
来
ま
す
。

そ
れ
で
も
世
界
の
国
々
で
は
ど

ん
ど
ん
強
力
な
原
爆
が
作
ら
れ

て
い
ま
す
。
な
ぜ
人
々
は
こ
の

よ
う
な
お
そ
ろ
し
い
武
器
を
作

り
続
け
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ど

う
し
た
ら
原
爆
を
な
く
す
事
が

出
来
る
の
で
し
ょ
う
か
。

第
二
次
世
界
大
戦
に
始
ま
っ

た
冷
戦
時
代
、
ア
メ
リ
カ
と
旧

ソ
連
は
対
立
し
、
お
た
が
い
に

い
つ
相
手
が
せ
め
て
来
る
か
を

お
そ
れ
て
い
ま
し
た
。
強
力
な

原
爆
を
多
数
持
つ
事
で
、
相
手

よ
り
優
位
に
立
と
う
と
し
て
い

た
の
で
す
。
冷
戦
時
代
に
、
ア

メ
リ
カ
が
行
っ
た
核
実
験
は
一

〇
五
四
回
に
も
お
よ
び
ま
し

た
。
核
兵
器
の
い
力
を
知
っ
た

旧
ソ
連
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン

ス
、
中
国
も
核
兵
器
を
作
り
始

め
た
の
で
す
。
冷
戦
が
終
わ
っ

て
も
、
「
強
い
国
」
と
し
て
み

と
め
ら
れ
る
よ
う
イ
ン
ド
や
パ

キ
ス
タ
ン
と
い
っ
た
発
展
途
上

国
も
核
実
験
を
行
う
よ
う
に
な

り
、
近
年
で
は
北
朝
鮮
も
核
実

験
に
成
功
し
て
い
ま
す
。
北
朝

鮮
が
核
実
験
に
成
功
し
た
事
は

ア
メ
リ
カ
や
日
本
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
国
々
を
怖
が
ら
せ
る
事
と

な
り
ま
し
た
。
原
爆
は
確
か
に

『
力
』
な
の
で
す
。

し
か
し
、
原
爆
を
作
っ
て
い

る
人
の
う
ち
、
ど
れ
だ
け
の
人

が
自
分
達
が
作
っ
て
い
る
原
爆

で
引
き
起
こ
さ
れ
る
事
を
知
っ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
約
七

十
年
前
に
作
ら
れ
た
原
爆
で
す

ら
、
今
ま
で
に
約
六
十
万
人
も

の
死
者
を
出
し
数
え
き
れ
な
い

人
々
を
苦
し
め
た
の
で
す
。
今

作
ら
れ
て
い
る
原
爆
は
そ
の
何

倍
も
の
強
さ
を
持
っ
て
い
ま

す
。
今
原
爆
が
使
わ
れ
た
ら
、

そ
の
被
害
は
広
島
や
長
崎
の
何

倍
も
大
き
い
で
し
ょ
う
。
し
か

し
、
作
っ
て
い
る
人
は
原
爆
を

落
と
さ
れ
た
街
が
ど
う
な
る

か
、
人
が
や
け
ど
で
顔
が
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
皮
ふ
が

む
け
落
ち
て
血
だ
ら
け
に
な
っ

た
り
す
る
事
は
き
っ
と
知
ら
な

い
の
で
す
。
だ
か
ら
こ
ん
な
物

を
作
っ
て
い
ら
れ
る
の
で
す
。

そ
し
て
も
し
原
爆
を
落
と
し
て

し
ま
っ
た
ら
、
落
と
さ
れ
た
国

が
今
度
は
自
分
の
国
に
原
爆
を

落
と
し
返
す
事
ま
で
考
え
て
い

な
い
の
で
す
。

日
本
が
原
爆
の
事
を
話
そ
う

と
す
る
と
第
二
次
世
界
大
戦

中
、
日
本
に
苦
し
め
ら
れ
た
国

は
日
本
が
や
っ
た
事
を
か
く
す

た
め
に
、
原
爆
の
事
を
言
う
の

だ
と
非
難
し
ま
す
。
し
か
し
、

ど
ん
な
事
を
言
わ
れ
て
い
て
も

日
本
は
原
爆
の
事
は
伝
え
る
べ

き
だ
と
思
い
ま
す
。
原
爆
を
経

験
し
て
、
ど
ん
な
お
そ
ろ
し
い

被
害
が
あ
る
の
か
を
一
番
良
く

知
っ
て
い
る
の
は
日
本
人
な
の

で
す
。
世
界
で
起
こ
ろ
う
と
し

て
い
る
同
じ
ま
ち
が
い
を
く
り

返
さ
せ
な
い
た
め
に
も
、
日
本

人
は
核
兵
器
を
な
く
す
大
切
さ

を
う
っ
た
え
て
い
か
ね
ば
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。

二
〇
十
七
年
の
ノ
ー
ベ
ル
平

和
賞
の
受
賞
者
は
、
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ

（
核
兵
器
廃
絶
国
際
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
）
と
い
う
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
し
た
。

こ
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
、
世
界
中
の
国

に
核
兵
器
が
も
た
ら
す
被
害
を

う
っ
た
え
、
核
兵
器
禁
止
条
約

を
ひ
じ
ゅ
ん
す
る
よ
う
に
働
き

か
け
て
い
ま
す
。
今
の
時
点
で

こ
の
条
約
を
ひ
じ
ゅ
ん
し
て
い

る
国
は
十
九
カ
国
、
署
名
し
て

い
る
国
は
六
十
九
カ
国
で
す
。

け
れ
ど
も
お
ど
ろ
い
た
事
に
日

本
は
こ
の
条
約
に
署
名
も
し
て

い
な
け
れ
ば
、
昨
年
国
連
で
採

た
く
さ
れ
た
時
も
、
投
票
に
参

加
す
ら
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
理

由
は
日
本
は
ア
メ
リ
カ
の
核
兵

器
に
守
ら
れ
て
い
る
か
ら
な
の

で
す
が
、
世
界
で
た
だ
一
つ
の

被
爆
国
が
そ
ん
な
事
で
は
い
け

な
い
と
思
い
ま
す
。
私
は
広
島

に
行
っ
て
原
爆
の
お
そ
ろ
し
さ

を
知
っ
た
日
本
人
と
し
て
、
学

校
で
原
爆
の
事
を
習
う
時
に

は
、
勇
気
を
持
っ
て
原
爆
が
ど

ん
な
被
害
を
も
た
ら
す
お
そ
ろ

し
い
も
の
で
あ
る
か
、
そ
し
て

核
兵
器
は
絶
対
に
な
く
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
事
を
伝

え
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
滞
米
12
年
）

最
近
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ス
ト

ロ
ー
に
よ
る
環
境
汚
染
が
話
題

に
な
っ
て
い
る
。
ス
ト
ロ
ー
は

細
く
て
小
さ
い
た
め
、
ほ
と
ん

ど
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
る
こ
と
な

く
、
ゴ
ミ
と
な
っ
て
い
る
。
私

は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ス
ト
ロ
ー

は
使
用
禁
止
に
す
る
べ
き
だ
と

思
う
。

な
ぜ
な
ら
、
ア
メ
リ
カ
で
は

一
日
に
五
億
本
の
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
ス
ト
ロ
ー
が
消
費
さ
れ
て
い

る
。
世
界
中
で
は
、
毎
日
十
億

本
以
上
も
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ス

ト
ロ
ー
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
ゴ
ミ
と
し
て
出
さ
れ
た

ス
ト
ロ
ー
の
一
部
は
分
解
さ
れ

ず
に
海
ま
で
届
き
、
海
洋
生
物

に
与
え
る
影
響
が
問
題
視
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
か

ら
、
最
近
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ス
ト

ロ
ー
の
使
用
を
禁
止
す
る
自
治

体
が
増
え
て
き
て
い
る
。
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
ス
ト
ロ
ー
に
代
わ
る

も
の
と
し
て
は
、
紙
や
、
中
が

空
洞
の
植
物
の
茎
な
ど
が
検
討

さ
れ
て
い
る
。
東
京
都
で
は
都

民
か
ら
ア
イ
デ
ア
を
募
集
し
、

す
ぐ
れ
た
作
品
を
表
彰
す
る
発

表
会
が
二
月
二
日
に
行
わ
れ

た
。
ク
ッ
キ
ー
や
こ
ん
に
ゃ
く

を
使
っ
た
食
べ
ら
れ
る
ス
ト
ロ

ー
な
ど
ユ
ニ
ー
ク
な
ア
イ
デ
ア

が
紹
介
さ
れ
、
最
優
秀
賞
は
ア

メ
細
工
で
で
き
た
ス
ト
ロ
ー
が

受
賞
し
た
。
こ
の
よ
う
な
代
替

ス
ト
ロ
ー
を
使
う
こ
と
で
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
ス
ト
ロ
ー
の
使
用

を
禁
止
す
る
こ
と
は
可
能
だ
と

思
う
。

し
か
し
、
そ
れ
ら
の
代
替
ス

ト
ロ
ー
を
使
う
に
は
コ
ス
ト
が

か
か
り
す
ぎ
る
と
い
う
意
見
が

あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
実
際
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
ス
ト
ロ
ー
の

コ
ス
ト
は
一
本
０
・
５
円
、
紙

製
だ
と
一
本
五
円
で
、
十
倍
の

コ
ス
ト
が
か
か
る
こ
と
に
な

る
。
で
も
、
多
く
の
場
合
は
ス

ト
ロ
ー
を
使
う
必
要
は
な
い
の

で
、
使
わ
な
け
れ
ば
コ
ス
ト
は

か
か
ら
な
い
し
、
車
を
運
転
す

る
と
き
や
、
タ
ピ
オ
カ
ミ
ル
ク

テ
ィ
ー
を
の
む
時
に
必
要
な
太

い
ス
ト
ロ
ー
は
、
代
替
品
を
使

え
ば
よ
い
と
思
う
。
ま
た
、
多

少
お
金
が
か
か
っ
た
り
、
め
ん

ど
う
く
さ
か
っ
た
り
し
て
も
、

将
来
に
き
れ
い
な
海
を
残
す
た

め
に
は
、
今
現
在
の
努
力
が
必

要
だ
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
私

は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ス
ト
ロ
ー

の
使
用
を
禁
止
す
べ
き
だ
と
思

う
。

（
滞
米
11
年
11
か
月
）

□
　
　
□
　
　
□

「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ス
ト
ロ
ー
の

使
用
に
つ
い
て
」

ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校
中
２

本
葉

杏
菜

重
松
清
さ
ん
が
書
い
た
「
カ

レ
ー
ラ
イ
ス
」
は
、
小
学
六
年

生
の
ひ
ろ
し
が
ゲ
ー
ム
の
時
間

を
守
ら
ず
、
お
父
さ
ん
が
コ
ー

ド
を
ぬ
い
て
し
ま
う
け
ん
か
を

す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
そ
し
て
、
仲
直
り
で
き
な

い
ま
ま
「
お
父
さ
ん
ウ
ィ
ー
ク
」

と
い
う
期
間
が
始
ま
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
「
お
父
さ
ん
ウ
ィ
ー

ク
」
と
は
母
親
が
残
業
で
帰
り

が
遅
く
な
る
た
め
お
父
さ
ん
が

普
段
よ
り
早
く
帰
っ
て
く
る
期

間
を
示
し
ま
す
。
「
お
父
さ
ん

ウ
ィ
ー
ク
」
の
あ
る
日
、
お
父

さ
ん
が
か
ぜ
を
ひ
い
て
し
ま
い

ま
す
。
そ
ん
な
時
、
お
父
さ
ん

は
火
を
使
っ
て
は
い
け
な
い
と

言
っ
て
い
る
の
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
ひ
ろ
し
は
自
分
で
カ
レ
ー

ラ
イ
ス
を
作
る
と
言
い
出
し
ま

す
。
「
甘
口
」
カ
レ
ー
の
ル
ウ

を
差
し
出
す
お
父
さ
ん
に
ひ
ろ

し
は
お
母
さ
ん
と
カ
レ
ー
ラ
イ

ス
を
食
べ
る
時
は
「
中
辛
」
の

ル
ウ
を
使
う
と
言
い
、
「
甘
口
」

は
嫌
だ
と
言
い
ま
す
。
そ
ん
な

ひ
ろ
し
に
驚
き
な
が
ら
も
喜
ぶ

お
父
さ
ん
を
見
て
、
ひ
ろ
し
も

自
然
と
笑
顔
に
な
り
ま
す
。
二

人
で
作
っ
た
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を

頬
張
る
姿
は
と
て
も
仲
の
よ
い

親
子
の
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

親
子
の
絆
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ

る
お
話
で
す
。

こ
の
お
話
の
中
に
出
て
く
る

「
甘
口
」
と
「
中
辛
」
は
と
て

も
重
要
な
言
葉
で
す
。
こ
れ
は

お
父
さ
ん
と
ひ
ろ
し
の
関
係
を

示
し
、
ま
た
ひ
ろ
し
の
成
長
を

感
じ
さ
せ
る
言
葉
で
す
。
そ
こ

で
、
私
は
こ
の
二
つ
の
言
葉
に

込
め
ら
れ
た
意
味
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
し
た
。

「
甘
口
」
、
そ
れ
は
子
供
向

け
の
カ
レ
ー
の
ル
ウ
で
す
。
こ

れ
は
、
ま
だ
ひ
ろ
し
を
幼
い
と

思
っ
て
い
る
お
父
さ
ん
を
示
し

て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
お
父
さ
ん
が
謝
ら
な
い
と

自
分
か
ら
謝
り
た
く
な
い
と
、

ひ
ろ
し
が
お
父
さ
ん
に
甘
え
て

い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

「
中
辛
」
、
そ
れ
は
少
し
辛

い
大
人
向
け
の
ル
ウ
で
す
。
大

人
の
仲
間
入
り
を
し
よ
う
と
し

て
い
る
ひ
ろ
し
を
示
し
て
い
る

の
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
お

父
さ
ん
が
か
ぜ
を
ひ
い
た
時
、

仲
直
り
が
完
了
し
て
い
な
い
の

で
話
し
に
く
い
の
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
自
分
か
ら
カ
レ
ー
ラ
イ

ス
を
作
る
と
言
っ
た
ひ
ろ
し
の

勇
気
を
表
し
て
い
る
の
だ
と
思

い
ま
す
。
そ
し
て
、
「
辛
口
」

で
は
な
く
「
中
辛
」
な
の
は
、

素
直
に
仲
直
り
が
で
き
ず
最
後

ま
で
ご
め
ん
な
さ
い
を
言
え
な

か
っ
た
ひ
ろ
し
の
未
熟
さ
を
表

す
た
め
、
ま
た
大
人
の
仲
間
入

り
を
し
か
か
っ
て
い
る
が
も
っ

と
成
長
で
き
る
こ
と
を
表
し
た

か
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

努
力
し
、
立
派
な
大
人
に
な
っ

た
時
ひ
ろ
し
、
お
、
そ
し
て
私

も
初
め
て
「
辛
口
」
に
な
れ
る

の
だ
と
思
い
ま
す
。

ひ
ろ
し
の
よ
う
に
自
分
の
思

い
通
り
に
な
ら
ず
け
ん
か
を
し

て
し
ま
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
も
経

験
の
一
部
と
し
て
同
じ
こ
と
を

繰
り
返
さ
な
い
よ
う
に
努
力
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
だ
始
ま

っ
た
ば
か
り
の
ア
メ
リ
カ
生
活

で
す
が
、
様
々
な
こ
と
を
経
験

し
、
ま
た
努
力
を
積
み
重
ね
て

私
も
「
辛
口
」
に
な
れ
る
よ
う

に
頑
張
り
ま
す
。（

滞
米
11
か
月
）

□
　
　
□
　
　
□

■児童生徒作文のページ■

週刊NY生活　作文のページ「ことばの泉」応募規定
●年間賞＝「最優秀」「一席」「二席」「三席」「佳作」の各賞に賞品を贈ります。「最優秀」１人には

全日空の日米往復航空券（１枚）を進呈いたします。●小、中、高生＝テーマは自由です。アメリ

カ生活で感じたこと、思ったことを書いて送ってください（随時募集）。ただし、未発表の作品に限

ります。●文字数＝1000字（400字詰め原稿用紙なら２枚半）を目安に最長2000字まで。●写真を

必ず添えて、住所、氏名、電話番号、滞米期間、学校名、保護者名、Eメールアドレスを明記のこと。

主催:ニューヨーク生活プレス社　後援:全日本空輸株式会社

これまで作文掲載者には掲載紙を１部郵送していましたが、2018年10月より郵送を中止させて頂き

ます。本紙デジタル版よりPDFをダウンロードして頂くようお願い致します。学校単位で応募、掲載

された方は学校に郵送された掲載紙を学校担当者よりお受け取り下さい。別途、掲載紙をご希望の方

は郵送料負担にて個別郵送致しますので編集部までご連絡下さい。

●郵送先：NEW YORK SEIKATSU PRESS, INC. Attn : Sakubun
71 West 47th Street #307, New York, NY 10036

（記載学年は応募時のものです）

「
世
の
中
か
ら
核
兵
器
を

な
く
す
た
め
に
」

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
語
補
習
授
業
校
Ｌ
Ｉ
校
小
６

猿
見
田
　
美
夕

「『カレーライス』を読んで」
ニュージャージー州プリンストン日本語学校小６

小栗　万依

http://www.fly-ana.com/
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EVENT
■第41回サンダーバード・アメリカ
ン・インディアン・ミッドサマー・パ
ウワウ＝26〜28日 Queens County Farm
Museum（73-50 Little Neck Pkwy Floral
Park）Tel: 718-347-3276   入場料: $10

（大人）、$５（12歳未満）、ウィークエ
ンド・パス$16（大人） 40以上の部族
が参加するネィティブ・アメリカンの
ダンス競技会。アート＆クラフト、ジ
ュエリーなども販売される。　
詳細はwww.queensfarm.org/
■セレブレート・イン・ブルックリン
2019＝8月10日まで　時間と料金はイ
ベントにより異なる Prospect Park

（West & 9th St）Tel: 718-683-5600 雨
天決行　恒例のサマーイベント。コン
サート、ダンス、フィルムなどマルチ
カルチュラルなプログラムが楽しめる。
詳細はwww.bricartsmedia.org/
■夏のレストラン・ウィーク2019＝8
月16日まで（市内300以上の加盟レスト
ラン）市内の主要人気レストランが参
加して行う毎年恒例のグルメな3週間。
ランチ（２コース）は$26、 ディナー

（３コース）は$42。いずれも飲み物や

税金、サービス料は別途。　
詳細はwww.nycgo.com/restaurantweek
■ブロードウェー・イン・ブライアン
トパーク＝8月15日までの毎週木曜日
12:30　Bryant Park (bet Fifth Ave & 6th
Ave, and 40th St & 41st St)　入場無料
特設野外ステージにブロードウェーの
歌手やダンサーが登場しショーのハイ
ライト形式で人気ナンバーを披露する。
詳細はhttp://bryantpark.org/
■ビクトリアン・ガーデン＝9月8日ま
で　開園時間は曜日によって異なる
Wallman Rink (830 5th Ave) Tel:212-
982-2229  入場料：＄８.50（平日）
＄９.50（週末）乗物およびゲーム料金
は別途　夏季恒例、昔ながらのクラシ
ックな遊園地がセントラルパークの特
設会場に登場。乗り物やゲームが盛り
だくさんで家族みんなで楽しめる。
詳細はwww.victoriangardensnyc.com/
■ハドソン・リバー・パーク・イベン
ト2019＝9月28日まで 時間と場所はイ
ベントにより異なる（Hudson River
Parks全域） 入場無料　コンサートや子
供向けイベント、各種エクササイズ、
ヨガ、ダンス、ボート乗り、フィッシ
ング、フィルムなどが無料で楽しめる。
詳細はwww.hudsonriverpark.org

MUSIC
■カラモア音楽祭＝28日まで　公演内
容や時間、料金などは曜日によって異
なる Caramore Music Festival Site (149
Girdle Ridge Road Katonah NY) Tel: 914-
232-1242　夏の郊外で自然を背景に、
クラシック、オペラ、ジャズ、ソング
ブックなど、さまざまなジャンルの音
楽が演奏される音楽祭。
詳細はwww.caramoor.org/festival
■ブルーノート＝8月4日まで 20:00、
22:30　料金はアーティストによって異
な る 　 Blue Note（ 131 W. 3rd St）
Tel:212-475-8592 出演：〜28日メスヘ
ル・ネジェオチェロ／29日〜31日キオ
ン・ハロルド／8月1日〜4日アビシャ
イ・コーヘン　　　
詳細はwww.bluenote.net/
■ジョーンズビーチ・コンサート
2019＝8月8日まで 　時間と料金はアー
ティストによって異なる Jones Beach
Theater（Wantagh N.Y.）Tel: 800-279-
4444 、516-221-1000  出演：8月1日ネ
リー・アンド・TLC・フロリダ／3日ト
レインほか／4日ブライアン・アダムズ
ほか／8日ジミー・バフェットほか　詳
細はwww.jonesbeach.com
■モーストリー・モーツァルト・フェ
スティバル2019＝8月10日まで　時間
と入場料、会場はパフォーマンスによ
って異なる（Lincoln Center内各会場）
Tel: 212-721-6500  舞踊、オペラ、演劇、
そしてモーツアルトにちなんだコンサ
ートなど、さまざまな音楽を紹介する。
詳細はwww.lincolncenter.org

DANCE&THEATER
■ジャパン・カッツ＝29日まで　内容
は時間は曜日によって異なる　Japan
Society (333 E 47th St) Tel:212-832-
1155　料金：＄14（一般）、＄11（JS
会員・学生・シニア）日本最新映画作

本紙掲載の記事、写真の無断転

載を禁じます。本紙に掲載された
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www.nyseikatsu.comで
動画がご覧になれます

www.youtube.com/user/NYSEIKATSUTV1●過去の動画は

■ インターネットに接
続し、デジタル版のア
ドレスwww.nyseikat-
su.comで開いた最初の
扉ページのテレビ画面
をクリックすると動画
ニュースをYouTubeで
ご覧になれます。
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で

レ
コ
ー
ド
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
ク
リ
ッ
ク
！

聴
け
ま
す

45
回
転
の
名
盤

404

蜜
の
味

ハ
ー
ブ
・
ア
ル
パ
ー
ト
と

テ
ィ
フ
ァ
ナ
ブ
ラ
ス

YouTubeで聴く

週刊NY生活TV

2019年7月27日号

❶ 元ブルコメの三原綱木
NYでカーネギー舞台に

ク
・
マ
ー
ロ
ー
。
ア
メ
リ
ア

ッ
チ
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
の
が

63
年
に
テ
ィ
フ
ァ
ナ
ブ
ラ
ス

を
結
成
し
た
リ
ー
ダ
ー
の
ハ

ー
ブ
・
ア
ル
パ
ー
ト
。
日
本

で
も
66
年
に
大
ヒ
ッ
ト
。

品を紹介する映画祭。今年は短編を含め
29作品、ほとんどの作品がニューヨーク
初公開。期間中、俳優や監督、映画関係
者を特別ゲストに迎える。
詳細はhttp://japansociety.org/
■シェークスピア・イン・ザ・パーク公
演＝ 8月 11日 ま で の ほ ぼ 毎 日  20:00
Central Park Delacorte Theater（5th Ave
& 79th St Entrance, CPW & 81st St
Entrance）Tel: 212-260-2400  入場無料
人気の無料野外イベント。シーズン後半
は「コリオレイナスを公演する。チケッ
トは当日正午以降に直接デラコルテ野外
劇場に行って入手するほか、同シアター
での抽選やオンラインなどの方法があ
る。1人2枚まで。
詳細はwww.shakespeareinthepark.org
■ＨＢＯブライアント・パーク・サマ
ー・フィルム・フェスティバル＝8月12
日までの毎週月曜夜　午後５時開場、上
映は日没後　Bryant Park(bet Fifth Ave &
6th Ave, and 40th St & 41st St)　入場無
料　夏の夕べ、ピクニック気分でクラシ
ック映画を楽しめる。　
詳細はwww.bryantpark.org
■セントラルパーク・サマーステージ＝
9月24日まで　時間や場所は公演によっ
て異なる（市内各公園）入場無料　30年
以上続くサマーイベント。音楽、ダンス、
サーカス、アクロバット、子供や家族向
けプログラムなどのパフォーミングアー
ツを無料で体験できる。
詳細はwww.summerstage.org/

ART
■キャンプ・ファッション展＝9月8日ま
で　Metropolitan Museum of Art (1000
Fifth Ave) Tel:212-535-7710 入場料：
＄25（大人）、＄17（シニア）、＄12、
12歳未満無料　（NY州居住者及び、NJ、
NJ,CT州の学生は任意額。要IC提示）今
年はスーザン・ソンタグ（故人）が執筆
した「キャンプについてのノート」に着
想を得て、大袈裟で行き過ぎたファッシ
ョンを集めて展示中。デザイン分野でも
多彩な才能を輩出してきたゲイカルチャ
ーを含め、ファッションは色彩やプリン
ト、パターン、素材、シルエット、装飾
といった多様な要素を用いて美意識を誇
張表現してきた。楽しいお祭りのような
展示。詳細はwww.metmuseum.org
■ホイットニー・ビエンナーレ＝9月22
日まで　Whitney Museum of American
Art (99 Gansevoort St. ) Tel: 212-570-
3600 ＄25（大人）、＄18（シニア・学生）
18歳未満は無料アメリカ美術に特化した
同館が２年に一度行うアート界の最先端
を紹介する特別展。今回は絵画、彫刻、
インスタレーション、映像、写真、音響
など75人の作品が並ぶ。
詳細はwww.whitney.org
■プレイ・イット・ラウド／ロックン・
ロ ー ル の 楽 器 ＝ 10月 1日 ま で
Metropolitan Museum of Art (1000 Fifth
Ave) Tel：212-535-7710　入場料：同上
ロックミュージシャンの愛用楽器を集め
て展示。ボブ・ディラン、エルビス・プ
レスリー、ブルース・スプリングスティ
ーン、ジョン・レノンなどの80人以上の
アーティストが愛用した楽器が並ぶ。
詳細はhttps://metmuseum.org

１
９
６
０
年
に
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
上
演

さ
れ
た
女
流
劇
作
家

シ
ェ
ラ
・
デ
ラ
ニ
ー

の
戯
曲
「
蜜
の
味
」

の
間
奏
曲
で
作
曲
は

ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト

の
ボ
ビ
ー
・
ス
コ
ッ

ト

、

作

詞

は

リ

ッ

「
平
成
の
困
っ
た
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
」
そ
の
２
。

「
令
和
」
の
御
世
に
な
っ
て

思
う
事
。
平
成
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
業
界
に
と
っ
て
、
い
い
ニ
ュ

ー
ス
な
ど
ひ
と
つ
も
な
か
っ

た
、
困
っ
た
こ
と
ば
か
り
。
忘

れ
な
い
う
ち
に
書
き
残
し
て
お

く
。

第
１
回
の
「
フ
ェ
イ
ク
・
ボ

タ
ン
ダ
ウ
ン
」
に
次
い
で
書
い

て
お
き
た
い
の
は
「
サ
イ
ド
フ

ァ
ス
ナ
ー
付
き
シ
ュ
ー
ズ
」
。

「
さ
か
さ
メ
ガ
ネ
」
を
読
む
方

の
中
に
は
い
な
い
と
思
う
が
、

靴
の
横
に
フ
ァ
ス
ナ
ー
が
付
い

て
い
る
ヤ
ツ
。
こ
の
テ
の

靴
（
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・
シ

ュ
ー
ズ
に
多
い
）
の
コ
ピ

ー
に
は
「
脱
ぎ
履
き
カ
ン

タ
ン
で
す
」
と
書
い
て
あ

る
。こ

こ
で
「
良
い
靴
」
の

条
件
を
考
え
て
み
よ
う
。

靴
に
脱
い
だ
り
履
い
た
り

の
行
為
は
付
い
て
回
る
、

履
い
た
靴
は
必
ず
脱
が
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
西
欧

の
よ
う
に
、
朝
履
い
た
靴

は
夜
、
ベ
ッ
ド
に
入
る
ま

で
脱
ぐ
こ
と
の
な
い
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
と
違
っ
て
、
日
本

の
生
活
は
１
日
に
何
回
か
靴
の

脱
ぎ
履
き
を
繰
り
返
す
。
そ
の

都
度
、
靴
ひ
も
を
ほ
ど
い
た
り

結
ん
だ
り
し
な
く
て
は
い
け
な

い
。
こ
れ
が
面
倒
！
（
つ
づ
く
）

（
く
ろ
す
・
と
し
ゆ
き
／
服
飾

評
論
家
、
東
京
都
在
住
）

デ
ジ
タ
ル
版w

w
w

.n
y
s
e
ik

a
ts

u
.c

o
m

で
ロ
ゴ
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
ブ
ロ
グ
に
リ
ン
ク

283：サイドファスナー付きシューズ

ハ
ー
レ
ム
の
文
化
や
歴
史
、

音
楽
を
祝
う
第
45
回
ハ
ー
レ
ム

ウ
ィ
ー
ク
が
28
日
（
日
）
か
ら

８
月
24
日
（
土
）
ま
で
、
ハ
ー

レ
ム
各
会
場
で
開
催
さ
れ
る
。

１
９
７
４
年
に
１
日
の
み
の

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
ス
タ
ー
ト

し
、
現
在
は
規
模
も
大
き
く
な

り
約
１
か
月
開
催
。
期
間
中
は

１
０
０
以
上
の
イ
ベ
ン
ト
が
予

定
さ
れ
て
お
り
、
野
外
で
の
ア

ー
ト
シ
ョ
ー
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
、
音
楽
、
ス
ト
リ
ー
ト
フ
ェ

ア
、
フ
ィ
ル
ム
、
５
Ｋ
マ
ラ
ソ

ン
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
な
ど

大好評
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
Ｔ
Ｖ

w
w

w
.n

y
s
e
ik

a
ts

u
.c

o
m

の
ス
ポ
ー
ツ
試
合
、
屋
内
で
の

コ
ン
サ
ー
ト
や
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

シ
ョ
ー
、
子
供
た
ち
に
よ
る
パ

レ
ー
ド
や
ダ
ン
ス
の
ほ
か
、
フ

ー
ド
テ
ン
ト
に
は
日
本
食
も
仲

間
入
り
し
て
い
る
。
開
発
が
進

む
ハ
ー
レ
ム
に
は
ま
だ
色
濃
く

残
る
黒
人
文
化
も
あ
り
、
新
旧

の
融
合
と
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

詳

細

は

ウ

ェ

ブ

サ

イ

ト

https://harlem
w

eek.com

を

参
照
。

今
月
28
日
か
ら

８
月
24
日
ま
で

ハーレムウィーク

文化や歴史、音楽を祝う

Courtesy @Harlem

https://www.suhakobi.com
http://jweeklyusa.com
https://youtu.be/okVl-h8r6DY
https://www.youtube.com/watch?v=NC38-qqiVgg
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１
９
９
４
年
の
デ
ィ
ズ
ニ

ー
・
ヒ
ッ
ト
・
ア
ニ
メ
「
ラ
イ

オ
ン
・
キ
ン
グ
」
の
実
写
風
リ

メ
イ
ク
版
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ア

ニ
メ
は
も
ち
ろ
ん
、
97
年
に
初

公
演
さ
れ
た
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ

ー
・
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、
そ
の
海

外
版
な
ど
最
も
人
気
の
あ
る
デ

ジ
ズ
ニ
ー
作
品
だ
け
に
本
作
も

興
行
成
績
は
大
ヒ
ッ
ト
が
確
約

さ
れ
て
い
る
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・
グ
ラ
フ

ィ
ッ
ク
に
よ
り
、
背
景
か
ら
登

場
す
る
動
物
ま
で
、
ま
る
で
実

写
映
画
を
見
て
い
る
よ
う
な
完

成
度
で
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ネ
イ
チ

ャ
ー
」
（
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
動
物

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
部
門
）
作

品
に
匹
敵
す
る
ほ
ど
の
い
わ
ゆ

る
バ
ー
チ
ャ
ル
・
シ
ネ
マ
ト
グ

ラ
フ
ィ
ー
で
の
成
果
だ
。

ボ
イ
ス
キ
ャ
ス
ト
は
サ
バ
ン

ナ
を
治
め
る
王
で
あ
り
主
人
公

シ
ン
バ
の
父
ム
フ
ァ
サ
に
94
年

版
と
同
じ
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
ア
ー

ル
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
。
シ
ン
バ
に

は
コ
メ
デ
ィ
ア
ン
で
ラ
ッ
パ
ー

の
ド
ナ
ル
ド
・
グ
ロ
ー
ヴ
ァ

ー
。
幼
な
じ
み
で
シ
ン
バ
の
将

来
の
妻
と
な
る
ナ
ラ
に
ビ
ヨ
ン

セ
・
ノ
ー
ル
。
音
楽
は
オ
リ
ジ

ナ
ル
版
の
ハ
ン
ス
・
ジ
マ
ー
、

エ
ル
ト
ン
・
ジ
ョ
ン
ら
に
加
え

本
作
で
は
ビ
ヨ
ン
セ
も
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
る
。
監
督
は

「
ア
イ
ア
ン
マ
ン
」
シ
リ
ー
ズ

１
と
２
の
ジ
ョ
ン
・
バ
ヴ
ロ

ー
。
　

シ
ン
バ
は
生
ま
れ
た
時
か
ら

プ
ラ
イ
ド
・
ラ
ン
ド
の
王
ム
フ

ァ
サ
の
後
継
者
と
し
て
動
物
た

ち
の
平
和
を
守
る
王
の
心
得
を

父
親
に
教
え
ら
れ
て
き
た
。
し

か
し
、
遊
び
盛
り
の
シ
ン
バ
に

は
ま
だ
ピ
ン
と
来
な
い
。
そ
れ

を
い
い
こ
と
に
ム
フ
ァ
サ
の
弟

で
シ
ン
バ
の
叔
父
に
あ
た
る
ス

カ
ー
は
ム
フ
ァ
サ
を
亡
き
者
に

す
る
た
め
シ
ン
バ
を
巻
き
込
み

自
分
が
王
と
な
る
策
略
を
実
行

に
移
す
。

物
語
そ
の
も
の
は
オ
リ
ジ
ナ

ル
版
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
。
前
半

は
暗
い
ム
ー
ド
だ
が
故
郷
を
追

わ
れ
た
シ
ン
バ
を
助
け
る
イ
ボ

イ
ノ
シ
シ
の
プ
ン
バ
ァ
と
ミ
ー

ア
キ
ャ
ッ
ト
の
テ
ィ
モ
ン
の
コ

ン
ビ
が
登
場
す
る
や
い
な
や
一

気
に
明
る
く
な
り
爆
笑
の
連

続
。
落
ち
込
ん
で
い
る
シ
ン
バ

に
「
ど
う
に
か
な
る
さ
」
と
勇

気
づ
け
る
「
ハ
ク
ナ
・
マ
タ
タ
」

の
歌
は
い
つ
聞
い
て
も
楽
し
く

な
る
。

デ
ィ
ズ
ニ
ー
・
ア
ニ
メ
の
実

写
版
は
今
年
「
ダ
ン
ボ
」
「
ア

ラ
ジ
ン
」
が
公
開
さ
れ
、
ど
ち

ら
も
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
は
な
か
っ

た
物
語
展
開
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
描
写
が
あ
っ
た
が
、
ラ
イ
オ

ン
・
キ
ン
グ
に
は
そ
れ
が
ほ
と

ん
ど
な
い
。
期
待
外
れ
と
感
じ

る
か
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ま
ま
が
い

い
と
満
足
す
る
か
は
見
る
人
次

第
だ
。
１
時
間
50
分
。
Ｐ
Ｇ
。

（
明
）

皆
が
く
れ
た
勇
気

動
画
予
告
編
デ
ジ
タ
ル
版w

w
w

.n
yse

ika
tsu

.co
m

で
右
の
写
真
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
動

画
で
予
告
編
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

■上映館■

Regal E-Walk Stadium 13 & RPX
247 W. 42nd St.

AMC Empire 25
234 West 42nd St.

AMC Loews 34th Street 14
312 W. 34th St.

The Lion King

故郷を離れた子供のシンバはプンバァとティモンに出会う

p
h

o
to

 : D
is

n
e

y
 E

n
te

rp
ris

e
s
, In

c
.

俳
優
の
大
久
保
全
也
と
ダ

ン
サ
ー
の
前
澤
珠
理
が
主
催

す
る
「
Ｎ
Ｙ
エ
ン
タ
メ
の
会
」

が
20
日
午
後
７
時
か
ら
グ
ロ

ー
バ
ル
ラ
ボ
で
開
催
さ
れ
た
。

今
回
は
実
力
派
ゴ
ス
ペ
ル
シ

ン
ガ
ー
Ｔ
ｉ
Ａ
さ
ん
が
米
国

ツ
ア
ー
の
合
間
を
ぬ
っ
て
駆

け
つ
け
た
。
彼
女
は
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
紙
の
１
面

に
取
り
上
げ
ら
れ
た
り
、
「
ク

ー
リ
エ
・
ジ
ャ
ポ
ン
」
誌
の

「
世
界
が
認
め
た
ジ
ャ
パ
ニ
ー

ズ
６
人
」
と
し
て
、
大
谷
翔

平
選
手
ら
と
共
に
選
出
さ
れ

た
り
と
、
圧
倒
的
な
歌
唱
力

で
数
々
の
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ

ン
で
優
勝
を
勝
ち
取
っ
て
き

た
経
歴
を
持
つ
。

講
演
で
は
、
ハ
ー
レ
ム
在

住
中
に
悲
し
み
か
ら
抜
け
出

す
き
っ
か
け
を
与
え
て
く
れ

た
ゴ
ス
ペ
ル
と
の
出
会
い
、

ア
メ
リ
カ
最
大
級
の
マ
ク
ド

ナ
ル
ド
・
ゴ
ス
ベ
ル
・
フ
ェ

ス
出
場
時
の
話
を
交
え
『
自

分
ら
し
さ
を
大
切
に
す
る
』

気
持
ち
、
Ｎ
Ｙ
タ
イ
ム
ズ
１

面
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
時
の

「
自
分
自
身
で
チ
ャ
ン
ス
を
掴

む
」
心
構
え
の
大
切
さ
な
ど

を

伝

え

た

。

日

々

周

り

で

色
々
な
出
来
事
が
起
こ
る
中

で
、
彼
女
は
プ
ラ
ス
の
出
来

事
も
マ
イ
ナ
ス
の
出
来
事
も
、

出
逢
っ
た
事
自
体
に
「
感
謝
」

す
る
と
い
う
。

最
後
に
、
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ

ー
大
久
保
全
也
か
ら
「
こ
れ

か
ら
の
野
望
は
？
」
と
い
う

質
問
に
、
「
ア
メ
リ
カ
で
ア
ジ

ア
人
のG

ospel

シ
ン
ガ
ー
と

し
て
ア
ル
バ
ム
を
出
し
た
い
」

と
答
え
、
続
い
て
「
そ
れ
を

実
現
す
る
に
は
多
く
の
障
害

を
乗
り
越
え
な
い
と
い
け
な

い
の
は
承
知
の
上
で
、
で
き

る
可
能
性
が
１
％
で
も
あ
る

の
な
ら
そ
こ
に
賭
け
て
み
た

い
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

Ｔ
ｉ
Ａ
は
６
月
５
日
に
ソ

ニ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
か
ら
デ

ビ
ュ
ー
15
周
年
の
ニ
ュ
ー
ア

ル
バ
ム
「M

iracle

」
を
７
年

半
ぶ
り
に
リ
リ
ー
ス
し
た
ば

か
り
だ
。
（
写
真
・
文
・
植
山

慎
太
郎
）

８
月
の
テ
レ
ビ
ジ
ャ
パ
ン
は

大
ヒ
ッ
ト
映
画
が
２
作
登
場
。

山
下
智
久
、
新
垣
結
衣
共
演
の

人
気
ド
ラ
マ
を
映
画
化
し
た

「
劇
場
版
コ
ー
ド
・
ブ
ル
ー
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
緊
急
救
命
」
と
、
現

実
と
仮
想
都
市
、
２
つ
の
世
界

の
危
機
に
戦
い
を
挑
む
家
族
の

姿
を
描
く
長
編
ア
ニ
メ
「
サ
マ

ー
ウ
ォ
ー
ズ
」
の
を
放
送
。

ド
ラ
マ
は
、
沢
村
一
樹
が
警

部
役
で
主
演
を
務
め
る
「
ア
ガ

サ
・
ク
リ
ス
テ
ィ
予
告
殺
人
」
、

カ
ズ
オ
・
イ
シ
グ
ロ
原
作
、
渡

辺
謙
主
演
の
「
浮
世
の
画
家
」
。

ま
た
、
浜
辺
美
波
と
東
出
昌
大

共
演
の
推
理
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン

メ
ン
ト
「
ピ
ュ
ア
！
一
日
ア
イ

ド
ル
署
長
の
事
件
簿
」
、
木
村
文

乃
が
詐
欺
犯
の
摘
発
に
心
血
を

注
ぐ
刑
事
役
に
挑
む
「
サ
ギ
デ

カ
」
、
沢
口
靖
子
主
演
、
勝
海
舟

を
育
て
た
型
破
り
な
夫
婦
を
描

い
た
時
代
ド
ラ
マ
「
小
吉
の
女

房
」
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
は
、
「
は
じ
め

て
の
お
つ
か
い
！

夏
の
大
冒
険

ス
ペ
シ
ャ
ル
」
、
渡
辺
謙
が
初
め

て
挑
戦
す
る
コ
メ
デ
ィ
ー
特
番

「
君
は
天
才
！
渡
辺
謙
が
コ
メ
デ

ィ
ー
に
挑
戦
！
」
＝
写
真
＝
、

貫
地
谷
し
ほ
り
が
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
を
旅
す
る
「
鶴
瓶
の
家

族
に
乾
杯
　
海
外
ス
ペ
シ
ャ

ル
」
、
「
サ
ラ
メ
シ
　
真
夏
の
社

長
メ
シ
ス
ペ
シ
ャ
ル
」
な
ど
夏

の
特
別
番
組
が
満
載
。
そ
し
て
、

戦
後
か
ら
74
年
、
戦
争
と
平
和

を
考
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
番
組
を
特
集
予
定
。

テ
レ
ビ
ジ
ャ
パ
ン
を
１
か
月

間
無
料
で
視
聴
で
き
る
モ
ニ
タ

ー
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
応
募
締
め
切

り
は
８
月
７
日
（
水
）
ま
で
。

応
募
と
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://tvjapan
.n
et/m

on
i-

tor/

を
参
照
。

テ
レ
ビ
ジ
ャ
パ
ン
８
月

謙
さ
ん
コ
メ
デ
ィ
挑
戦©NHK

講演するTiAさん

Ｎ
Ｙ
エ
ン
タ
メ
の
会
で
講
演

ゴ
ス
ペ
ル
歌
手
Ｔ
ｉ
Ａ
さ
ん

チ
ャ
ン
ス
は
自
分
で
掴
む

http://www.easeny.com/
http://myriverside.net/home
http://www.ojfd.com
https://drahnent.com/
https://movies.disney.com/the-lion-king-2019
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「日経電子版 Pro」企業内で情報共有
ニ
ュ
ー
ス
サ
イ
ト
が
乱
立

し
、
情
報
ソ
ー
ス
が
多
様
化
す

る
昨
今
、
企
業
内
に
お
け
る
情

報
の
共
有
や
、
共
有
し
た
情
報

を
ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
か
が

課
題
に
な
っ
て
い
る
。
日
本
経

済
新
聞
社
は
そ
れ
を
解
決
す
べ

く
、
「
日
経
電
子
版
Ｐ
ｒ
ｏ
」

よ
り
「
グ
ル
ー
プ
機
能
」
を
リ

リ
ー
ス
。
情
報
を
チ
ー
ム
や
グ

ル
ー
プ
単
位
で
最
適
化
す
る
こ

と
を
前
提
と
し
た
サ
ー
ビ
ス

に
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
層
か
ら
の

注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。

日
本
経
済
新
聞
社
は
、
全
社

を
あ
げ
て
「
デ
ジ
タ
ル
フ
ァ
ー

ス
ト
」
へ
舵
を
切
る
な
か
、
日

経
電
子
版
を
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
。

新
聞
紙
面
に
先
駆
け
た
電
子
版

の
ニ
ュ
ー
ス
記
事
配
信
は
よ
り

リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
情
報
発
信
に

注
力
し
、
朝
か
ら
夕
方
に
か
け

た
ビ
ジ
ネ
ス
ア
ワ
ー
の
ニ
ュ
ー

ス
発
信
も
強
化
。
ビ
ジ
ネ
ス
シ

ー
ン
に
お
い
て
、
さ
ら
に
活
用

で
き
る
メ
デ
ィ
ア
を
目
指
し
、

バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
さ
れ
る
。

な
か
で
も
ビ
ジ
ネ
ス
ユ
ー
ス

に
特
化
し
た
「
日
経
電
子
版
Ｐ

ｒ
ｏ
」
は
、
従
来
の
個
人
契
約

の
日
経
電
子
版
よ
り
も
さ
ら
に

ビ
ジ
ネ
ス
に
特
化
し
た
コ
ン
テ

ン
ツ
や
機
能
が
充
実
。
た
と
え

ば
日
経
新
聞
以
外
に
「
日
経
産

業
新
聞
」
「
日
経
Ｍ
Ｊ
」
「
日
経

ヴ
ェ
リ
タ
ス
」
の
記
事
が
読
め

る
ほ
か
、
通
常
の
電
子
版
の
５

倍
、
約
２
万
社
の
ニ
ュ
ー
ス
・

デ
ー
タ
や
、
約
７
０
０
０
社
の

人
事
情
報
を
閲
覧
で
き
る
。
ま

た
、
Ｍ
ｙ
ニ
ュ
ー
ス
機
能
を
使

え
ば
フ
ォ
ロ
ー
し
た
企
業
や
キ

ー
ワ
ー
ド
、
コ
ラ
ム
に
関
す
る

情
報
を
自
動
収
集
。
ま
さ
に
圧

倒
的
な
情
報
力
が
特
長
の
ビ
ジ

ネ
ス
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
決
定
版

だ
。リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
に
合
わ
せ
て

新
機
能
「
グ
ル
ー
プ
機
能
」
を

ス
タ
ー
ト
、
ま
す
ま
す
ビ
ジ
ネ

ス
に
活
用
で
き
る
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
へ
進
化
を
遂
げ
る
。
こ

れ
ま
で
の
「
日
経
電
子
版
」
は
、

個
人
単
位
に
よ
る
情
報
収
集
が

主
だ
っ
た
が
、
新
機
能
「
グ
ル

ー
プ
機
能
」
は
一
言
で
言
え
ば

チ
ー
ム
業
務
に
使
え
る
よ
う
に

し
た
機
能
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
同
じ
拠
点
、

部
署
、
チ
ー
ム
で
グ
ル
ー
プ
を

形
成
す
る
と
、
ボ
タ
ン
一
つ
で

業
務
で
必
要
な
新
着
情
報
を
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
共
有
す
る
こ
と

が
で
き
、
グ
ル
ー
プ
単
位
で
業

務
に
必
要
な
記
事
を
自
動
収
集

す
る
こ
と
で
、
効
率
的
な
情
報

共
有
を
可
能
に
す
る
。

ま
た
気
に
な
っ
た
記
事
を
グ

ル
ー
プ
内
の
メ
ン
バ
ー
と
シ
ェ

ア
し
た
り
、
ニ
ュ
ー
ス
の
影
響

や
解
釈
を
チ
ャ
ッ
ト
形
式
で
コ

メ
ン
ト
し
合
っ
た
り
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
日
経
電
子
版
コ
ン

テ
ン
ツ
以
外
の
外
部
リ
ン
ク
を

Ｕ
Ｒ
Ｌ
で
シ
ェ
ア
す
る
こ
と
も

可
能
で
、
１
日
に
２
回
、
設
定

し
た
条
件
で
自
動
収
集
さ
れ
た

記
事
や
、
グ
ル
ー
プ
で
シ
ェ
ア

さ
れ
た
記
事
を
ま
と
め
た
メ
ー

ル
が
届
く
リ
マ
イ
ン
ド
機
能
も

付
い
て
い
る
。
組
織
の
情
報
活

用
を
深
化
さ
せ
る
だ
け
で
な
く

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
役
立

ち
、
グ
ル
ー
プ
の
活
性
化
も
期

待
さ
れ
て
い
る
。

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
キ
ー
ワ
ー

ド
・
企
業
・
業
界
な
ど
を
登
録

す
る
と
、
Ｍ
ｙ
ニ
ュ
ー
ス
に
関

連
し
た
記
事
が
自
動
収
集
。
メ

ン
バ
ー
と
共
有
し
た
い
記
事
は

コ
メ
ン
ト
付
き
で
シ
ェ
ア
で

き
、
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
で
一
括
し

て
視
認
で
き
る
。
ビ
ジ
ネ
ス
に

直
結
し
た
情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ

ム
に
収
集
で
き
る
の
で
、
就
業

中
の
オ
フ
ィ
ス
で
も
業
務
と
し

て
閲
覧
可
能
に
な
る
。

グ
ル
ー
プ
で
キ
ー
ワ
ー
ド
を

フ
ォ
ロ
ー
す
る
と
、
日
経
新
聞

だ
け
で
な
く
日
経
産
業
新
聞
や

日
経
Ｍ
Ｊ
、
日
経
ヴ
ェ
リ
タ
ス

な
ど
の
記
事
や
約
２
万
社
の
企

業
情
報
の
中
か
ら
自
動
収
集
さ

れ
た
情
報
を
共
有
で
き
る
。
管

理
者
だ
け
で
な
く
グ
ル
ー
プ
内

の
全
員
が
、
キ
ー
ワ
ー
ド
の
フ

ォ
ロ
ー
や
記
事
の
投
稿
を
行
え

る
た
め
、
フ
ラ
ッ
ト
な
組
織
づ

く
り
に
も
役
立
つ
。

グ
ル
ー
プ
で
フ
ォ
ロ
ー
し
た

各
記
事
に
も
コ
メ
ン
ト
が
付
け

ら
れ
る
「
コ
メ
ン
ト
機
能
」
が

あ
り
、
こ
れ
を
利
用
す
れ
ば
チ

ャ
ッ
ト
形
式
の
会
話
の
ほ
か

「
今
朝
の
日
経
に
出
て
い
た
記

事
だ
け
ど
、
ち
ょ
っ
と
気
に
な

る
。
チ
ー
ム
内
で
議
論
し
て
ほ

し
い
」
な
ど
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
の
指
示
伝
達
も
可
能
。
ま
た

ニ
ュ
ー
ス
記
事
の
意
味
付
け
や

解
釈
を
、
グ
ル
ー
プ
で
共
有
で

き
る
利
点
も
あ
る
。

グ
ル
ー
プ
機
能
が
追
加
さ
れ

た
「
日
経
電
子
版
Ｐ
ｒ
ｏ
」
は
、

ビ
ジ
ネ
ス
の
現
場
で
の
活
用
の

幅
を
広
げ
て
く
れ
る
。
通
常
の

日
経
電
子
版
以
上
に
専
門
的
で

幅
広
い
情
報
を
提
供
し
て
く
れ

る
と
と
も
に
、
業
務
に
直
結
し

た
機
能
を
揃
え
て
い
る
の
が
ポ

イ
ン
ト
だ
。

業
務
へ
与
え
る
効
果
を
要
約

す
れ
ば
「
共
有
」
、
「
効
率
化
」
、

「
活
性
化
」
が
あ
げ
ら
れ
る
。

任
意
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
設
定
し

た
情
報
の
自
動
収
集
は
、
検
索

の
手
間
を
省
く
だ
け
で
な
く
、

自
社
の
業
務
に
特
化
し
た
情
報

を
効
率
よ
く
収
集
可
能
。
収
集

し
た
情
報
は
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
上

で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
共
有
で
き

る
ほ
か
、
外
部
か
ら
取
得
し
た

情
報
も
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
で
共
有

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
メ
ー
ル

に
コ
ピ
ー
＆
ペ
ー
ス
ト
し
て
情

報
を
共
有
し
て
い
た
の
で
は
、

見
落
と
し
や
個
々
の
ア
ー
カ
イ

ブ
の
管
理
次
第
で
グ
ル
ー
プ
内

に
情
報
格
差
が
起
き
て
し
ま
い

が
ち
だ
が
、
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
で

必
要
な
情
報
を
一
元
管
理
・
共

有
す
る
こ
と
で
、
グ
ル
ー
プ
内

の
円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
実
現
す
る
。

た
だ
い
ま
無
料
ト
ラ
イ
ア
ル

受
付
中
！

問
い
合
わ
せ
・
申

し
込
み
は
「
日
経
ア
メ
リ
カ
社
、

電
話
１
・
８
０
０
・
３
２
２
・

１
６
５
７
」
、
ま
た
は
ウ
ェ
ブ

サ
イ
トhttps://pr.n

ik
k
ei.

com
/overseas/pro/us/

最
近
の
若
手
は
新
聞
を
読

ま
な
い
と
い
う
話
を
よ
く
聞

き
ま
す
が
、
実
際
に
私
と
交

流
の
あ
る
大
企
業
の
若
手
社

員
で
も
新
聞
（
紙
媒
体
）
を

ほ
と
ん
ど
読
ん
で
い
な
い
と

い
う
人
が
い
ま
す
。
そ
の
た

め
情
報
に
偏
り
が
生
じ
、
ラ

イ
バ
ル
企
業
の
こ
と
も
含
め

て
「
こ
ん
な
こ
と
も
知
ら
な

い
の
か
」
と
い
う
事
態
に
遭

遇
し
た
と
い
う
話
も
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
層
か
ら
よ
く
聞
き
ま

す
。新

聞
を
読
ま
な
い
と
い
う

こ
と
は
、
世
代
間
に
共
通
の

情
報
ソ
ー
ス
を
失
う
こ
と
で

も
あ
り
ま
す
が
、
一
方
で
若

手
の
中
に
は
情
報
を
鵜
呑
み

に
し
、
論
理
的
に
考
え
ら
れ

な
い
人
も
多
い
の
で
は
な
い

か
と
危
惧
し
て
い
ま
す
。
実

際
、
若
手
が
何
を
読
ん
で
い

る
の
か
と
聞
く
と
、
ス
マ
ホ

で
ニ
ュ
ー
ス
サ
イ
ト
を
見
て

い
る
と
い
う
。
問
題
は
そ
の

ニ
ュ
ー
ス
の
質
で
、
現
在
ネ

ッ
ト
上
の
情
報
は
玉
石
混
交

で
正
直
信
頼
し
づ
ら
い
状
況

で
す
。

そ
の
点
「
日
経
電
子
版
Ｐ

ｒ
ｏ
」
で
あ
れ
ば
、
若
手
も

慣
れ
親
し
ん
だ
イ
ン
タ
ー
フ

ェ
ー
ス
で
、
精
査
さ
れ
た
信

頼
性
の
高
い
情
報
を
元
に
自

動
収
集
し
て
く
れ
る
。
例
え

ば
、
上
長
が
今
話
題
の
テ
ー

マ
を
キ
ー
ワ
ー
ド
設
定
す
る

だ
け
で
、
部
内
の
若
手
に
偏

り
の
な
い
情
報
が
行
き
渡

り
、
さ
ら
に
業
務
上
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
も
活
用

で
き
ま
す
。
ま
た
日
経
Ｍ
Ｊ

な
ど
、
専
門
紙
の
記
事
も
収

集
さ
れ
る
の
で
、
よ
り
ミ
ク

ロ
な
ニ
ュ
ー
ス
に
も
目
が
行

き
届
く
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が

あ
り
ま
す
。
情
報
を
活
用
す

る
方
法
を
浸
透
さ
せ
る
た
め

に
も
、
「
日
経
電
子
版
Ｐ
ｒ

ｏ
」
は
有
益
な
ツ
ー
ル
だ
と

思
い
ま
す
。

日経電子版Proは、日経の朝刊・夕刊、日経電子版記
事以外にも、キーワードにヒットした日経産業新聞、日
経ＭＪ、日経ヴェリタスも読むことができ、より幅広い
情報を取得できる。また、企業のニュースだけでなく、
人事情報、企業データベースも収録。その主な内容は、
①最大100社の企業名、最大100個のキーワードをフォ
ローできる。②日経会社情報デジタルに収録されている
最大67個の業界をフォローできる。③１日２回、フォロ
ーしたワードに関連する新着記事をお知らせする「Ｍｙ
ニュースメール」が届く。④5000件まで記事を登録でき、
Ｍｙニュース内で閲覧することが可能。⑤保存記事に分
類ラベルをつけて整理できる。
★日経の記事を英語でシェア
⑥ワンクリックで日本語記事を英語翻訳。翻訳された英
文は編集や保存が可能。和文と英文併記のままで印刷が
可能。2018年８月時点

他社と差がつくビジネスのヒント満載

営業、広報、人事、新規開拓のヒントに、社内の研
修に、幅広い情報収集に、また、気になる企業や用語
はキーワードを登録するだけで人事情報や最新ニュー
スを自動で知らせてくれるので、今までネットで探し
ていた時間が大幅に短縮され、取引先開拓のヒントに
なっている。さらに新入社員の研修ツールとしても活
用できる。
日経を読ませることで、論理的思考・読み書きのス

キル向上につながり、日経の記者が新聞の読み方から
教えてくれるので研修の負担も少ない。また、日経だ
けでなく、日経ＭＪ・日経産業新聞などの専門紙の情
報まで自動収集しているので、業界のより専門的な情
報が入手でき、競合の動向も見逃さない。
また法人契約専用の日経電子版は、読むだけでなく

日々の業務にも活用できる。圧倒的な情報力で企業を
支えるビジネス情報サービスの決定版といえる。

さまざまな部署で活用できる

■
料
金
・
契
約
期
間
に
つ
い
て

▽
１
ラ
イ
セ
ン
ス：

月
額
64
ド
ル
▽
１
ラ
イ
セ
ン
ス
に

つ
き
１
名
を
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
と
し
て
登
録
で
き
、
利

用
者
の
変
更
は
随
時
可
能
。

▽
１
ラ
イ
セ
ン
ス
か
ら
契
約
で
き
る
。
原
則
２
ラ
イ
セ

ン
ス
か
ら
の
契
約
を
お
勧
め
。

※
日
経
電
子
版
グ
ル
ー
プ
（
日
経
電
子
版
Ｐ
ｒ
ｏ
オ
プ

シ
ョ
ン
契
約
）
Ｍ
ｙ
ニ
ュ
ー
ス
利
用
に
限
定
、
チ
ー
ム

共
有
に
特
化
し
て
使
う
人
向
け
▽
１
ラ
イ
セ
ン
ス：

月

額
23
ド
ル
▽
日
経
電
子
版
グ
ル
ー
プ
の
み
の
契
約
は
不

可
。
日
経
電
子
版
Ｐ
ｒ
ｏ
契
約
に
追
加
し
て
申
し
込
む

▽
紙
面
ビ
ュ
ー
ア
ー
を
含
め
、
グ
ル
ー
プ
機
能
以
外
で

提
供
さ
れ
る
電
子
版
有
料
会
員
向
け
コ
ン
テ
ン
ツ
・
サ

ー
ビ
ス
は
利
用
不
可
。

複数名、チームでの導入をお勧め

米
国
向
け
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

世
界
の
動
き
カ
ス
タ
ム
メ
イ
ド
で
発
信

只
今
、
無
料

ト
ラ
イ
ア
ル

好
評
受
付
中

新聞読まない最近の若手社員

信頼性高い情報が今こそ必要

プ
ロ
に

聞
く
！

社団法人行動科学マネジメント研究所所長
ウィルＰＭインターナショナル代表取締役社長兼
最高経営責任者

石田 淳氏

米国ビジネス界で大きな成果を上げる行動分析を基に独自の手法でアレンジし、「行

動科学マネジメント」として確立。その実績が認められ、日本で初めて組織行動の安

全保持を目的として設立された社団法人組織行動セーフティマネジメント協会代表理

事に就任。著書に『組織行動セーフティマネジメント』（ダイヤモンド社）などがある。

https://pr.nikkei.com/overseas/pro/us/
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